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資金繰り予定表／計画表／実績表
資金繰り予定表（５日報）

資金繰り計画表（６か月）

資金繰り実績表

① 「資金繰り予定表（５日
報）」と「資金繰り計画表
（６か月）」の確認・印刷
は、支払・入金管理機能を
利用する必要があります。
②「資金繰り実績表」の確
認・印刷は、資金収支の管
理を行う必要があります。

©TKC 2020 2

資金繰り予定表／計画表／実績表を
ご存知ですか？ 資金管理タブ

最新業績タブ

2
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資金繰り実績表を例に集計項目を解説します。

「経常収入」で「経常支出」
まで賄っているか
過不足(A)

「経常収入」で「経常支出」
と「決算設備等支出」を賄っているか
再差引計(B)

「経常収入」で「経常支出」
と｢決算設備等支出｣を支払い、さらに｢借入
金を返済｣し、｢預金まで行っている｣ か

再差引計(C)

「再差引計(C)」まで
で不足が生じた場合、｢月初資金有り高」で
賄っているか、それとも｢借入金の調達」
「預金の取崩｣等で賄っているか

月末資金有り高(E)

©TKC 2020 4

行 収支区分 解説

1 経常収入 通常の事業活動により入金された資金
（売掛金入金、受取手形取立、受取利息等）

2 経常支出 通常の事業活動により支出した資金
（買掛金支払、人件費支払、支払利息等）

3 決算設備等支出 税金の支払及び土地建物、備品の
固定資産を取得した支出

4 借入金返済 借入金（元金）の返済による支出

5 資金運用等 定期預金への支出、有価証券等への投資

6 借入金調達 短期・長期借入金の調達による収入

7 他の財務等収入 固定資産の売却等による収入

(1) 一定期間の資金の動き（資金増減の要因）を、７つの収入と支出に分けて
分類して表したもの。

(2) 資金有り高を「月初資金有高＋月中の収入－月中の支出＝月末資金有高」
で計算。

収支区分とは

3



©TKC 2020 7㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。

資金繰り実績表
（日々の仕訳計上)

©TKC 2020 6

デモンストレーション

●資金繰り実績表と
支払・入金管理：

資金繰り予定表（５日報）
資金繰り計画表（６か月）

のご紹介
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©TKC 2020 9ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「3 システム情報」

©TKC 2020 9ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「資金収支の管理を行う」を☑することで、会計伝票
で収支区分の入力ができるようになります。資金収支
区分の内訳数は、｢２４区分」と「１２区分」のいずれ
かを選択できます。
②「支払・入金管理機能を利用する」を☑することで、
支払管理機能と入金管理機能が使用できるようになり、
「資金繰り予定表（５日報）」と「資金繰り計画表
（６か月）」も確認・印刷できるようになります。

©TKC 2020 8ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報

①まず「3 システム情報」の設定を行います。
②次に「21 勘定科目情報」「24 資金相手科目」の見直しを行っ
てください。

5



©TKC 2020 11ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「21 勘定科目情報」

①「資金収支の管理を行う」を☑することで、会計伝票
で収支区分の入力ができるようになります。
②収支区分の入力対象は「勘定科目情報」で「資金定義
する」設定にした勘定科目を使用する仕訳です。

©TKC 2020 10

One
Point 資金管理タブ

最新業績タブ

会社情報「3 システム情報」

①「支払・入金管理機能を利用する」を☑しない場合は、
このように支払管理機能と入金管理機能が使用できな
くなり、「資金繰り予定表（５日報）」と「資金繰り
計画表（６か月）」も利用できません。

6
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

資金相手科目の設定あり

①「資金収支の管理を行う」設定にしている場
合に、資金定義している科目を使った仕訳の入
力時に収支区分を登録します。
②また、資金相手科目として、収支区分ごとに
科目とＤ(借方)、Ｃ(貸方)、Ｂ(借方･貸方両
方)を設定している場合には、このように伝票
入力時に初期表示しされ便利です。

会計伝票での収支区分の実績入力

©TKC 2020 12ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「24 資金相手科目」

１２区分２４区分

12ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①収支区分の内訳区分を登録します。
②区分ごとに、相手科目とＤ(借方)、
Ｃ(貸方)、Ｂ(借方･貸方両方)を設定
します。
③ここの設定に基づき、仕訳入力で収
支区分を自動表示できるので必ず設
定するようにします。

7
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

資金管理「71 資金繰り実績表」

①会計伝票で入力した収支区分に基づき、実績集計しま
す。
②この実績データが、経営環境の変化等により資金繰り
計画を考える際の元データになります。

©TKC 2020 14

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「資金収支の管理を行う」設定にしている場
合に、資金定義している科目を使った仕訳の入
力時に収支区分を登録します。
②資金相手科目の登録をしていない科目の場合
には、伝票入力時に収支区分の初期表示はあり
ません。この場合、仕訳の都度、該当する収支
区分を選択（入力）することになります。

会計伝票での収支区分の実績入力
資金相手科目の設定なし

8
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「5 定期支払の登録」や「6 随時支払
の登録」などで、支払予定を登録する
際に収支区分も登録します。

定期支払の登録

随時支払の登録

支払予定での収支区分の入力(予定･計画)

©TKC 2020 16

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

支払予定での収支区分の入力(予定･計画)
開始時：支払管理科目設定

©TKC 2020 16ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①会計伝票の入力時に支払予定を登録します。
②その支払予定の資金繰り予定表や資金繰り計画表への
反映は、「2 開始時：支払先の約定登録」の仕訳情報タ
ブで、支払管理科目や支払手形科目に登録する収支区
分に基づき集計します。

9
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One
Point 資金繰りシミュレーション（６か月）

①資金繰り実績表の実績は、資金繰り計画表の補正計上
機能を使ったシミュレーションで参考値とすることが
できます。

©TKC 2020 18

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

資金管理「62 資金繰り計画表(６か月)」

①資金管理（支払管理・入金管理）で登録した支払・入
金予定に基づき、収支区分別に集計します。
②資金繰り計画表の補正計上機能を使いシミュレーショ
ンすることもできます。支払管理機能のみを利用して
いる場合なども、この補正計上機能を利用ください。

10
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©TKC 2020 20

One
Point 資金繰りシミュレーション（６か月）

①資金繰り計画表の補正計上機能を使って、売上の大幅
な変動などを反映した資金繰りシミュレーション（６
か月）を作成できます。

11
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バックオフィスの
“デジタル化”を実現します‼

①Excelで作成する経理資料

☞「Excelからの仕訳計上機能」で効率化
※仕訳計上元である小口現金出納帳、売上日報集計表、取引先別買掛
金一覧表、業者別支払一覧表、部門別配賦集計表など

②経理で使用する販管システム等からの資料

☞「仕訳読込テンプレートの設計機能」で効率化
※ＰＯＳレジ、経費精算、原価管理、生産管理など、CSVファイルを
作成できる多種多様な業務システムと連携実績があります。

④銀行預金クレジットカードの明細データ

☞「銀行信販データ受信機能」で効率化

㊟ＴＫＣ証憑ストレージサービスやIB/FB振込用データ作成機能は、オプションシステムです。

⑧証憑からの仕訳確認・保管

☞「ＴＫＣ証憑ストレージサービス㊟ 」で効率化

⑦リアルタイムな業績確認

☞スマホの「スマート業績確認」アプリで経営者の“てのひら”に

⑥社長報告資料や経営会議用資料の作成

☞Excelアドインの「マネジメントレポート設計ツール」で簡単作成

⑨取引先別の支払管理（振込処理）

☞「支払管理機能」と「IB/FB振込用データ作成機能㊟」で効率化

⑤月次決算・業績集計・部門別管理

☞「365日変動損益計算書」「部門別管理機能（階層・グループ
管理」などの管理会計機能が標準搭載

③外出先でも、スマートフォンで簡単に
レシートを電子化

☞「ＴＫＣ証憑ストレージサービス㊟」で効率化

©TKC 2020 22

バックオフィスの
“デジタル化”を実現します‼

①Excelで作成
する経理資料

②経理で使用す
る販管システム
等からの資料

④銀行預金・
クレジットカード
の明細データ

⑥社長報告資料や
経営会議資料の作成

⑨取引先別の
支払管理

（振込処理）

⑤月次決算
業績集計
部門別管理

⑧証憑からの仕訳
確認・保管

で作成

③外出先でも、
スマートフォンで簡単
にレシートを電子化

⑤月次決算

部門別管理部門別管理部門別管理

Excel等は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

⑦リアルタイムな
業績確認

12
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バックオフィスの
“デジタル化”を実現します‼

99％超の銀行(法人口座)に対応。
複数の金融機関（銀行や信販会
社）から、インターネットを利
用して取引データを自動受信。
取引データをもとに仕訳ルール
の学習機能を利用して仕訳を計
上できます。

④銀行預金クレジットカードの明細データ

☞「銀行信販データ受信機能」で効率化

⑨取引先別の支払管理（振込処理）

☞「支払管理機能」と「IB/FB振込用データ
作成機能㊟」で効率化

買掛金等の仕訳計上時に、その
支払予定を入力することで、支
払予定表が作成できます。
承認済みの支払予定は、イン
ターネットバンキング用の総合
振込依頼データとして作成でき
ます。

“デジタル化”を実現します

④銀行預金・
クレジットカード
の明細データ

⑨取引先別の
支払管理

（振込処理）

㊟インターネットバンキング用の総合振込依頼データが作成できるIB/FB振込用データ作成機能は、オプションシステムです。

本日ご紹介する経理事務の効率化機能

©TKC 2020 24

バックオフィスの
“デジタル化”を実現します‼

①Excelで作成する
経理資料

Excelで作成した
・小口現金出納帳
・売上日報集計表
・取引先別買掛金一覧表
・業者別支払一覧表
・部門別配賦集計表など
から直接仕訳計上できます

②経理で使用する
販管システム
等からの資料

①Excelで作成する経理資料

☞「Excelからの仕訳計上機能」で効率化

②経理で使用する販管システム等からの資料

☞「仕訳読込テンプレートの設計機能」で効率化

CSVファイルを作成できる
・ＰＯＳレジ
・経費精算システム
・原価管理システム
・生産管理システムなど、
多種多様な業務システムと
連携実績があります。

“デジタル化”を実現します

本日ご紹介する経理事務の効率化機能

13
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

㋐Excelで現金出納帳や部門配賦計算にまとめてから仕訳入力している

©TKC 2020 26

ＦＸ４クラウドの経理事務効率化機能の使用 検討用紙

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能

(検討候補）
①Excelからの仕訳計上
②仕訳連携(仕訳読込ﾃﾝﾌ゚ ﾚー ﾄ)
③銀行信販データ受信
④支払管理(総合振込ﾃ゙ ﾀー作成)

14
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

通帳やカードの明細から㋑売上(入金)や㋓経費などの仕訳を入力している

©TKC 2020 28

銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

販売・購買システムの管理帳表から㋑売上㋒仕入などの仕訳を入力している
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞このように大変複雑な経費事務を日々されているのではないでしょうか

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

作成した資料を見ながら手入力
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

経費精算手続きでの㋓経費や㋔他の振替仕訳などの仕訳の入力がある
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ Excel表を作成後の仕訳入力には「Excelからの仕訳計上」機能

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

①Excelからの
仕訳計上

⑥Excelからの
仕訳計上
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

現在の経理事務を効率化したい
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ＦＸ４クラウドの効率化機能の活用例をご紹介

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

作成した資料を見ながら手入力
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

Ｅｘｃｅｌからの
仕訳計上機能

©TKC 2020 34

銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ Excelで売掛・買掛等集計表を作成してから仕訳入力している場合もお勧め

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

①Excelからの
仕訳計上

⑥Excelからの
仕訳計上

⑧Excelからの
仕訳計上
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

仕訳連携機能

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

仕訳連携機能
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ 販管システムからデータのエクスポート（出力）ができるなら「仕訳連携」機能

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

②仕訳連携
（仕訳読込テンプレート

の設計）

※CSV形式で
データエクスポート
（出力）できる
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ 銀行の入出金やクレジットカード明細を連動するなら「銀行信販データ受信」機能

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

③銀行信販
データ受信

※データエクスポート
（出力）ができる

⑤銀行信販
データ受信

入金のみ
の設定も
可能です
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ ＰＯＳレジや楽楽精算（経費精算システム）導入でも「仕訳連携」機能

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

※データエクスポート
（出力）ができる

ＰＯＳ
レジ導入

楽楽精算
（経費精算システム）

導入

②仕訳連携
（仕訳読込テンプレート

の設計）
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

Excelからの仕訳計上

仕訳連携（仕訳読込テンプレートの設計）

銀行信販データ受信機能

１

２

３

TKC経理業務効率化セミナー2020春 動画配信中

TKC経理業務効率化セミナー2019春 動画配信中

ＴＫＣグループＨＰのご紹介ページ

Excelからの仕訳計上機能と仕訳連携機能は、
最近のＴＫＣ経理業務 効率化セミナーのテーマとしてご紹介しました。
下記のＱＲコードからアクセスして視聴ください。

視聴用パスワード
TKCSeminar2019p

視聴用パスワード
TKCSeminar2020p

https://www.tkc.jp
/fx/fintech

©TKC 2020 40

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

銀行信販データ受信機能
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銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ 「支払管理」機能では、定期・随時支払や借入返済の処理をすることも可能

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

②仕訳連携
（仕訳読込テンプレート

の設計）
④支払管理

※データエクスポート
（出力）ができる

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。

©TKC 2020 42

銀行等
取引
明細

本社
現金

営業
所
現金

仕
訳
の
種
類

ＦＸ４クラウドの経理事務の効率化機能活用例
（例）販管システムを導入済みで、Excel表や通帳などから入力しているケース
☞ 定時払の買掛金・未払金は「支払管理」機能。総合振込依頼データも作成可㊟

売掛
計上

売掛
入金

買掛
計上

買掛
支払

未払
計上

未払
支払

定期･
随時
支払

その他
（振替等）

借入
返済

効
率
化
機
能

入
力
原
票

現金出納帳
・売上日報

(Excel)

経費精算
申請書

販売・購買
管理システム

㋐現金出納 ㋓経費 ㋔他㋑売上 ㋒仕入

部門
配賦計算

(Excel)

売掛・買掛等
集計表
(Excel)

ｸﾚｼ゙ ｯﾄ
ｶー ﾄ゙
明細

②仕訳連携
（仕訳読込テンプレート

の設計）
④支払管理

※データエクスポート
（出力）ができる

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。

22



©TKC 2020 45

支払管理機能は
使ってみたいのだけれども
事前設定が複雑そうで

どこから手をつけてよいのか...

支払管理機能があるのはご存知でも
このようなお悩みはございませんか？

©TKC 2020 44

支払管理機能

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。
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支払タイプ 性質 支払事例
定時払取引 締日・支払日・支払手段が約定

されており、金額の重要性大。
支払先も継続的な相手先。

買掛金・未払金

定期同額取引 支払先が限定。毎月一定の日に
支払が約定されているが、金額
は同額（固定）のもの。

リース取引・契約駐車場料金・保
守料・月払保険料・定期購読料

定期変動取引 支払先が限定。毎月一定の日に
支払が約定されているが、金額
は変動するもの。

公共料金・コピー料金・社会保
険料・源泉所得税・住民税等の
預り金

随時支払取引 毎月生ずるものではない。支払
日も不特定。

会費、寄付金、固定資産購入等
の非経常的な支払

借入金返済 元金均等返済では金額は変動。 借入金返済
定期積金積立 金額は同額（固定）。 定期積金積立
支払手形決済㊟ 支払手形決済 支払手形決済

支払管理機能の利用範囲
次の支払タイプの１つから選択利用できます

㊟支払手形の処理は、手形管理機能の利用が前提で、別途電子記録債権・手形管理システム（オプション）のご契約が必要です。

©TKC 2020 46

支払管理機能の
ご利用イメージと

利用開始のための事前設定を
本日ご紹介します。

＊支払管理機能は、ＦＸ４クラウドの標準搭載機能㊟です。

ＦＸ４クラウドのシステム活用法
～支払管理機能～

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。
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デモンストレーション

●定時払取引タイプ利用の
利用イメージ

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

©TKC 2020 48

①買掛金・未払金計上

⑥支払手形

④借入金登録
⑤定期積金登録

⑨ＩＢ／ＦＢ用総合振込データ作成

⑧支払額確定／出納承認
⑪自動引落
⑫支払手形決済予定

仕訳入力 ②定期支払登録 ③随時支払登録

定時払取引 定期
同額取引

定期
変動取引

随時
支払取引

借入金返済
定期積金積立

支払管理の全体像
各支払タイプの処理の流れ

仕訳連携 請求書入力

㊟支払手形の処理は、手形管理機能の利用が前提で、別途電子記録債権・手形管理システム（オプション）のご契約が必要です。

期日
⑦支払予定カレンダー

⑬支払仕訳の自動計上（＋支払手形登録）

⑩支払手形
登録
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

明細

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

定時払取引タイプの処理
カレンダー形式で日付ごとの
支払予定額と支払内訳を確認できます。

明細

©TKC 2020 50

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

支払管理機能利用の流れ

①取引先を選択すると、約定に基づき、取引年月日、
支払予定日を自動表示します。

②支払予定が登録できるのは、買掛金・未払金（管理
科目）が貸方にある仕訳のみです。

➊ 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

定時払取引タイプの処理
請求書から買掛金・未払金の仕訳を
計上します。

仕訳連携や請求書イメージの「定時払
取引(請求書)」での入力も可能です。
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

ＩＢ／ＦＢ
用総合振込
データ㊟

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成㊟

⑤ 支払仕訳の自動計上

定時払取引タイプの処理
出納承認されたデータについて、
ＩＢ／ＦＢ用総合振込データを作成します。

名寄せ設定も
できます。
名寄せ設定も
できます。

「総合振込依頼書」の印刷だけの場合は、インターネットオプションのご契約は不要です。

振込明細表 総合振込依頼書

©TKC 2020 52

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

定時払取引タイプの処理
担当者による支払額確定と管理者(支払の承認者)
による出納承認処理を行います。

支払額確定と出納承認機能の活用により、
内部管理体制の強化につながります。

２段階
出納承認

１段階
支払額確定
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

定時払取引タイプの処理
支払先ごとの約定（支払日）に基づき、
支払仕訳を自動計上します。

「15 IB/FB振込用データ作成」で印刷する
「振込明細表」は支払手数料の仕訳の参考になります。

©TKC 2020 54

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

「振込明細表」サンプル
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デモンストレーション

●定時払取引タイプを
支払管理機能で
利用するための

ＦＸ４クラウドでの事前設定

©TKC 2020 56

One
Point

支払管理機能利用の流れ

① 買掛金・未払金計上

② 支払予定カレンダー

③ 支払額確定／出納承認

④ ＩＢ／ＦＢ用総合
振込データ作成

⑤ 支払仕訳の自動計上

支払管理機能の段階的な利活用例
①支払予定管理→②振込データ作成→③支払仕訳計上

①支払予定カレンダー等による
支払先別支払予定額の管理

②ＩＢ／ＦＢ用総合振込データの作成㊟

③支払仕訳の計上
㊟ＩＢ／ＦＢ用総合振込データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。
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①支払予定日を入力する支払管理科目の指定（買掛金、未払金）
☞ 資金管理「1 開始時:支払管理科目設定」

②支払予定日を自動表示するための約定登録（締日、支払サイト）
☞ 資金管理「2 開始時:支払先の約定登録」

定時払取引タイプの支払管理機能利用設定（概要）

買掛金・未払金の計上

支払予定の入力

①支払予定日を入力する支払管理科目の指定（買掛金、未払金）

©TKC 2020 58

定時払取引タイプの支払管理機能利用設定（概要）
①資金管理タブを利用できるようにする
☞ 会社情報「3 システム情報」

「11 業務範囲の設計」
②利用金融機関の登録
☞ 会社情報「39 銀行・支店情報」

「40 自社銀行口座情報｣

銀行・支店情報の登録

資金管理タブ
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©TKC 2020 61ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報

①まず「3 システム情報」「39 銀行・支店情報」「40 自社銀行
口座情報」の設定を行います。
②必要に応じて、「11業務範囲の設計」「24資金相手科目」の見
直しも行ってください。

©TKC 2020 60

①支払方法の設定（現金、預金、手形、自動引落）と
支払方法が振込の設定（振込元口座情報、振込先口座情報)
☞ 資金管理「2 開始時:支払先の約定登録」

②支払方法が振込の設定（振込手数料情報）と
インターネットバンキング用に総合振込データの作成（全銀フォーマット情報）
☞ 会社情報「40 自社銀行口座情報」

③支払仕訳の自動計上の設定（課税区分、相手科目、元帳摘要等）
☞ 資金管理「1 開始時:支払管理科目設定」

定時払取引タイプの支払管理機能利用設定（概要）

支払仕訳計上

支払予定カレンダー

①支払方法の設定（現金、預金、手形、自動引落）と
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One
Point 伝票（１伝票型）への内訳参考表示

©TKC 2020 63

☑すると｢伝票（１伝票型）｣画面に
プロジェクトコード、内訳コード、
受注番号、直近の支払予定日等が
表示されます。支払予定日・内訳
金額を確認したい場合は､［F8 内
訳入力］を選択してください。

©TKC 2020 62ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「3 システム情報」

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①支払・入金管理機能を利用するの☑のオン・オフでは、
登録済みの銀行・支店情報や約定、支払仕訳情報など
は消えません。利用開始準備中にオン。通常業務では
オフにするというような工夫が可能です。
②追加した支払管理科目（買掛金・未払金科目）を削除
すると登録済みの仕訳情報が消去されてしまいますの
でご注意ください。

32



©TKC 2020 65ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定

©TKC 2020 65ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①銀行情報を登録してから、支店情報を登録します。
②登録する銀行・支店が多い場合は、「ファイル読込」機能を使
用するのが便利です。レイアウトの説明は、『ＦＸ４クラウドシ
ステム解説書』の巻末資料に掲載されています。ご利用中のイン
ターネットバンキングサービスで、振込先情報ファイルのエクス
ポート（切り出し）機能があれば、ＦＸ４クラウド用の読込用
ファイルを作成する方法もあります。

会社情報「39 銀行・支店情報」

©TKC 2020 64ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「11 業務範囲の設計」
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©TKC 2020 67ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 自社銀行口座情報「総合振込」タブ

①振込依頼人コード欄には、
総合振込依頼人コードを
登録します。他に｢給与振
込依頼人コード｣や｢住民
税振込依頼人コード｣があ
るので間違えないように
します。
②振込依頼人コードを｢委託
者コード｣や｢会社コード｣
と表記する金融機関もあ
るようです。
③全銀フォーマット情報は、
金融機関ごとに異なりま
すので、インターネット
バンキングの問合せ窓口
にご確認ください。

©TKC 2020 66ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 会社情報「40 自社銀行口座情報」

①「資金管理」タブで総合振込依頼書を作成等
のために、自社の銀行口座の情報を登録しま
す。複数の金融機関から支払処理をする場合、
それぞれ登録します。
②また、取引先ごとの約定の入金口座・振込元
口座としても利用します。
③「ＩＢ等からのデータ読込」タブは設定不要
です。
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©TKC 2020 69ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 資金管理

①次のメニューの設定を行います。
「1 開始時：支払管理科目設定」
「2 開始時：支払先の約定登録」
「3 開始時：支払予定額の登録」

©TKC 2020 68ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定

©TKC 2020 68ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「当方負担（総合振込）」「先方負担（総合振込）」タブをそれぞれ入力します。
②「同行他店宛の振込手数料を適用する他行｣｢同行同一支店宛の振込手数料を適用する
同行他店」は、必要な場合に設定してください。

「総合振込」タブ（振込手数料情報）

振込手数料
の登録で、
支払仕訳の
計上が楽に
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©TKC 2020 71ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 支払管理科目（支払管理科目の追加）

①「1 開始時：支払管理科目設
定」で支払管理科目に設定する
には、勘定科目情報（会社情
報）で科目を追加登録するとき
に、経営分析項目を「買掛金」
又は「未払金」に設定します。

©TKC 2020 70ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢1 開始時:支払管理科目設定｣(支払管理科目)

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①買掛金・未払金科目から支払管理科目を［→追加］ボタンで選
択します。選択する科目は、取引先コードの入力漏れを防ぐた
めに、取引先別管理を行うことをお勧めします。
②出納承認機能の利用、総合振込依頼書の作成、支払仕訳の計上
の設定も行います。
③追加した支払管理科目（買掛金・未払金科目）を削除すると登
録済みの仕訳情報が消去されてしまいますのでご注意ください。
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©TKC 2020 73ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢1 開始時:支払管理科目設定｣(仕訳情報)

①買掛金・未払金（支払管理科目）を現預金等
で支払った際に計上する仕訳パターンを登録
します。
②手形取引等、使用しない取引の仕訳パターン
の登録は不要です。
③このパターンで修正可能なのは、課税区分と
元帳摘要、収支区分です。

©TKC 2020 72ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢1 開始時:支払管理科目設定｣(主たる約定)

①後述する「支払先の約定登録」
で、ここで登録する「主たる約
定」か「個別指定」を選択でき
ます。
②ここでは貴社で最も標準的な
（数が多い）約定を登録します。
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©TKC 2020 75

One
Point

①「自動仕訳の生成を行う」の☑をはずして、振込手数料の
仕訳は手入力するのは次のようなケースです。
1)振込元銀行が複数あり、振込手数料の計上方法が異なる
2)振込手数料が後日一括で引き落とされる

②ただし振込手数料が後日一括引き落としの場合、あえて☑を
つけ、支払仕訳計上後、仕訳帳等で仕訳を修正（銀行を取
引先にし、貸方科目を未払金に修正）する方法もあります。

振込手数料を自動計上しないケース

©TKC 2020 74ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 当方負担の振込手数料の設定（仕訳情報)

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①当方負担振込手数料（振込手数料は自社銀行口座情報で登
録）の仕訳パターンを登録します。
②「☑自動仕訳の生成を行う」は、当方負担の振込手数料に
対する設定です。金融機関の振込手数料が、振込の都度支
払仕訳単位で発生する場合は、チェックすると当画面の仕
訳パターンで振込手数料が計上され便利です。
③上記②以外の場合は、☑をはずし、振込手数料の計上は別
途仕訳を手入力してください。
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©TKC 2020 77ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定

支払先の約定登録

支払管理科目設定
振込手数料（先方負担）の計算方法設定

©TKC 2020 76ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 先方負担時の振込額の差額設定(仕訳情報)

①先方負担時の振込手数料と支払予定額との差額（振込金額
と支払予定額との間に差額が生じた場合）の仕訳パターン
を登録します。
②「☑振込金額と支払予定額との差額分の自動仕訳の生成する」は
振込金額と支払予定額の差額調整仕訳に対する設定です。
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©TKC 2020 79

One
Point 「振込明細表」で差額が表示されるケース

未満手数料加算型

以上手数料加算型

据置型

据置型

©TKC 2020 78

One
Point

振込金額 振込手数料

30,000円未満 440円

30,000円以上 660円

手数料テーブル

（例）支払金額 30,500円の場合

振込手数料
計算方法 振込依頼額（Ａ） （Ａ）に対する

振込手数料（Ｂ） 実際の支払額（Ａ＋Ｂ）

据置型
29,840円

＊支払金額30,500円から30,500円
に対する手数料660円を引く

440円
30,280円

＊支払金額30,500円との
差額220円は雑益

未満手数料
加算型

29,999円
＊手数料440円で振り込む
ことが可能な上限金額

440円
30,439円

＊支払金額30,500円との
差額61円は雑益

以上手数料
加算型

30,000円
＊手数料660円で振り込む
ことが可能な下限金額

660円
30,660円

＊支払金額30,500円との
差額160円は雑損失

この例で、手数料を先方が負担する場合、
30,000円に対する手数料は660円で合計
30,660円。29,999円に対する手数料は440円
で合計30,439円。このため、例のように
30,500円となるような振込ができません。

このような場合、
振込手数料の計
算方法として以
下の３通りあり
ます。

先方負担の場合、振込金額によっては、自動計算された振込手数料が実際の振込
手数料と異なるケースがあります。

先方負担の振込手数料の計算方法
支払合計と支払予定額が異なるケース
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©TKC 2020 81ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢2 開始時:支払先の約定登録｣(約定２)

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①約定を個別指定する場合は、
支払先を選択後「個別指定」
に変更してから修正します。
②「約定１」「約定２」の個別
指定・主たる約定の設定は連
動します。

©TKC 2020 80ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢2 開始時:支払先の約定登録｣(約定１)

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「支払先」タブには取引先別
管理されている取引先が表示
されます（取引先名で登録す
る取引関係（基本情報）が｢仕
入先｣｢得意先+仕入先｣も含み
ます）。
②約定を個別指定する場合は、
支払先を選択後「個別指定」
に変更してから修正します。
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©TKC 2020 83

One
Point 会社情報「32 取引先名」

①支払先別に約定登録するためには、
事前に取引先名の登録が必要です。
②取引関係を｢仕入先｣または｢得意先＋仕
入先｣に設定すると、支払先の約定登録
の「支払先」タブに表示され便利です。
③「支払先」タブには、勘定科目情報で、
取引先別管理されている取引先も表示
されます。

©TKC 2020 82ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢2 開始時:支払先の約定登録｣(振込元･振込先)

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①支払先ごとに振込先を登録し
ます。
②振込元を主たる約定で登録し
た内容から変更する場合は、
☑を外してから修正します。
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©TKC 2020 85

One
Point

①支払予定を入力し、支払予定表で月次請求書の金額
の確認後に、相殺等の確定支払額の微調整は「支
払額の確定処理」「出納承認処理」で行います。

②「支払予定カレンダー」「支払額の確定処理」「出
納承認処理」から支払予定日の行を選択します。

③表示された支払先別の支払予定から変更したい相手
先を選択し、ダブルクリックします。対象の支払
予定明細を選択して上部の［相殺等入力］ボタン
をクリックします。

④上記のような画面で「売掛金相殺」「その他控除」
「今回支払保留額」のいずれかに変更する金額を
入力して支払予定を変更します。

⑤なお、「売掛金相殺」「その他控除」を選択した場
合は、この欄に対応する自動仕訳は生成されませ
ん。別途、仕訳を入力してください。「今回支払
保留額」は、次回以降の支払に繰り延べるので、
繰延後の支払予定日を入力します。

定時払取引タイプの支払予定の微調整

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

©TKC 2020 84ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

事前
設定 ｢3 開始時:支払予定額の登録｣

支払管理機能利用前に入力済みの買掛金・未払金の支払予定を登録します。

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①「1 開始時:支払管理科目設定」設定後に買掛金（支払管理科目）の仕訳を入力すると、
支払予定日が登録できます。
②例えば、約定が翌月１０日支払の取引先から商品を仕入る場合、上記㋑の仕訳入力時
に、10/10支払の支払予定が登録できます。
③しかし、支払管理科目設定前の8/1に入力した上記㋐の仕訳では、支払予定が登録で
きていません。このため、㋐の9/10の支払額¥5,000は、「開始時:支払予定額の登
録」で追加登録します。

8/1 9/1 9/10 9/20 10/10
◆

㋐仕入/買掛金
¥5,000

◆
㋑仕入/買掛金

¥1,000

買掛金を
支払管理科目に設定

9/10に支払
う¥5,000
の支払予定
は？
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©TKC 2020 87

One
Point

①「上記振込先口座への振込依頼データの名寄
せ」欄で「名寄せする」か否かを設定できます。
②設定した内容は､｢振込元口座（銀行名､支店名､預金
種目､口座番号）｣､｢振込先口座（銀行名､支店名､預金
種目､口座番号）｣､｢振込手数料負担｣､｢振込手数料の
計算方法｣､｢振込区分｣の単位で保存され､次回以降の
振込依頼データ作成時に適用されます。

名寄せ設定「する」（初期設定）

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

©TKC 2020 86

One
Point IB/FB振込用ﾃﾞｰﾀ作成での名寄せ設定

①当画面は、「15 IB/FB振込用ﾃﾞｰﾀ作成」選択後のものです。
②取引先コードは異なるものの、同一支払予定日で、下記のすべての項目が一致す
る複数の振込依頼データがある場合に［名寄せ設定］ボタンを表示します。
1)「振込元口座（銀行名、支店名、預金種目、口座番号）」
2)「振込先口座（銀行名、支店名、預金種目、口座番号）」
3)「振込手数料負担」
4)「振込手数料の計算方法」
5)「振込区分」

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。
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©TKC 2020 89

One
Point 振込済ﾃ゙ ﾀーの振込金額を訂正できますか？

Ｑ．ＩＢ／ＦＢ振込用データを作成後、振込金額に誤りがあることに気づきました。
「15 ＩＢ／ＦＢ振込用ﾃﾞｰﾀ作成」の「振込済データ」タブのデータの振込金額
を訂正できますか？
Ａ．データ作成後に、右下のメッセージで［はい］を選択した「振込済データ」タ
ブにあるデータの振込金額は
訂正できません。
「振込予定データ」タブ

のデータであれば、支払額
の確定・出納承認を解除す
ることで訂正できます。 Ｑ＆Ａ整理番号：0050349 

©TKC 2020 88

One
Point

①「上記振込先口座への振込依頼データの名寄
せ」欄で「名寄せする」か否かを設定できます。
②設定した内容は､｢振込元口座（銀行名､支店名､預金
種目､口座番号）｣､｢振込先口座（銀行名､支店名､預金
種目､口座番号）｣､｢振込手数料負担｣､｢振込手数料の
計算方法｣､｢振込区分｣の単位で保存され､次回以降の
振込依頼データ作成時に適用されます。

名寄せ設定「しない」に変更

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。
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©TKC 2020 91

デモンストレーション

●その他の支払タイプ
定期同額取引、
定期変動取引、
随時支払取引、

借入金返済や定期積金を
支払管理機能で
利用するための

ＦＸ４クラウドでの操作

©TKC 2020 90

One
Point 振込済ﾃ゙ ﾀーの振込金額を訂正できますか？

【運用上のヒント】
(1) 振込金額の誤りが無いようにするためには、「13 支払額の確定処理」、
「14 出納承認処理」機能と帳表の「支払予定内訳明細表」を使って、事前
に振込額をチェックする業務プロセスの確立をご検討ください。

(2) なお、万一の誤りに備える運用上のヒントとして、次のような方法もあり
ますので参考までにご確認ください。
①「15 ＩＢ／ＦＢ振込用ﾃﾞｰﾀ作成」で、［ＦＢ･ＩＢ振込用データ作成］
（または［総合振込依頼書印刷］）の処理を行うと、前のスライドにある
「当振込データを振込依頼済としますか？」というメッセージされます。
［はい(Y)］ボタンをクリックすると、「振込済データ」タブに移動し、
［いいえ(N)］ボタンをクリックすると、「振込予定データ」タブに残っ
たままになります。

②金融機関から、振込完了の通知を受領後に［ＦＢ･ＩＢ振込用データ作
成］（または［総合振込依頼書印刷］）を再処理して「振込済データ」に
移動する運用で万一に備える方法もあります。
※当然ながら再処理で作成した振込データは破棄してください。
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©TKC 2020 93

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

定期支払の登録

©TKC 2020 92

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

定期同額取引・定期変動取引タイプ

①定期同額取引タイプは、こちら「5 定期支払の登録」で支払予定
の登録を行います。定期変動取引タイプは、こちらか次にご紹介
する「6 随時支払の登録」を利用ください。
②登録は、画面上部のボタンをクリックしますが、［仕訳参照］
ボタンから過去の仕訳を参照して登録することもできます。

47



©TKC 2020 95

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①随時支払取引タイプは、こちら「6 随時支払の登録」 で支払予
定の登録を行います。定期変動取引タイプは、こちらか直前にご
紹介した「5 定期支払の登録」を利用ください。
②登録は、画面上部のボタンをクリックしますが、引落通知書が
到着したら［複写］ボタンで前月の登録内容を複写してから、当
月の「支払予定日」「支払予定額」に修正すると便利です。

随時支払取引・定期変動取引タイプ

©TKC 2020 94

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

定期支払の登録

リース料では終了期間を登録
終了未定の定期購読は空欄で①

預金振込を選択する場合は、
振込元・振込先を要設定②

実際の仕入れ年月日の設定です。
・取引年月日と同一の年月日とする
・支払仕訳計上時に入力する
・省略する③

［修正］ボタンを選択すると、画面右側の支払予定欄
（支払年月日、支払金額）を直接修正できます
公共料金など毎月金額が変動する場合に使用できます④
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

随時支払の登録

預金振込を選択する場合は、
振込元・振込先を要設定②

毎月支払のある公共料金等の自動引落取引では、
前月を複写して支払予定日と支払予定額を修正①
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

随時支払の登録
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

借入金の登録（返済条件等）

①返済条件を正しく入力しても、金融機関の返済予
定表と必ずしも一致しません。
②元金返済と支払利息の修正方法は、「借入金（返
済予定）」のスライドで説明します。

©TKC 2020 98

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

①借入金返済タイプは、こちら「7 借入金の登録」で支払予定の登
録を行います。
②登録は、画面上部のボタンをクリックしますが、［仕訳参照］
ボタンから過去の仕訳を参照して登録することもできます。

借入金返済タイプ

50



©TKC 2020 101

機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

借入金の登録（返済予定）

①元金返済欄の修正は、
画面上部の［元金変
更］ボタンが便利です

③画面下の【F7縦入力】
ボタンで、金額修正の
縦入力／横入力の切り
替えができます

②返済予定の修正は、
行のダブルクリックで
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

借入金の登録（仕訳情報）
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(1) 買掛金・未払金計上の仕訳を入力した場合、併せて支払予定日を入力でき
ます（仕訳連携機能でも支払予定日の登録が可能です）。入力した支払予定
をもとに、買掛金・未払金支払予定表が自動作成されます。

(2) 上記(1)の機能を利用せず、定時払取引(請求書)の入力機能を利用し、請
求先から受領した請求書（経費・仕入）に基づき、支払先ごとに支払日・支
払額を入力することで支払予定を作成できます。併せて買掛金・未払金計上
の仕訳も自動生成されます。

(3) 定期的な支払取引、随時に発生する支払取引の支払予定、借入金の返済予
定、定期積金の積立予定が登録できます。登録した支払予定、返済予定、積
立予定が支払予定表に反映されます。

(4) 手形管理機能を利用している場合は、支払手形の期日に基づき、手形決済
額が支払予定表に反映されます。

(5) 支払予定日・取引先ごとの支払予定を問合せられます。買掛金・未払金の
支払予定については、売掛金相殺額、控除額、支払保留額及び保留額の支払
予定日を入力できます。

ＦＸ４クラウドの支払管理機能のまとめ
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機能
紹介

ご利用にあたっては、ＦＸ４クラウドに搭載のシステム解説書・操作説明書等もあわせてご確認ください。

定期積金積立タイプ
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One
Point 支払管理機能利用時のご注意

(1) 買掛金・未払金等の支払管理科目を借方に計上しても、支払予定額の減額
の支払予定は登録できません。支払予定額の補正（売掛金との相殺額や控除
額、支払の保留額）は、支払管理機能で、個々の支払予定明細を補正してく
ださい。

(2) 月次更新後に金額や支払条件、支払予定日等を変更したい場合は、原始伝
票を削除して（マイナス入力）、訂正後の仕訳を入力して支払予定を変更す
るのが安全です。

(3)「2 開始時：支払先の約定登録」のファイル読込（レイアウトは『システ
ム解説書』の巻末資料参照）では、登録済の約定に対して、読込を実施する
ファイル内の支払先コードと一致するすべての約定を上書きします。

(4) 約定登録で、振込手数料の負担方法を「10,000円未満→先方負担／
10,000円以上→当方負担」のように金額による切換設定はできません。

(5)「7 借入金の登録」の仕訳情報で、返済時の仕訳を元金返済・利息支払別
に設定します。設定内容に基づき、支払仕訳が自動計上されます。借入年月
日が当月より将来の日付の場合、借入調達時の仕訳情報も設定しますが、借
入調達時の仕訳は自動計上されません。別途入力していただく必要がありま
す。「8 定期積金の登録」の積金取崩時の仕訳も同様です。

©TKC 2020 104

(6) 支払方法別の支払予定が、カレンダー形式で確認できます。また、ドリル
ダウンにより、支払先ごとの支払予定、さらに支払予定の計上元となった取
引を問い合わせられます。

(7) 承認者による出納承認処理が可能です。
(8) 出納承認された預金支払について、銀行別に総合振込依頼書を印刷できま
す。また、全銀協制定レコード・フォーマット＊に準拠した振込用データを
作成できます。*全国銀行協会

(9)「買掛金・未払金支払予定表」「支払予定内訳明細表」「支払予定カレン
ダー」を印刷できます。

(10)支払予定データ登録時に入力した支払予定日・支払手形の支払期日に基づ
き、支払仕訳を自動計上できます。

このように、支払管理業務と経理業務が完全に一体化して処理でき、経理業
務を効率化することができます。

ＦＸ４クラウドの支払管理機能のまとめ

㊟支払管理で全銀協制定レコード・フォーマットに準拠した振込用データの作成には、別途インターネットオプションのご契約が必要です。
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One
Point 支払管理機能利用時のご注意

(6)「11 支払予定カレンダー」等での銀行口座別の問合せ（帳表）は、各支払
先に登録されている支払科目（口座）ごとに支払予定を集計します。支払予
定があっても、支払科目が登録されていない場合は表示されません。

(7)「14 出納承認処理」で、出納承認の対象となるのは、支払方法が「現金支
払」、「預金振込」、「手形振出」、「電債振出」、「電債譲渡」の支払予
定のみです。支払方法が「自動引落」の支払予定は承認対象外となります。

(8)「15 IB/FB振込用ﾃﾞｰﾀ作成」で、同一支払予定日・同一支払先の振込明細
を、別の振込先口座を指定して振込用データを作成することはできません。
次のような方法を検討ください。
①支払予定日を一時的に変更して、それぞれの振込用データを作成する
②支払管理科目を追加登録して、支払管理科目別に振込先を設定する
③支払管理科目を口座別管理して、口座別に振込先を設定する

(9) 銀行信販データ受信機能では二重計上のチェックがされますが、支払管理
機能の「16 支払仕訳の計上」には二重計上のチェック機能がありませんの
で注意が必要です。
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１．ＦＸ４クラウドのシステム活用法  
①資金管理機能 
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ＦＸ４クラウドシステム解説書から抜粋 

  

第１章 システム解説 

10．資金管理 

 ＦＸ４クラウドでは、資金取引の入力の際、その収支区分と内訳科目を指定することにより、資金繰り実

績表が作成できます。 

これにより資金の流れが、より明確に表示できるようになっています。また、資金の相手科目によって収

支区分とその内訳項目が確定できる場合は、あらかじめその区分に対応する相手科目コードを登録してお

くことができます。 

「システム情報」で「資金収支の管理を行う」と設定する必要があります。 

 

10．１ 資金収支区分 

資金収支区分は以下のように分類されています。それぞれの収支区分に１２項目または２４項目の内訳

区分（「システム情報」で設定）を登録できます。また、内訳管理する項目は「システム情報」で「全項目

内訳管理する」「経常収支のみ内訳管理する」のいずれかを選択できます。 

 

資金収支区分 

１．経常収入 ５．資金運用等 

２．経常支出 ６．借入金調達 

３．決算設備等支出 ７．他の財務等収入 

４．借入金返済  

 

【資金繰り実績表の確認】 
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10．２ 資金相手科目の登録 

 各収支区分の内訳項目ごとに科目を登録します。資金取引が入力されると収支区分欄にここで設定され

た収支区分が初期表示されます。 

 

【資金相手科目の登録】 

 
 

 

科目コードの隣のＢ、Ｃ、Ｄには次のような意味があります。 

○○○○○○○Ｂ・・借方、貸方のいずれか一方にこの科目の取引が発生した場合に、その項目が初

期表示されます。 

この場合、いずれか一方の仕訳は、その項目の控除要素として集計され、金額

は純額で表示されます。 

○○○○○○○Ｃ・・貸方にこの科目・口座が発生した場合に、内訳項目が初期表示されます。 

○○○○○○○Ｄ・・借方にこの科目・口座が発生した場合に、内訳項目が初期表示されます。 

 

（注意）登録された内容は、仕訳入力時の初期値として表示されます。集計は仕訳の入力時に設定した

収支区分で行います。 
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第３章 資金繰り計画 

１．支払管理機能 

１．１ 機能概要 

 支払管理機能では買掛金・未払金の支払予定、借入金の返済予定、定期的な支払予定、随時の支払予定、

支払手形の決済予定（電子記録債権・手形管理システム利用の場合）を一括して管理可能です。仕入先別の

支払予定表、支払予定カレンダー等の各種問合せ、帳表の印刷が可能です。また、預金振込の支払予定につ

いては総合振込依頼書の印刷、ＩＢ／ＦＢ振込用データの作成が可能です。支払が確定した支払予定につい

ては支払仕訳の自動計上が可能となっています。 

 

【支払管理－フルメニュー】 
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１．２ 支払管理機能の業務フロー 

 

(1) 定時払取引(請求書)の入力機能 

請求先から受領した請求書（経費・仕入）に基づき、支払先ごとに支払日・支払額を入力することによ

り、支払予定を作成できます。併せて買掛金・未払金計上の仕訳も自動生成されます。 

(2) 買掛金・未払金等の仕訳計上 

 ①上記(1)の機能を利用せず、買掛金・未払金計上の仕訳を入力した場合、併せて支払予定日を入力でき

ます。これにより、支払予定表に支払予定が登録されます。 

  ※売掛金・未収入金等を借方科目に、買掛金・未払金等を貸方科目に計上する仕訳の場合、「支払予定

日」を入力できません。諸口勘定等を利用して２つの仕訳に分けて入力します。 

 ②どの勘定科目で「支払予定日」を入力するかは、メニュー「支払管理科目の設定」で選択できます。 

 ③「支払予定日」は、仕入先(取引先)ごとに約定を設定しておくことで自動表示されます。 

(3) 定期支払取引、随時支払取引の登録 

 ①債務を計上せずに支払が行われる場合、「定期支払取引」または「随時支払取引」を登録します。これ

により、支払予定表に支払予定が登録されます。 

(4) 借入金、定期積金の登録 

 ①借入金、定期積金がある場合は、併せて登録します。支払予定表に支払予定が登録されます。 

(5) 電子記録債務・支払手形の登録 

 ①電子記録債権・手形管理システムをご利用の場合は、電子記録債務・支払手形の期日に基づき、電子記

録債務決済額、手形決済額が支払予定表に反映されます。 

(6) 支払予定表の確認 

 ①上記(1)～(5)で登録された支払予定を確認します。 

 ②買掛金・未払金等について、債権との相殺や控除等がある場合は、支払予定額を修正します。 

(7) 支払額の確定処理・出納承認処理 

 ①支払を行うにあたって、上長による承認処理を行います。 

②「支払額の確定処理」のみの１段階の承認とするか、「支払額の確定処理」「出納承認処理」の２段階の

承認とするかは、メニュー「支払管理科目の設定」で設定できます。 
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(8) 総合振込依頼書等の作成 

 ①承認済の支払予定を基に、総合振込依頼書、ＩＢ／ＦＢ振込用データを作成します。 

(9) 支払仕訳の計上 

 ①支払済みの支払予定について、支払仕訳を自動計上します。 

 ②振込手数料の仕訳を自動計上することもできます。 

 

１．３ 買掛金・未払金の支払予定 

(1) 支払管理科目の設定と支払予定日の入力 

 買掛金・未払金の支払予定は、買掛金（未

払金）計上の仕訳入力時に支払予定日の入

力を行うことにより、支払予定表を自動的

に作成します。入力する支払予定日は、約定

と仕訳の取引年月日からシステムが自動判

断し初期表示します。 

 仕訳入力時に支払予定日の入力を行うた

めには、予めメニュー「支払管理科目の設

定」で「伝票入力時に支払予定日を入力する

科目（＝支払管理を行う科目）」を設定する

必要があります。 

(2) 約定等の登録 

 支払予定日の初期表示、支払方法の自動計

算、総合振込依頼書の作成、支払仕訳の計上

のため以下の内容を登録する必要がありま

す。 

①締日 

②支払サイト 

③支払日 

④支払日が休日の場合 

支払日を前営業日とするか翌営業日とす

るかの区分です。 

⑤支払方法 

現金、預金振込、自動引落、手形振出、電債振出、電債譲渡の６つの支払方法が選択可能です。支払金

額の計算方法については「金額で決定」する方法と「割合で決定」する方法の２種類から選択可能です。 

⑥支払科目 

支払方法に応じた勘定科目を登録します。 

⑦振込手数料 

当方負担、先方負担を登録します。 

 これらの内容はメニュー「支払管理科目の設定」で「主たる約定」として代表的な約定を登録します。

そして「主たる約定」と違う仕入先についてメニュー「仕入先の約定登録」で個別に約定を登録します。

１つ１つの仕入先についてすべて登録する必要がなく効率的な運用の開始が可能です。 

(3) 支払方法の計算と支払予定額の補正について 

 支払方法の計算は支払予定日、支払先、支払管理科目ごと集計した支払予定額をもとにシステムで自動

計算します。自動計算した結果について訂正が必要な場合は、随時訂正を行ってください。 

 一方、支払予定額の補正（売掛金との相殺額や控除額また、支払の保留額）については個々の支払予定

明細ごとに行います。買掛金を控除する仕訳等を入力しても支払予定表には反映しません。補正が必要な
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場合は、支払管理機能で行ってください。 

 

［例］ 

１．支払方法は以下のとおり 

金額で決定（1,000,000円までは預金振込、1,000,000円を超える分は手形振出） 

２．次の仕訳を入力 

      取引日 伝票番号  借方  貸方    取引金額    取引先   支払予定日 

（仕訳Ａ）14. 4. 5   1003   仕 入／買掛金  1,100,000  北海道製作所  14. 5.31 

（仕訳Ｂ）14. 4. 8   1068   仕 入／買掛金  1,300,000  北海道製作所  14. 5.31 

３．支払予定表の表示 

支払予定日 支払先 支払予定額 
支払内訳 

現金 預金振込 自動引落 手形振出 

14. 5.31 

 

北海道製作所 

 

2,400,000 

 

 

 

1,000,000 

 

 

 

1,400,000 

 

＊支払内訳は２つの取引を合計した額、2,400,000円をもとに自動計算します。 

４．支払予定明細確認（３からのドリルダウン）の表示 

取引日 伝票番号 支払予定額 

14. 4. 5 

14. 4. 8 

1003 

1068 

1,100,000 

1,300,000 

＊売掛金との相殺、その他控除、支払保留等があった場合は、個々の支払予定明細について補正を行っ

てください。 

 

１．４ 定期、随時の支払予定 

(1)定期の支払取引 

 家賃の支払等の定期、定額の支払取引を登録することにより、支払予定表に反映されます。支払予定表

に反映した内容は、支払仕訳の自動計上も可能となっています。 

   

(2)随時の支払取引 

 随時に支払が発生する取引については、取引が発生した都度、システムに登録することにより支払予定

表に反映されます。支払予定表に反映した内容は、支払仕訳の自動計上も可能となっています。 

 

１．５ 借入金の返済予定 

 借入金の返済予定について管理するためには、借入金の登録を行います。借入先、借入日、返済期間、借

入額等を登録すると、借入金の返済予定をシステムが自動作成します。自動作成された返済予定について個

別の修正も可能です。 

 借入金の返済予定は支払予定表に反映するばかりでなく、「借入金残高推移表」の印刷が可能です。 
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１．６ 定期積金の積立予定 

 定期積金の積立予定について管理するためには、定期積金の登録を行います。金融機関、積立日、積立額、

回数等を登録すると、定期積金の積立予定をシステムが自動作成します。また、定期積金を取り崩すことも

可能です。  

 

１．７ 支払予定表の確認 

(1) 支払予定カレンダーでの問合せ 

 支払予定表の問合せでは、まず、支払予定をカ

レンダー画面で確認します。支払内訳ごとに「何

日に」「いくら」支払いの予定があるのかを一目

で確認可能です。また［銀行別］ボタンで支払銀

行口座別の支払予定額の確認も可能です。 

 

 

 

 

 (2) 取引先別の支払予定 

 支払予定カレンダーで日を選択することによ

り、選択した日の取引先別支払管理科目（口座）

別の支払予定が一覧表示されます。この画面で

は「どの取引先にいくら支払うか」を確認しま

す。また、当画面にて支払内訳の変更が可能で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 支払予定明細の確認 

 取引先別の支払予定で取引先を選択すると

支払予定明細の確認が可能です（買掛金・未払

金のみ）。この画面では「どの取引の支払予定

か」を確認できます。支払管理科目を取引先別

残高管理している場合は、取引先の元帳残高の

確認が可能です。 

 また、当画面にて売掛金との相殺があった場

合等のため支払予定額の補正が可能です。 

 

 

 

(4) 帳表の印刷 

 以下の帳表が出力可能です。 

①買掛金・未払金の支払予定表 
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②支払予定内訳明細表 

③支払予定カレンダー 

④銀行別支払予定カレンダー 

⑤銀行別支払明細一覧表 

 

（注意）銀行口座別の問合せ、帳表は各仕入先に登録されている支払科目（口座）ごとに支払予定を集計し

ます。支払予定があっても、支払科目が登録されていない場合は表示されません。 

 

１．８ 出納承認機能について 

メニュー「支払管理科目の設定」において、「出納承認機能を利用する」とすることにより、出納の承認

機能が利用可能です。入力された支払予定はまず、「支払額の確定処理」で支払額を各担当者が確定します。

さらに、出納担当者の出納承認を必須にすることにより３階層のシステム運用が可能です。 

 

［例］ 

行 メニュー 
出納承認機能を利用しない場合 

（２階層による利用） 

出納承認機能を利用する場合 

（３階層による利用） 

1 

2 

3 

 買掛・未払の支払予定問合せ 

 その他の支払予定問合せ 

 支払予定表の問合せ 

 担当者 

 担当者 

 担当者 

 担当者 

 担当者 

 担当者 

4  支払額の確定処理 
 部長 

 課長 

5  出納承認処理  部長 

6  総合振込依頼書の作成  担当者  担当者 

7  支払仕訳の計上  担当者  担当者 

(1) 出納承認処理を利用しない場合（２階層で利用する場合） 

①上記１～３のメニューで、担当者が支払予定と請求書等を照合し、金額のチェック、支払予定額の補正

または売掛金との相殺処理等を行います。 

②部長が支払額の確定を行います。 

③支払額の確定処理が完了した支払予定について、担当者が総合振込依頼書を作成します。 

④支払額の確定処理が完了し、支払予定日を迎えた取引について、支払仕訳を自動生成します。 

(2) 出納承認処理を利用する場合（３階層で利用する場合） 

①上記１～３のメニューで、担当者が支払予定と請求書等を照合し、金額のチェック、支払予定額の補正

または売掛金との相殺処理等を行います。 

②課長が支払額の確定処理を行います。 

③部長が出納承認を行います。 

④出納承認された支払予定について、総合振込依頼書の作成を担当者が行います。 

⑤出納承認され支払予定日を迎えた取引について、支払仕訳を自動生成します。 

 

（注意）買掛金・未払金の支払予定を承認後、当該支払予定の元となる仕訳を訂正すると、承認は取り消

されます。仕訳の訂正後に再度、支払額の確定・出納承認処理を行ってください。 

なお、この場合、仕訳を訂正しようとした際に、以下のメッセージが表示されます。 
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１．９ 総合振込依頼書の作成 

(1) 事前設定 

 総合振込依頼書またはＩＢ／ＦＢ振込用データを当システムで作成する場合は以下の設定が必要です。 

①支払管理科目の設定 

「総合振込依頼書を作成する」とします。 

②自社銀行口座 

メニュー「自社銀行口座情報の登録」で自社銀行口座情報として銀行、支店、口座番号等の情報を登録

します。 

③振込元情報 

「自社銀行口座情報の登録」で登録した自社銀行口座を振込元口座として選択します。なお、振込元口

座は仕入先ごとの設定項目ですが、すべての仕入先で登録する必要はありません。メニュー「支払管理

科目の設定」で予め登録した「主たる振込元口座」と違う仕入先についてのみメニュー「支払先の取引

約定登録」で個別に振込元口座を登録します。１つ１つの仕入先についてすべて登録する必要がなく効

率的な運用の開始が可能です。 

④振込先情報 

仕入先ごとに振込先の銀行、支店、口座番号等の情報を登録します。 

⑤振込手数料、ＩＢ／ＦＢ振込用データのフォーマット情報 

基本情報の「銀行情報」で振込元となる銀行については「振込手数料」の情報を登録します。また、Ｉ

Ｂ／ＦＢ振込用データを作成する場合は「フォーマット情報」についても登録します。 

(2) 総合振込依頼書の作成 

 出納承認機能を利用している場合は出納が承認

された支払予定、利用していない場合は支払額が

確定している支払予定が総合振込依頼書の作成対

象となります。一度、作成した振込依頼書は振込

依頼済みデータとしていつでも確認可能です。 

 

 

 

１．10 支払仕訳の計上 

(1) 事前設定 

 支払仕訳を自動計上する場合はメニュー「支払管理科目の設定」で以下の登録を行ってください。 

①支払管理科目の設定 

「支払仕訳の計上をする」とします。 

②仕訳情報 

支払管理科目ごと、支払方法ごとに支払時の仕訳情報（元帳摘要等）を登録します。 

③振込手数料の仕訳 

当方負担の振込手数料の仕訳を自動計上する場合は、仕訳情報の登録とともに「自動仕訳の生成を行

う」にチェックをします。 

 また、先方負担時の振込手数料と支払予定額との差額振込金額と支払予定額との間に差額が生じた

際に、差額調整仕訳を計上する場合は、「振込金額と支払予定額との差額分の自動仕訳を生成する」に

チェックをします。 

(2) 支払仕訳の計上 

 出納承認機能を利用している場合は出納が承認された支払予定、利用していない場合は支払額が確定

している支払予定のうち支払日が到来しているものが、自動仕訳の対象となります。  
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３．手形管理機能（オプション） 

３．１ 機能概要 

手形管理機能（オプション）では、受取手形及び支払手形の発生から手形期日到来に至るまでの処理を入

力することにより、手形の明細管理を行います。 

 ＦＸ４クラウドで管理している手形の情報をもとに、手形期日ごとに手形金額を集計した手形カレンダ

ーが確認可能です。 

また手形の発生、顛末等の処理を入力すると同時に仕訳データを自動生成しますから、手形に関連する仕

訳の記帳を合理化できるだけでなく、手形明細と科目残高の整合性が常に確保されます。 

 

(1) 管理可能な手形は以下の８種類です。 

① 受取手形   ⑤ 裏書手形 

② 支払手形   ⑥ 営業外受取手形 

③ 割引手形   ⑦ 営業外支払手形 

④ 不渡手形   ⑧ 長期営業外支払手形 

(2) 手形の情報として以下の項目が登録可能です。 

①受取手形 ・・・手形番号、受入年月日、手形期日、金額、受入元取引先コード、 

回し区分（割引、裏書、不渡、取立）、回し年月日、裏書譲渡先取引先コード、 

決済年月日、支払人、支払場所 

②支払手形 ・・・手形番号、振出年月日、手形期日、金額、振出先取引先コード、 

支払銀行（科目コード、補助コード）、決済年月日、振出人 

 

３．２ 手形取引に関わる処理 

(1) 受取手形 

 受取手形の発生（受入）、取立依頼等の顛末及び期日到来時それぞれの時点で以下の処理を行います。 

［受取手形の受入］ ［受取手形の顛末］ ［受取手形の期日決済］ 

受取手形の登録 手形の割引 受取手形の決済 

 手形の裏書 取立依頼手形の決済 

 取立依頼 担保差入手形の決済 

 担保差入 割引手形の決済 

 不渡手形の回収 裏書手形の決済 

 受取手形の書替 手形の不渡 

 

(2) 支払手形 

 支払手形の発生（振出し）、回収（書替え）及び期日到来時それぞれの時点で以下の処理を行います。 

［支払手形の振出］ ［支払手形の回収］ ［支払手形の決済］ 

支払手形の登録 手形の書替 支払手形の決済 

   

   

 

３．３ 手形取引の種類と自動仕訳の作成 

 受取手形及び支払手形の発生及び期日到来時等の処理に対応して、仕訳データの自動作成が行われます。

自動仕訳機能により、手形に関連する仕訳の記帳を合理化するとともに、システムで管理している手形の情

報と、財務会計システムの手形科目の残高との整合性が保たれます。 

(1) 自動仕訳の内容 

 入力可能な手形取引の種類と、それに対する自動仕訳の内容は次の通りです。 
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取引の種類 
自動仕訳の内容 

相手科目の制限 
（借方） （貸方） 

受取手形の受入 受取手形 － 受取手形、割引手形、不渡手形、支払手形以外の科目 

手形の割引 － 割引手形 受取手形、割引手形、不渡手形、支払手形以外の科目 

手形の裏書 － 受取手形 支払手形、割引手形、裏書手形以外の負債科目 

手形の裏書 

(裏書手形科目利用) 
－ 裏書手形 

受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以

外の科目 

取立依頼 区分の変更  

担保差入 区分の変更  

不渡手形の回収 － 不渡手形 受取手形、割引手形、不渡手形、支払手形以外の科目 

受取手形の書替 受取手形 受取手形  

   

受取手形の決済 － 受取手形 負債の部または受取手形、不渡手形以外の科目 

取立依頼手形の決済 － 受取手形 負債の部または受取手形、不渡手形以外の科目 

担保差入手形の決済 － 受取手形 負債の部または受取手形、不渡手形以外の科目 

割引手形の決済 割引手形 受取手形  

裏書手形の決済 区分の変更  

裏書手形の決済 

(裏書手形科目利用) 
裏書手形 受取手形  

手形の不渡 不渡手形 受取手形  

   

支払手形の振出 － 支払手形 受取手形、割引手形、不渡手形、支払手形以外の科目 

支払手形の書替 支払手形 支払手形  

支払手形の決済 支払手形 － 受取手形、割引手形、不渡手形、支払手形以外の科目 

 

上記以外の取引については複合仕訳にて入力します。 

［例］割引手形の不渡り 

①割引手形 ／ 受取手形  ・・・手形区分を決済に変更 

②受取手形 ／ 当座預金  ・・・同一手形を登録 

③不渡手形 ／ 受取手形  ・・・手形区分を不渡に変更 

 

３．４ 未決済手形一覧表の印刷 

 各種条件を指定して、未決済手形の一覧表を印刷できます。対象とする手形の指定や、出力順、小計の指

示等がきめ細かく指定できるため、期日・銀行別の資金繰りの確認や取引先別の与信管理等に役立てること

ができます。 

 

３．５ 手形カレンダー 

 期日別の未決済支払手形、未決済受取手形、割引手形及び裏書手形の手形金額合計及び手形枚数を一覧表

示した手形カレンダーを表示できます。手形カレンダーにより、期日別の支払手形及び受取手形の手形金額

合計を確認でき、資金繰り等の参考にできます。 
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【手形カレンダー】 

 

 

３．６ 会計伝票での手形の入力 

 電子記録債権・手形管理システムを使用している場合は、手形科目の残高と手形明細の合計との不一致を

避けるために、会計伝票で手形科目が入力された場合は、自動的に手形の登録画面等が表示され、手形の登

録等が行えるようになります。なお、１仕訳につき、最大９９９枚まで手形を登録できます。 

ＦＸ４クラウドが手形科目として判断するのは、勘定科目の登録において、以下の経営分析属性を持つ科

目として登録された科目のうち「手形」の区分とした科目です。 

 

小分類 経営分析属性 

当座資産 受取手形・電子記録債権 

その他の流動資産 営業外受取手形・電子記録債権 

 不渡手形・電子記録債権 

流動負債 支払手形・電子記録債務 

 割引手形・電子記録債権 

 裏書手形・電子記録債権 

 営業外支払手形・電子記録債務 

固定負債 長期営業外支払手形・電子記録債務 

 

なお、仕訳によって手形区分を確定するために、ＦＸ４クラウドでは入力できる手形パターンが限定され

ています。次の点に注意してください。 

(1) 総額で仕訳を入力する。 

(2) 受取手形の割引を処理する場合は、評価勘定の割引手形を用いて仕訳を計上する。 
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 ＜例＞ 

 ①手形を受け入れる。 

  受取手形／売掛金 \500,000  手形明細の登録 

 ②手形を振り出す。 

  買掛金／支払手形 \400,000  手形明細の登録 

 ③手形を割り引く。 

  当座預金／割引手形 \500,000  手形の区分を割引に変更 

  手形売却損／当座預金 \ 20,000   

 ※この事例を純額で次のように仕訳をした場合には、該当する金額の手形明細を選択すること 

ができず、手形区分の変更ができません。そのまま選択終了を押して通過すると、該当の手 

形明細は未決済のまま残りますのでご注意ください。 

  当座預金／割引手形 \480,000  

  手形売却損／割引手形 \ 20,000 

 ④割引手形が期日落決済された。 

 割引手形／受取手形 \500,000 

(3) 入力の可能な仕訳 

  これら以外の仕訳を入力した場合は、警告メッセージを表示し、再度仕訳の入力に戻ります。 

 ①受取手形受入   

受取手形科目／9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目) 

②受取手形書替 

受取手形科目／受取手形科目 

③受取手形決済 

 9999(受取手形、不渡手形以外の資産科目)／受取手形科目 

④受取手形裏書譲渡 

 9999(支払手形、割引手形、裏書手形以外の負債科目)／受取手形科目 

 ※裏書手形科目を利用している場合は次の通りとなります。 

  9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目)／裏書手形科目 

⑤裏書手形決済（裏書手形科目を利用している場合のみ） 

 裏書手形科目／受取手形科目 

⑥受取手形不渡 

 不渡手形科目／受取手形科目 

⑦受手支手相殺 

 支払手形科目／受取手形科目 

⑧受取手形割引 

 9999(支払手形、割引手形、裏書手形以外の負債科目)／受取手形科目 

 ※割引手形科目を利用している場合は次の通りとなります。 

 9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目)／割引手形科目 

⑨割引手形決済 

 割引手形科目／受取手形科目 

⑩不渡手形決済 

 9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目)／不渡手形科目 

⑪支払手形振出 

 9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目)／支払手形科目 

⑫支払手形書替 

 支払手形科目／支払手形科目 
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⑬支払手形決済 

 支払手形科目／9999(受取手形、割引手形、裏書手形、不渡手形、支払手形以外の科目) 

(4) 仕訳に連動しない手形区分の変更 

  次の場合の手形区分の変更は、仕訳入力に連動して行うことができないため、「日常業務」タブのメニ

ュー「54 手形明細」で［区分変更］ボタンの選択により手動で変更します。 

①手持の受取手形を取立依頼した場合 

②裏書譲渡した受取手形が期日落ち決済された場合（裏書手形科目を利用していない場合のみ） 

① 割引した受取手形が期日落ち決済された場合（割引手形科目を利用していない場合のみ） 
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４．電子記録債権管理機能（オプション） 

４．１ 機能概要 

電子記録債権管理機能（オプション）では、電子記録債権及び債務の発生から支払期日到来に至るまでの

処理を入力することにより、電子記録債権の明細管理を行います。 

 ＦＸ４クラウドで管理している電子記録債権の情報をもとに、支払期日ごとに債権金額を集計した電子

記録債権カレンダーを確認可能です。 

また、電子記録債権の発生、顛末等の処理を入力すると同時に仕訳データを自動生成するため、電子記録

債権に関連する仕訳の記帳を合理化できるだけでなく、電子記録債権明細と科目残高の整合性が常に確保

されます。 

 

(1) 管理可能な電子記録債権は以下の８種類です。 

①電子記録債権     ⑤譲渡電子記録債権 

②電子記録債務     ⑥営業外電子記録債権 

③割引電子記録債権   ⑦営業外電子記録債務 

④支払不能電子記録債権 ⑧長期営業外電子記録債務 

(2) 電子記録債権の情報として以下の項目が登録可能です。 

①電子記録債権 ・・・電子債権記録番号、受入年月日、支払期日、債権金額、受入元取引先コード、 

回し区分（割引、譲渡、支払不能）、回し年月日、譲渡譲渡先取引先コード、 

決済年月日、支払人、自社決済口座（科目コード、補助コード）、電債区分、譲渡

制限有無フラグ 

②電子記録債務・・・電子債権記録番号、振出年月日、支払期日、債権金額、振出先取引先コード、 

自社決済口座（科目コード、補助コード）、決済年月日、振出人、電債区分、譲渡

制限有無フラグ 

(3) 債権の一部金額のみを割引、譲渡する分割処理にも対応しています。 

 

４．２ 電子記録債権取引に関わる処理 

(1) 電子記録債権 

 電子記録債権の発生（受入）、譲渡の顛末及び期日到来時それぞれの時点で以下の処理を行います。 

［電子記録債権の受入］ ［電子記録債権の顛末］ ［電子記録債権の期日決済］ 

電子記録債権の登録 電子記録債権の割引 電子記録債権の決済 

 電子記録債権の裏書 担保差入電子記録債権の決済 

 担保差入 割引電子記録債権の決済 

 支払不能電子記録債権の決済 譲渡電子記録債権の決済 

 電子記録債権の書替 電子記録債権の支払不能 

 

(2) 電子記録債務 

 電子記録債務の発生（振出）、回収（書替）及び期日到来時それぞれの時点で以下の処理を行います。 

［電子記録債務の振出］ ［電子記録債務の回収］ ［電子記録債務の決済］ 

電子記録債務の登録 電子記録債務の書替 電子記録債務の決済 

   

   

 

４．３ 電子記録債権取引の種類と自動仕訳の作成 

 電子記録債権及び債務の発生及び期日到来時等の処理に対応して、仕訳データの自動作成が行われます。

自動仕訳機能により、電子記録債権に関連する仕訳の記帳を合理化するとともに、システムに登録された電
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子記録債権の情報と、財務会計システムの電子記録債権科目の残高との整合性が保たれます。 

(1) 自動仕訳の内容 

 入力可能な電子記録債権取引の種類と、それに対する自動仕訳の内容は次の通りです。 

取引の種類 
自動仕訳の内容 

相手科目の制限 
（借方） （貸方） 

電子記録債権の受入 電子記録債権 － 
電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

電子記録債権の割引 － 割引電子記録債権 
電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

電子記録債権の譲渡 － 電子記録債権 
電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

担保差入 区分の変更  

支払不能電子記録債

権の回収 
－ 不渡電子記録債権 

電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

電子記録債権の書替 電子記録債権 電子記録債権  

   

電子記録債権の決済 － 電子記録債権 
負債の部または電子記録債権、不渡電子記

録債権以外の科目 

担保差入電子記録債

権の決済 
－ 電子記録債権 

負債の部または電子記録債権、不渡電子記

録債権以外の科目 

割引電子記録債権の

決済 
割引電子記録債権 電子記録債権  

譲渡電子記録債権の

決済 
区分の変更  

電子記録債権の支払

不能 
不渡電子記録債権 電子記録債権  

   

電子記録債務の振出 － 電子記録債務 
電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

電子記録債務の書替 電子記録債務 電子記録債務  

電子記録債務の決済 電子記録債務 － 
電子記録債権、割引電子記録債権、不渡電子

記録債権、電子記録債務以外の科目 

 

上記以外の取引については複合仕訳にて入力します。 

［例］割引電子記録債権の支払不能 

①割引電子記録債権 ／ 電子記録債権  ・・・電子記録債権区分を決済に変更 

②電子記録債権 ／ 当座預金      ・・・同一電子記録債権を登録 

③不渡電子記録債権 ／ 電子記録債権  ・・・電子記録債権区分を不渡に変更 

 

４．４ 未決済電子記録債権一覧表の印刷 

 各種条件を指定して、未決済電子記録債権の一覧表を印刷できます。対象とする電子記録債権の指定や、

出力順、小計の指示等がきめ細かく指定できるため、期日・銀行別の資金繰りの確認や取引先別の与信管理

等に役立てることができます。 

 

４．５ 電子記録債権カレンダー 

 期日別の未決済電子記録債務、未決済電子記録債権、割引電子記録債権及び譲渡電子記録債権の電子記録

債権金額合計及び電子記録債権の件数を一覧表示した電子記録債権カレンダーを表示できます。電子記録
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債権カレンダーにより、期日別の電子記録債務及び電子記録債権の電子記録債権金額合計を確認でき、資金

繰り等の参考にできます。 

 

【電子記録債権カレンダー】 

 

 

４．６ 会計伝票での電子記録債権の入力 

 電子記録債権・手形管理システムを使用している場合は、電子記録債権科目の残高と電子記録債権明細の

合計との不一致を避けるために、会計伝票で電子記録債権科目が入力された場合は、自動的に電子記録債権

の登録画面等が表示され、電子記録債権の登録等が行えるようになります。なお、１仕訳につき、最大９９

９枚まで電子記録債権を登録できます。 

ＦＸ４クラウドが電子記録債権科目として判断するのは、勘定科目の登録において、以下の経営分析属性

を持つ科目として登録された科目のうち「電子記録債権」の区分とした科目です。 

 

小分類 経営分析属性 

当座資産 電子記録債権・電子記録債権 

その他の流動資産 営業外電子記録債権・電子記録債権 

 不渡電子記録債権・電子記録債権 

流動負債 電子記録債務・電子記録債務 

 割引電子記録債権・電子記録債権 

 裏書電子記録債権・電子記録債権 

 営業外電子記録債務・電子記録債務 

固定負債 長期営業外電子記録債務・電子記録債務 
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なお、仕訳によって電子記録債権区分を確定するために、ＦＸ４クラウドでは入力できる電子記録債権パ

ターンが限定されています。次の点に注意してください。 

(1) 総額で仕訳を入力する。 

(2) 電子記録債権の割引を処理する場合は、評価勘定の割引電子記録債権を用いて仕訳を計上する。 

 

 ＜例＞ 

 ①電子記録債権を受け入れる。 

  電子記録債権／売掛金 \500,000  電子記録債権明細の登録 

 ②電子記録債権を振り出す。 

  買掛金／電子記録債務 \400,000  電子記録債権明細の登録 

 ③電子記録債権を割り引く。 

  当座預金／割引電子記録債権 \500,000  電子記録債権の区分を割引に変更 

  電子記録債権売却損／当座預金 \ 20,000   

 ※この事例を純額で次のように仕訳をした場合には、該当する金額の電子記録債権明細を選択するこ  

 とができず、電子記録債権区分の変更ができません。そのまま選択終了を押して通過すると、該当 

の電子記録債権明細は未決済のまま残りますのでご注意ください。 

  当座預金／割引電子記録債権     \480,000  

  電子記録債権売却損／割引電子記録債権 \ 20,000 

 ④割引電子記録債権が期日落決済された。 

 割引電子記録債権／電子記録債権 \500,000 

(3) 入力の可能な仕訳 

システム情報で電子記録債権管理機能を利用すると設定されている場合、下記以外の仕訳を入力した

場合は、警告メッセージを表示し、再度仕訳の入力に戻ります。なお、括弧内は当該科目の「区分」（手

形か電債か）を示します。 

 ①電子記録債権受入 

受取手形・電子記録債権科目（電債）／9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債

権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電債）、不渡手形・

電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）

以外の科目) 

②電子記録債権書替 

受取手形・電子記録債権科目（電債）／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

③電子記録債権決済 

 9999(受取手形・電子記録債権（電債）、不渡手形・電子記録債権（電債）以外の資産科目)／受取手形・

電子記録債権科目（電債） 

④電子記録債権譲渡 

 9999(支払手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電

債）以外の負債科目)／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※裏書手形・電子記録債権科目（電債）を利用している場合は次の通りとなります。 

  9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権

（電債）、不渡手形・電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）以外の科目)／裏

書手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※なお、裏書手形・電子記録債権（手形）／裏書手形・電子記録債権（電債）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑤譲渡電子記録債権決済（裏書手形・電子記録債権科目（電債）を利用している場合のみ） 

 裏書手形・電子記録債権科目（電債）／受取手形・電子記録債権科目（電債） 
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 ※なお、裏書手形・電子記録債権（電債）／裏書手形・電子記録債権（手形）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑥電子記録債権支払不能 

 不渡手形・電子記録債権科目（電債）／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※なお、不渡手形・電子記録債権（電債）／不渡手形・電子記録債権（手形）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑦電子記録債権・債務相殺 

 支払手形・電子記録債権科目（電債）／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

⑧電子記録債権割引 

 9999(支払手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電

債）以外の負債科目)／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※割引手形・電子記録債権科目を利用している場合は次の通りとなります。 

 9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権

（電債）、不渡手形・電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）以外の科目)／割

引手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※なお、割引手形・電子記録債権（手形）／割引手形・電子記録債権（電債）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑨割引電子記録債権決済 

 割引手形・電子記録債権科目（電債）／受取手形・電子記録債権科目（電債） 

 ※なお、割引手形・電子記録債権（電債）／割引手形・電子記録債権（手形）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑩支払不能電子記録債権決済 

 9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電

債）、不渡手形・電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）以外の科目)／不渡手形・

電子記録債権科目（電債） 

 ※なお、不渡手形・電子記録債権（手形）／不渡手形・電子記録債権（電債）の仕訳を入力した場合 

は、明細の選択画面は表示されません。残高の振替のみを行います。 

⑪電子記録債務振出 

 9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電

債）、不渡手形・電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）以外の科目)／支払手形・

電子記録債権科目（電債） 

⑫電子記録債務書替 

 支払手形・電子記録債権科目（電債）／支払手形・電子記録債権科目（電債） 

⑬電子記録債務決済 

 支払手形・電子記録債権科目（電債）／9999(受取手形・電子記録債権（電債）、割引手形・電子記録債

権（電債）、裏書手形・電子記録債権（電債）、不渡手形・

電子記録債権（電債）、支払手形・電子記録債権（電債）以

外の科目) 

(4) また、仕訳入力によって電子記録債権を登録後に、仕訳入力により当該電子記録債権の区分を変更して

いる場合、元の仕訳は訂正・削除できません。訂正・削除が必要な場合は、まず、区分変更時の仕訳を削

除してください。 

なお、手形と異なり、電子記録債権は分割譲渡が可能となっています。電子記録債権を登録後、仕訳に

より当該電子記録債権を分割譲渡し、さらに仕訳により分割後の電子記録債権の区分を変更している場

合、元の仕訳を訂正・削除するためには、分割後のすべての電子記録債権について区分変更後の仕訳を削

除する必要があります。 
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（例） 

①電子記録債権登録 

(電子記録債権／売掛金) 

\1,000,000  

  

(原債権 \800,000) 

 ③電子記録債権分割譲渡 

(商品仕入高／電子記録債権) 

\800,000 

②電子記録債権分割譲渡(割引) 

(当座預金／割引電子記録債権) 

\200,000 

④電子記録債権決済 

(割引電子記録債権／電子記録債権) 

\200,000 

 

上記例において、①の仕訳を訂正するためには、②、③、④すべての仕訳を削除する必要があります。 

また、②の仕訳を訂正するためには、③④の仕訳を削除する必要があります。 

(5) 仕訳に連動しない電子記録債権区分の変更 

  次の場合の電子記録債権区分の変更は、仕訳入力に連動して行うことができないため、「日常業務」タ

ブのメニュー「56 電子記録債権」で［区分変更］ボタンの選択により手動で変更します。 

①手持の電子記録債権を取立依頼した場合 

②譲渡した電子記録債権が期日落ち決済された場合（譲渡電子記録債権科目を利用していない場合のみ） 

③割引した電子記録債権が期日落ち決済された場合（割引電子記録債権科目を利用していない場合のみ） 
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５．資金繰り計画 

５．１ 機能概要 

入金管理機能または支払管理機能をご利用の場合、入金予定、支払予定が反映した「資金繰り予定表（５

日報）」と「資金繰り計画表（６か月）」が確認できます。 

なお、各入金予定、支払予定は、次の登録内容に基づき、該当する資金収支区分、内訳区分に集計されま

す。 

(1) 入金予定 

①売掛金・未収入金 

 メニュー「入金管理科目の設定」の「仕訳情報」で設定した資金収支区分、内訳区分 

②受取手形決済 

 メニュー「入金管理科目の設定」の「仕訳情報」で設定した資金収支区分、内訳区分 

③定期入金取引 

 定期入金取引の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 

④随時入金取引 

 随時入金取引の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 

(2) 支払予定 

①買掛金・未払金 

 メニュー「支払管理科目の設定」の「仕訳情報」で設定した資金収支区分、内訳区分 

②支払手形決済 

 メニュー「支払管理科目の設定」の「仕訳情報」で設定した資金収支区分、内訳区分 

③定期支払取引 

 定期支払取引の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 

④随時支払取引 

 随時支払取引の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 

⑤借入金 

 借入金の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 

⑥定期積金 

 定期積金の登録時に入力した資金収支区分、内訳区分 
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【資金繰り予定表（５日報）】 

 

【資金繰り予定表（６か月）】 
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第６章 「資金管理」タブ 
１．支払管理 

１．１ 「1 開始時：支払管理科目設定」 

１．１．１ 概要 

  支払管理機能を利用するにあたっての基本情報の設定を行います。 

 

１．１．２ 「支払管理科目の設定」画面（「支払管理科目」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 内 容 

①支払管理科目の設定 会計伝票入力時に支払予定日を入力する科目（＝支払管理科目）を設定し

ます。［→追加］［削除←］ボタンで設定します。 

②出納承認機能の利用 出納承認機能を利用する・しないを選択します。「利用する」を選択した

場合、出納承認を完了したデータが［ＩＢ／ＦＢ振込用データ作成］及び

［支払仕訳の計上］で処理の対象となります。「利用しない」を選択した

場合、支払確定処理の完了時点で、処理の対象となります。 

③総合振込依頼書の作成 「総合振込依頼書の作成」または「ＩＢ／ＦＢ振込用データ作成」を行う

場合に「作成する」とします。 

④支払仕訳の計上 支払仕訳の自動計上を行うかどうかを設定します。 
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１．１．３ 「支払管理科目の設定」画面（「主たる約定」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①締日 0、1～31 締日を入力します。末日の場合は 0を入力します。 

②支払サイト  支払サイト（取引発生時点から実際に支払うまでの期間）を入力

します。 

③支払日 0、1～31 支払日を入力します。末日の場合は 0を入力します。 

④電債サイト  支払日から起算した電子記録債権のサイトを備忘として入力し

ます。 

⑤決済日 0、1～31 電子記録債権の決済日を備忘として入力します。末日の場合は 0

を入力します。 

⑥手形サイト 0～999 手形サイトを備忘として入力します。 

⑦金融機関が休

日の場合の支

払日 

 金融機関が休日の場合の支払日を「前営業日」、「予定日通り」、

「翌営業日」から選択します。 

⑧振込手数料負

担 

 振込手数料を当方（自社）、先方（支払先）のいずれが負担する

かを選択します。 

⑨振込手数料の

計算方法 

 当項目は、「振込手数料」を先方負担とした場合のみ選択可能と

なります。「据置型」「未満手数料加算型」「以上手数料加算型」

のいずれかを選択します。なお、それぞれについての説明は、「１．

１．５ 振込手数料の計算方法について」をご参照ください。 

⑩振込区分  文書、電信のいずれかを選択します。 

⑪支払方法  支払方法の決定を金額で行うか、割合で行うかを選択します。「金

額で決定」を選択した場合、支払額ごとの支払方法を設定します。

「割合で決定」を選択した場合は、支払方法別に、金額の割合を

設定します。 

⑫主たる振込元

口座 

 買掛金等を「預金振込」で支払う場合の振込元口座を設定しま

す。ここで指定した振込元口座が支払先ごとの約定登録時の初

期値となります。 

⑬主たる電債決

済口座 

 買掛金等を「電債振出」「電債譲渡」で支払う場合の支払元口

座を設定します。ここで指定した支払元口座が支払先ごとの約

定登録時の初期値となります。なお、当項目は備忘として入力

してください。 

⑭でんさいネッ  でんさいネットに利用者登録している場合は、利用者番号を備
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ト利用者番号 忘として入力します。 

⑮支払科目  買掛金等の支払予定の支払仕訳計上時の貸方科目を設定しま

す(借方科目は経営分析属性が「買掛金」または「未払金」の科

目)。 

なお、預金振込科目欄には、「主たる振込元口座」として設定

した口座の勘定科目、口座が自動セットされます。 

支払科目欄には、それぞれ次の経営分析属性を持つ科目の入力

が可能です。 

①現金支払 

「現金」「流動性預金」「定期性預金」のいずれか 

②自動引落 

「流動性預金」「定期性預金」のいずれか 

③手形振出 

「支払手形・電子記録債務」「営業外支払手形・電子記録債

務」「長期営業外支払手形・電子記録債務」のうち、区分が

「手形」のもの 

③電債振出 

「支払手形・電子記録債務」「営業外支払手形・電子記録債

務」「長期営業外支払手形・電子記録債務」のうち、区分が

「電債」のもの 

③電債譲渡 

「受取手形・電子記録債権」「営業外受取手形・電子記録債

権」「裏書手形・電子記録債権」のうち、区分が「電債」の

もの 

 

１．１．４ 「支払管理科目の設定」画面（「仕訳情報」タブ） 

 

(1) 操作方法 

 ①支払時の仕訳の情報を、支払管理科目別支払方法別に登録します。 

②当方負担の振込手数料の自動仕訳を計上する場合は「自動仕訳の生成を行う」にチェックをし、仕訳情

報を登録します。 

③先方負担時の振込手数料と支払予定額との差額振込金額と支払予定額との間に差額が生じた際に、差 

額調整仕訳を計上する場合は、「振込金額と支払予定額との差額分の自動仕訳を生成する」にチェック 

をし、仕訳情報を登録します。詳細は「１．１．５ 振込手数料の計算方法について」をご参照くだ 
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さい。 

④自動仕訳の計上を行わない場合でも、各取引の収支区分の設定を行ってください。当メニューで設定 

した収支区分に従い、資金繰り計画表が作成されます。 

 

１．１．５ 振込手数料の計算方法について 

(1)「当方負担」の場合、「取引先への支払額」＋「振込手数料」が、実際に銀行口座から差し引かれる金 

額になります。 

(2)「先方負担」の場合、「取引先への当初の支払予定額」から「振込手数料」を差し引いた金額が「取引 

先への支払額」となります。そして、「取引先への当初の支払予定額」が、実際に銀行口座から差し引 

かれる金額になります(一部例外があります)。 

(3)「先方負担」の場合の振込手数料の計算方法 

振込手数料が「先方負担」の場合、「取引先への当初の支払予定額」によっては、以下の例のように、

「実際に銀行口座から引き落とされる金額」＋「振込手数料」＝「取引先への当初の支払予定額」とでき

ない場合があります。 

(例１)振込手数料は、10,000円未満が 210円、10,000円以上 30,000円未満が 315円である 

買掛金の金額は、10,210円である。 

振込手数料は「先方負担」である。 

    この場合、10,000円に対する手数料は 315円で合計 10,315 円になり、9,999 円に

対する手数料は 210円で 10,209円となります。そのため、手数料込みで 10,210円ち

ょうどとなる振込は行えません。 

このような場合の振込手数料の計算方法として、以下の３種類があります。 

①据置型 

買掛金の金額 10,210円から 10,210円に対する手数料 315円を差し引いた金額 9,895円を振込金額と 

します。この場合の実際の振込手数料は 210円となるため、実際に銀行口座から引き落とされる金額 

は 10,105円となります。買掛金の金額 10,210円と支払金額 10,105円との差額 105円については、雑 

収入として計上します。 

②未満手数料加算型 

 手数料計算にかかる金額の範囲の各上限金額に「振込手数料」分の金額を加えて、手数料にかかる金 

額の範囲を新たに算出します。算出した結果は以下の通りとなります。 

  10,210未満が 210円、10,210円以上が 315円  

 新たに算出された金額の範囲の中では、買掛金の金額 10,210円にかかる手数料は 315円となり、差 

し引いた金額 9,895円が振込金額となります。この場合の実際の振込手数料は 210円となるため、実 

際に銀行口座から引き落とされる金額は、10,105円となります。買掛金の金額 10,210円と支払金額 

10,105円との差額 105円は、雑収入として計上します。 

③以上手数料加算型 

 手数料計算にかかる金額の範囲の各下限金額に「振込手数料」分の金額を加えて、手数料にかかる金 

額の範囲を新たに算出します。算出した結果は以下の通りとなります。 

10,315未満が 210円、10,315円以上が 315円  

 新たに算出された金額の範囲の場合、買掛金の金額 10,210 円にかかる手数料は、210 円となり、差

し引いた金額 10,000円が振込金額となります。この場合の実際の振込手数料は 315円となるため、実

際に銀行口座から引き落とされる金額は、10,315円となります。買掛金の金額 10,210円と支払金額 

10,315円との差額 105円は、当方が負担したものとして、雑損失として計上します。 
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振込手数料の改定内容 据置型(計算方法)
手数料 手数料

210 210
315 315
525 525

未満手数料加算型(計算方法)
手数料

210
315
525

以上手数料加算型(計算方法)
手数料

210
315
525

支払額(買掛金)が10,209と10,210の場合の手数料

① 当方 10,209 315 10,209 315 10,524 0
② 10,210 315 10,210 315 10,525 0
③ 先方 据置型 10,209 315 9,894 210 10,104 105
④ 10,210 315 9,895 210 10,105 105
⑤ 未満手数料加算型 10,209 210 9,999 210 10,209 0
⑥ 10,210 315 9,895 210 10,105 105
⑦ 以上手数料加算型 10,209 210 9,999 210 10,209 0
⑧ 10,210 210 10,000 315 10,315 -105

支払及び手数料の仕訳

買掛金　10,209／預金　10,524
手数料　   315
買掛金　10,210／預金　10,525
手数料　   315
買掛金　10,209／預金　10,104
　　　　　　　　雑収入　 105
買掛金　10,210／預金　10,105
　　　　　　　　雑収入　 105

⑤ 買掛金　10,209／預金　10,209
買掛金　10,210／預金　10,105
　　　　　　　　雑収入　 105

⑦ 買掛金　10,209／預金　10,209
買掛金　10,210／預金　10,315
雑損失　　 105

差額
(雑収入又
は雑損失)

番
号

支払仕訳

⑧

⑥

④

③

②

①

   10,315以上　30,525未満
   30,525以上

番
号

手数料の
負担

計算方法 支払額
計算された

手数料
先方の
受取額

実際の
手数料

実際の
支払額

               10,315未満

条件(振込内容)
               10,000未満
   10,000以上　30,000未満
   30,000以上

               10,000未満
   10,000以上　30,000未満
   30,000以上

条件(振込内容)

条件(振込内容)
               10,210未満
   10,210以上　30,315未満
   30,315以上

条件(振込内容)
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１．２ 「2 開始時：支払先の約定登録」 

１．２．１ 概要 

仕入先ごとに約定、支払方法、支払科目、手数料、振込先の情報を登録します。 

 

１．２．２ 「支払先の取引約定の登録」画面（「約定１」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①締日 0、1～31 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

締日を入力します。末日の場合は 0を入力します。 

②支払サイト  当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

支払サイト（取引発生時点から実際に支払うまでの期間）を入力

します。 

③支払日 0、1～31 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

支払日を入力します。末日の場合は 0を入力します。 

④電債サイト  当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。支

払日から起算した電子記録債権のサイトを備忘として入力しま

す。 

⑤決済日 0、1～31 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。電

子記録債権の決済日を備忘として入力します。末日の場合は 0を

入力します。 

⑥手形サイト 0～999 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

手形サイトを備忘として入力します。 

⑦金融機関が休

日の場合の支

払日 

 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

金融機関が休日の場合の支払日を「前営業日」、「予定日通り」、

「翌営業日」から選択します。 

⑧振込手数料負

担 

 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

振込手数料を当方（自社）、先方（支払先）のいずれが負担する

かを選択します。 

⑨振込手数料の

計算方法 

 当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

また、「振込手数料」を先方負担とした場合のみ選択可能となり

ます。「据置型」「未満手数料加算型」「以上手数料加算型」の

いずれかを選択します。なお、それぞれについての説明は、「１．

１．５ 振込手数料の計算方法について」をご参照ください。 

⑩振込区分  当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 
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文書、電信のいずれかを選択します。 

(2) 操作方法 

①仕入先の一覧が画面左側に表示され、そのうち反転している仕入先の詳細の内容が右側に表示されま

す。「約定」タブでは、債務のある取引先が表示されます。すべての取引先を表示する場合は「すべて

の取引先」タブを選択します。 

②約定登録を行う仕入先を選択し、［修正］ボタンをクリックします。 

③約定の登録では、「支払管理科目の設定」で登録した内容が初期値として設定されています。必要に応

じて修正します。設定内容は以下のとおりです。 

④指定されたレイアウトで作成されているファイルを読み込むこともできます。［ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをク

リックして、読み込むファイルを選択します。（読込レイアウトについては、システム解説書の巻末資

料をご参照ください） 

（注意）ファイル読込は、すでに登録されている約定をすべて削除した上で、新たにファイル情報を読

み込みます。 

⑤登録済みの支払先約定の一覧を印刷するには［印刷開始］ボタンをクリックします。 

⑥[F8 検索]ボタンをクリックすると、右の画面が開

きます。取引先を頭文字、コード、名称のいずれか

で検索できます。また、表示順番を指定できます。 

 

 

 

１．２．３ 「支払先の取引約定の登録」画面（「約定２」タブ） 

 

項目名 入力桁数 内 容 

①支払方法  当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

支払方法の決定を金額で行うか、割合で行うかを選択します。「金

額で決定」を選択した場合、支払額ごとの支払方法を設定します。

「割合で決定」を選択した場合は、支払方法別に、金額の割合を

設定します。 

②支払科目  当項目は、約定を「個別指定」とした場合のみ入力可能です。 

買掛金等の支払予定の支払仕訳計上時の貸方科目を設定しま

す(借方科目は経営分析属性が「買掛金」または「未払金」の科

目)。 
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なお、預金振込科目欄には、「主たる振込元口座」として設定

した口座の勘定科目、口座が自動セットされます。 

支払科目欄には、それぞれ次の経営分析属性を持つ科目の入力

が可能です。 

①現金支払 

「現金」「流動性預金」「定期性預金」のいずれか 

②自動引落 

「流動性預金」「定期性預金」のいずれか 

③手形振出 

「支払手形・電子記録債務」「営業外支払手形・電子記録債

務」「長期営業外支払手形・電子記録債務」のうち、区分が

「手形」のもの 

③電債振出 

「支払手形・電子記録債務」「営業外支払手形・電子記録債

務」「長期営業外支払手形・電子記録債務」のうち、区分が

「電債」のもの 

③電債譲渡 

「受取手形・電子記録債権」「営業外受取手形・電子記録債

権」「裏書手形・電子記録債権」のうち、区分が「電債」の

もの 

 

１．２．４ 「支払先の取引約定の登録」画面（「振込元・振込先」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①振込元口座  選択した支払先に対して振込を行う際の振込元口座を設定しま

す。「支払管理科目の設定」で登録した「主たる振込元口座」と

同じ口座の場合は、チェックを付けます。 

個別に設定する場合は、チェックを外した上［口座一覧］ボタン

から選択します。 

②振込先１、振込先２、振込先３ 

1)銀行名 4桁の数字 振込先口座として設定する金融機関コードを、登録済みのコード

から選択します。 

なお、金融機関コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く

「銀行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

2)支店名 3桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 
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振込先口座として設定する支店コードを、登録済みのコードから

選択します。 

なお、支店コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く「銀

行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

3)預金種目   当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する預金種目を選択します。 

4)口座番号  7桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座番号を入力します。 

5)口座名義 全角 16文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義を入力します。 

6)口座名義ｶﾅ 半角 40文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義ｶﾅを入力します。 

 

１．２．５ 「支払先の取引約定の登録」画面（「電債決済口座」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①支払元口座  当項目は備忘として入力します。選択した支払先に対して支払を

行う際の支払元口座を設定します。「支払管理科目の設定」で登

録した「主たる電債決済口座」と同じ口座の場合は、チェックを

付けます。個別に設定する場合は、チェックを外した上［口座一

覧］ボタンから選択します。 

②当支払先に振

り出す電子記録

債権 

 当項目は備忘として入力します。支払先に対して振り出す電子記

録債権が主に「でんさい」の場合は「でんさい」を選択します。

その他の電子記録債権の場合は「その他」を選択します。 

③でんさいネッ

ト利用者番号 

 当項目は備忘として入力します。でんさいネットに利用者登録

している場合は、利用者番号を備忘として入力します。 

④支払先１、支払先２、支払先３ 

1)銀行名 4桁の数字 当項目は備忘として入力します。支払先口座として設定する金融

機関コードを、登録済みのコードから選択します。 

なお、金融機関コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く

「銀行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

2)支店名 3桁の数字 当項目は備忘として入力します。当項目は、「銀行名」欄を入力

した場合のみ有効となります。支払先口座として設定する支店コ

ードを、登録済みのコードから選択します。 
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なお、支店コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く「銀

行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

3)預金種目   当項目は備忘として入力します。当項目は、「銀行名」欄を入力

した場合のみ有効となります。 

支払先口座として設定する預金種目を選択します。 

4)口座番号  7桁の数字 当項目は備忘として入力します。当項目は、「銀行名」欄を入力

した場合のみ有効となります。 

支払先口座として設定する口座番号を入力します。 

5)口座名義 全角 16文字 当項目は備忘として入力します。当項目は、「銀行名」欄を入力

した場合のみ有効となります。 

支払先口座として設定する口座名義を入力します。 

6)口座名義ｶﾅ 半角 40文字 当項目は備忘として入力します。当項目は、「銀行名」欄を入力

した場合のみ有効となります。 

支払先口座として設定する口座名義ｶﾅを入力します。 

 

 

１．３ 「3 開始時：支払予定額の登録」 

１．３．１ 概要 

システム利用開始以前に発生している買掛金・未払金の支払予定を登録します。当メニューより支払

予定明細を登録することにより、利用開始直後から支払予定表の作成が可能となります。 

 

１．３．２ 「開始買掛残等の一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①当メニューから登録した支払予定明細は青で、会計伝票から発生した支払予定明細は黒で表示されま 

す。 

 ②画面右上で「当画面で登録した支払予定」のみを表示することも可能です。 

③新たに取引を登録するには［登録］ボタンを、修正または削除を行う場合は、取引を選択して［修正］ 

［削除］ボタンをクリックします。  

 

１．３．３ 「開始買掛残等の登録」画面 
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(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①支払予定日  買掛金または未払金の支払予定日を入力します。 

②支払先 6桁の数字 支払先を入力します。F2 キーを押下、または［F2 一覧］ボタン

をクリックすると、一覧から選択できます。 

③債務等科目 4桁の数字 当該支払予定の支払管理科目を入力します。なお、「支払管理科

目の設定」画面で「支払管理科目」として設定された科目のみ入

力が可能です。 

④支払予定額   買掛金または未払金の支払予定額の内訳を入力します。 

会計伝票から発生した支払予定明細は「売掛金相殺」「その他控

除」 

「今回支払保留額（保留後の支払予定日）」のみ入力可能です。 

 

１．４ 「4 定時払取引（請求書）の入力 

１．４．１ 概要 

当機能では、請求書に記載された支払額・支払日等の情報を入力するだけで、買掛金・未払金の仕

訳計上、及び支払予定データの作成を行えます。 

 

１．４．２ 「定時払取引（請求書）の入力」画面 

 

(1) 操作方法 

①当機能を利用するためには、最初に「取引種類」（貸借科目等の仕訳情報）を登録しておく必要が 

あります。「１．４．３ 「取引種類の登録」画面」をご参照ください。 

②請求発生年月を選択します。当月が初期表示されます。 
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③請求書からの支払予定を入力する場合は、画面上部の[入力開始]ボタン(又はエンター・キー)をク

リックします。 

 ④「購入先一覧」から購入先を選択します。(コード入力可)購入先を選択すると、約定に基づき「取引

年月日」と「支払予定日」が自動表示されます。また、過去に同じ購入先の入力があった場合は、そ

の際に入力した「取引種類」、「部門明細」、「元帳摘要」が表示されます。 

 ⑤元帳摘要入力後、更新確認メッセージが表示されます。エンター・キーにより入力内容を更新しま

す。なお、同一購入先からの一枚の請求書が複数に分かれる場合(課税区分が異なる等)は、このタ

イミングで[F6 複数入力]ボタンをクリックします。これにより、同一購入先で複数の取引を入力で

きます。 

 ⑥取引入力後、入力済みの行をダブルクリックするかエンター・キーを押下することにより、伝票の

確認画面が表示されます。入力済み取引の訂正・削除は、当該伝票画面で行います。 

⑦「会社情報」タブのメニュー「4 消費税情報」で 

「取引入力時の仕入税額控除要件チェック」を「す

る」と設定している場合、課税仕入れ取引（課税区

分[5]～[78]）の入力時に次の項目のいずれかが空

欄の場合、右のメッセージが表示されます。会計伝

票の入力に戻って当該項目を入力する場合は［い

いえ］ボタンを、このまま更新する場合は［はい］

ボタンをクリックしてください。 

1)輸入課税仕入れ取引（課税区分が[55],[65],[75]）の場合 

a.「実際の仕入れ年月日」 

b.「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」 

2)輸入以外の課税仕入れ取引（課税区分が[5],[51],[57],[58],[6],[61],[67],[68],[7],[71],[77],

[78]）の場合 

a.「取引先名（仕入先の氏名又は名称）」 

b. ｢実際の仕入れ年月日｣ 

c.「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」 

⑧仕訳入力後に証憑をスキャンすることができます。利用方法は伝票（１伝票型）からスキャンする場合

と同様です。こちらの機能の詳細は、エラー! ブックマークが定義されていません。頁をご覧くださ

い。 

なお、当メニューでスキャンした証憑は、請求書内のすべての取引に対して貼付されます。 
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１．４．３ 「取引種類の登録」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①取引種類 全角 20文字 登録する取引を判別するための名称を「取引種類」として登録し

ます。 

②課税区分  課税区分を選択します。 

③借方科目 4桁の数字 次の科目は入力できません。 

(1) 「資金定義する」ことが可能な科目 

 「現金」「流動性預金」「定期性預金」「受取手形・電子記録

債権」「売掛金」「有価証券」「自己株式」「貸倒引当金」「そ

の他（流動性預金）」「その他（諸口勘定）」 

(2) 手形関連科目 

 「営業外受取手形・電子記録債権」「不渡手形・電子記録債権」

「受取手形・電子記録債権」「支払手形・電子記録債務」「割 

引手形・電子記録債権」「裏書手形・電子記録債権」「営業

外支払手形・電子記録債務」「長期営業外支払手形・電子記録

債務」 

(3) 支払予定日を入力できない科目 

 「売掛金」「未収入金」 

④（口座名） 3桁の英数字 借方科目を口座別管理している場合は入力します。 

⑤貸方科目 4桁の数字 [61 支払管理科目の設定]メニューで、支払管理科目として登録

されている科目が入力可能です。 

⑥（口座名） 3桁の英数字 貸方科目を口座別管理している場合は入力します。 

⑦実際の仕入れ

年月日 

 実際の仕入れ年月日のパターンを選択します。 

「(入力省略)」を選択した場合は、定時払取引（請求書）の入力

画面で実際の仕入れ年月日の入力画面は表示されません。 

(2) 操作方法 

①新規に取引種類を登録する場合は、［登録］ボタンをクリックします。 

②登録済みの取引種類の修正・削除は、［修正］［削除］ボタンでそれぞれ行います。 

③タブの初期値は[月別請求書]となっています。[タブ編集]ボタンでタブの追加や名称変更が可能で 

す。 
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１．５ 「5 定期支払の登録」 

１．５．１ 概要 

家賃、リース料等の定期的な支払取引を登録します。 

 

１．５．２ 「定期支払一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①登録済みの定期支払取引が一覧表示されます。 

②新たな定期支払取引を登録するには［登録］ボタンをクリックします。登録済みの取引について修正ま

たは削除を行う場合は、取引を選択して［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

なお、定期支払取引を削除すると毎月の支払予定も同時に削除されます。 

③過去に入力した仕訳を基に定期支払取引を登録す 

 る場合は、[仕訳参照]ボタンをクリックします。 

  前月の仕訳のうち、定期支払取引に該当する可能性 

がある取引（貸方科目の経営分析属性が「現金」、 

「流動性預金」の仕訳）が一覧表示されます。定期 

支払取引として登録する仕訳をダブルクリックまた 

はエンター・キーで選択します。 

 ④登録済みの定期支払取引の一覧を印刷するには［印刷

  開始］ボタンをクリックします。 

  ⑤[F6貸借科目]ボタンで収支区分の表示を貸借科目に 

切り替えることが可能です。 
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１．５．３ 「定期支払の登録」画面（「定期支払の内容」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①支払先 

1)コード 6桁の数字 支払先の取引先コードを入力します。入力したコードは支払

仕訳計上時の「取引先コード」欄に転記されます。入力を省略

することもできます。 

2)名称 全角 16文字 取引先コードに応じた取引先名称が表示されます。 

なお、当項目は取引先コードの入力を省略した場合のみ入力

可能となります。ただし、この場合、総合振込依頼書の印刷及

びＩＢ／ＦＢ振込用データを作成できません。 

②摘要 全角 20文字 取引の摘要を入力します。入力した摘要は支払仕訳計上時の

「元帳摘要」欄に転記されます。入力を省略することもできま

す。 

③１回の支払額 -99,999,999,999 

～ 

99,999,999,999 

１回ごとの支払額を税込金額で入力します。入力した金額は

支払仕訳計上時の「取引金額」欄に転記されます。 

④支払期間  支払取引が発生する期間を設定します。なお、終了年月につい

ては省略可能です。省略した場合、自動的に支払予定の作成が

継続されます。 

⑤支払日 0、1～31 毎回の支払日を入力します。０を入力すると末日の支払にな

ります。 

⑥支払サイクル  支払取引の発生するサイクルを、月単位で設定します。 

⑦支払方法  現金支払、預金振込、自動引落から支払方法を選択します。 

⑧支払時の仕訳

情報 

 ①支払時の仕訳の情報を入力します。ここで設定した内容に 

 もとづいて、自動仕訳の計上を行います。また、自動仕訳を 

 計上しない場合も、ここで設定した収支区分に従い「資金繰 

 り計画表」に定期支払の予定が反映されます。 

②「借方科目」に支払管理科目を入力することはできません。 

③「支払方法」に「預金振込」を選択した場合、貸方科目、口

座欄は入力できません。「振込元・振込先」タブで選択する

「振込元口座」に関連づいた勘定科目、口座が転記されま

す。 

④課税取引の場合「税率」欄の選択が可能となります。支払仕

訳計上時にセットする税率を選択します。なお「日付判定

(標準税率)」または「日付判定(軽減税率)」にしておくと、

支払仕訳計上時点で有効な税率テーブルの「標準税率」また

は「軽減税率」が自動的にセットされます。 
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⑤「仕入日」は「課税区分」に[5]～[78]を入力した場合に有

効となります。 

 1)「取引年月日と同一の年月日とする」とした場合、支払仕

訳計上時に「取引年月日」と同じ年月日が自動的に「実際 

の仕入れ年月日」へセットされます。 

 2)「支払仕訳計上時に入力する」とした場合、「実際の仕入

れ年月日」は自動的にセットされません。支払仕訳の計上

画面で「要修正」扱いとなります。［F4一括読込］ボタン

をクリックしても、当該仕訳は自動更新されず、伝票画面

が開きますので、「実際の仕入れ年月日」を入力してくだ

さい。 

 3)「省略する」とした場合、支払仕訳の計上画面で「要修正」

扱いとはなりません。［F4一括読込］ボタンをクリックす

ると、「実際の仕入れ年月日」は空欄のまま自動更新され

ます。「「取引年月日」と同一の年月日のため「実際の仕入

れ年月日」の入力は不要」という場合は、「省略する」を

選択してください。 

⑨金融機関が休

日の場合の支

払日 

 ①自動計算された支払予定日が休日である場合の扱いを設定 

します。この設定に基づき、自動的に支払予定日が再計算さ 

れます。 

⑩支払予定  支払期間、支払日、支払サイクルで支払予定を自動作成しま

す。 

支払予定を追加、修正、削除する場合はそれぞれのボタンをク 

リックします。 

  

  

93



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

１．５．４ 「定期支払の登録」画面（「振込元・振込先」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①振込先１、振込先２、振込先３ 

1)銀行名 4桁の数字 振込先口座として設定する金融機関コードを、登録済みのコード

から選択します。 

なお、金融機関コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く

「銀行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

2)支店名 3桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する支店コードを、登録済みのコードから

選択します。 

なお、支店コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く「銀

行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

3)預金種目   当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する預金種目を選択します。 

4)口座番号  7桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座番号を入力します。 

5)口座名義 全角 16文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義を入力します。 

6)口座名義ｶﾅ 半角 40文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義ｶﾅを入力します。 

(2) 操作方法 

 ①当タブは、総合振込依頼書またはＩＢ／ＦＢ振込用データを作成する場合に、振込元口座、振込先口 

座を選択するために使用します。このため、「支払方法」が「預金振込」の場合のみ利用できます。 

 ②「振込元口座」の選択は［口座一覧］ボタンで行います。選択した口座に関連づいた勘定科目及び口 

座が、「定期支払の内容」タブの「貸方科目」欄に転記されます。 

 ③「振込先口座」は、メニュー「62 支払先の取引約定の登録」で登録された振込先口座からの選択と 

なります。ただし、当該メニューで振込先口座が未登録の場合は、当画面で登録できます。 
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１．６ 「6 随時支払の登録」 

１．６．１ 概要 

随時に発生する支払取引を登録します。 

 

１．６．２ 「随時支払一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①登録済みの随時支払取引が一覧表示されます。 

②新たな随時支払取引を登録するには［登録］ボタンをクリックします。登録済みの取引について修正ま

たは削除を行う場合は、取引を選択して［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

③過去に登録した随時支払を基に随時支払取引を登録する場合は、複写元となる随時支払予定を青反転 

させた状態で[複写]ボタンをクリックします。 

 ④登録済みの随時支払取引の一覧を印刷するには［印刷開始］ボタンをクリックします。 

  ⑤[F6貸借科目]ボタンで収支区分の表示を貸借科目に切り替えることが可能です。 

 

１．６．３ 「随時支払の登録」画面（「随時支払の内容」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 
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①支払予定日  支払予定日を入力します。 

②支払先 

1)コード 6桁の数字 支払先の取引先コードを入力します。入力したコードは支払

仕訳計上時の「取引先コード」欄に転記されます。入力を省略

することもできます。 

2)名称 全角 16文字 取引先コードに応じた取引先名称が表示されます。 

なお、当項目は取引先コードの入力を省略した場合のみ入力

可能となります。ただし、この場合、総合振込依頼書の印刷及

びＩＢ／ＦＢ振込用データを作成できません。 

③摘要 全角 20文字 取引の摘要を入力します。入力した摘要は支払仕訳計上時の

「元帳摘要」欄に転記されます。入力を省略することもできま

す。 

④支払予定額 -99,999,999,999 

～ 

99,999,999,999 

支払額を税込金額で入力します。入力したコードは支払仕訳

計上時の「取引金額」欄に転記されます。 

⑤支払方法  現金支払、預金振込、自動引落から支払方法を選択します。 

⑥支払時の仕訳

情報 

 ①支払時の仕訳の情報を入力します。ここで設定した内容に

も 

とづいて、自動仕訳の計上を行います。また、自動仕訳を計 

上しない場合も、ここで設定した収支区分に従い「資金繰り 

計画表」に随時支払の予定が反映されます。 

②「借方科目」に支払管理科目を入力することはできません。 

③「支払方法」に「預金振込」を選択した場合、貸方科目、口

座欄は入力できません。「振込元・振込先」タブで選択する

「振込元口座」に関連づいた勘定科目、口座が転記されま

す。 

④課税取引の場合「税率」欄の選択が可能となります。支払仕

訳計上時にセットする税率を選択します。なお「日付判定

(標準税率)」または「日付判定(軽減税率)」にしておくと、

支払仕訳計上時点で有効な税率テーブルの「標準税率」また

は「軽減税率」が自動的にセットされます。 

⑤「仕入日」は「課税区分」に[5]～[78]を入力した場合に有

効となります。 

 1)「取引年月日と同一の年月日とする」とした場合、支払仕

訳計上時に「取引年月日」と同じ年月日が自動的に「実際 

の仕入れ年月日」へセットされます。 

 2)「支払仕訳計上時に入力する」とした場合、「実際の仕入

れ年月日」は自動的にセットされません。支払仕訳の計上

画面で「要修正」扱いとなります。［F4一括読込］ボタン

をクリックしても、当該仕訳は自動更新されず、伝票画面

が開きますので、「実際の仕入れ年月日」を入力してくだ

さい。 

 3)「省略する」とした場合、支払仕訳の計上画面で「要修正」  

 扱いとはなりません。［F4一括読込］ボタンをクリックす

ると、「実際の仕入れ年月日」は空欄のまま自動更新され

ます。「「取引年月日」と同一の年月日のため「実際の仕入

れ年月日」の入力は不要」という場合は、「省略する」を

選択してください。 
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１．６．４ 「随時支払の登録」画面（「振込元・振込先」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①振込先１、振込先２、振込先３ 

1)銀行名 4桁の数字 振込先口座として設定する金融機関コードを、登録済みのコード

から選択します。 

なお、金融機関コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く

「銀行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

2)支店名 3桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する支店コードを、登録済みのコードから

選択します。 

なお、支店コード未登録の場合は、［F2一覧］ボタンで開く「銀

行一覧」画面の［登録］ボタンで登録できます。 

3)預金種目   当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する預金種目を選択します。 

4)口座番号  7桁の数字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座番号を入力します。 

5)口座名義 全角 16文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義を入力します。 

6)口座名義ｶﾅ 半角 40文字 当項目は、「銀行名」欄を入力した場合のみ有効となります。 

振込先口座として設定する口座名義ｶﾅを入力します。 

(2) 操作方法 

 ①当タブは、総合振込依頼書またはＩＢ／ＦＢ振込用データを作成する場合に、振込元口座、振込先口 

座を選択するために使用します。このため、「支払方法」が「預金振込」の場合のみ利用できます。 

 ②「振込元口座」の選択は［口座一覧］ボタンで行います。選択した口座に関連づいた勘定科目及び口 

座が、「随時支払の内容」タブの「貸方科目」欄に転記されます。 

 ③「振込先口座」は、メニュー「62 支払先の取引約定の登録」で登録された振込先口座からの選択と 

なります。ただし、当該メニューで振込先口座が未登録の場合は、当画面で登録できます。 
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１．７ 「7 借入金の登録」 

１．７．１ 概要 

借入金の返済予定を登録することにより、返済予定が支払予定表に反映されます。 

 

１．７．２ 「借入金一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①新たな借入金の返済予定を登録するには［登録］ボタンをクリックします。登録済みの返済予定につい

て修正または削除を行う場合は、返済予定を選択して［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

②借入金を削除すると返済予定も同時に削除されます。 

③過去に入力した仕訳を基に借入金取引を 

登録する場合は、[仕訳参照]ボタンをクリ 

ックします。 

 前月の仕訳のうち、借入金調達、返済に 

該当する可能性がある取引（借方科目、ま 

たは貸方科目の経営分析属性が「短期借入 

金」、「長期借入金」の仕訳）が一覧表示 

されます。借入金として登録する仕訳をダ 

ブルクリックまたはエンター・キーで選択 

します。 

 

 ④登録済みの借入金取引の一覧を印刷するには［印刷開始］ボタンをクリックします。 
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１．７．３ 「借入金の登録」画面（「返済条件等」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①借入先  借入金の勘定科目コードを入力します。F2 キーを押下、または 

［F2 一覧］ボタンをクリックすると、一覧から選択できます。 

②借入年月日  借入金の発生年月日を入力します。 

③借入目的  一覧から選択するか、目的を直接入力します。 

④借入金額  借入金の金額を入力します。 

⑤返済条件 

1)返済方法  返済方法を選択します。 

2)返済期間 

 a.返済期間  初回返済日、最終返済日をそれぞれ入力します。 

 b.返済日  毎回の返済日を入力します。0 を入力すると末日の返済となりま

す。 

 c.返済サイ 

クル 

 返済のサイクルを月単位で入力します。毎月返済する場合は 1と

入力します。 

3)利息 

 a.年利率  借入金の年利率を入力します。 

 b.利息の支 

払い 

 今回返済日から次回返済日までに発生する支払利息を今回返済

日に支払うか、次回支払日に支払うかを選択します。 

⑥担保・保証人  担保および保証人を入力します。入力を省略することもできま

す。 

⑦金融機関が休

日の場合の返

済日 

 自動計算された返済日が休日である場合の扱いを設定します。こ

の設定に基づき、自動的に返済日が再計算されます。 
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１．７．４ 「借入金の登録」画面（「仕訳情報」タブ） 

 

(1) 操作方法 

①返済時の仕訳を、元金返済・利息支払別に設定します。設定内容に基づき、支払仕訳が自動計上されま

す。取引先には、元金返済・利息支払の取引先を入力します。 

なお、借入年月日が当月より将来の日付の場合、借入調達時の仕訳情報も設定します。ただし、借入調

達時の仕訳は自動計上されません。別途入力していただく必要があります。 

 

１．７．５ 「借入金の登録」画面（「返済予定」タブ） 

 

(1) 操作方法 

①返済予定は、登録された内容に従い自動計算して初期表示されます（任意返済を除く）。修正する場合

は［Enter］キーまたはダブルクリックで返済予定を選択します。なお、元金均等、元利均等それぞれ

の自動計算は次の通り行っています。 
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 1)元金均等 

行 計算項目 計算式 

1 月初残高 ①初回返済日 

借入金額 

②２回目以降の返済日 

前月末残高 

2 元金 借入金額÷返済期間（返済開始日～返済終了日の経過月数） 

※ただし、「月初残高」＜「元金」の場合は月初残高とする 

3 支払利息(注) 月初残高×年利率÷100×日数÷365 

4 日数(初回返済日) 初回返済日－借入日＋１(借入日、初回返済日とも算入) 

5 日数(第２回目以降) 今回返済日－前回返済日(前回返済日不算入) 

6 返済額 元金＋支払利息 

7 月末残高 月初残高－返済額 

（注）支払利息の支払が「前払い」と指定されている場合は、 支払利息が発生した月の「前月」に

支払利息の金額を表示。「後払い」の場合は「支払利息が発生した月」に表示。 

 2)元利均等   

行 計算項目 計算式 

1 月初残高 ①初回返済日 

借入金額 

②２回目以降の返済日 

前月末残高 

2 元金 ①初回返済日 

１回の返済額－（月初残高×月利率×月数） 

②２回目以降の返済日 

 １回の返済額－支払利息(行 5で先に算出) 

3 月利率 年利率÷100÷12(小数第 8位四捨五入) 

4 １回の返済額            返済期間                  返済期間 
｛借入金額×（１＋月利率）×月利率｝÷｛(１＋月利率)－１｝ 

5 支払利息 ①初回返済日 

月初残高×日利率×日数 

②２回目以降の返済日 

 月初残高×月利率×月数 

6 日利率 年利率÷100÷365(小数第 8位四捨五入) 

7 日数(初回返済時) 初回返済日－借入日 (借入日不算入) 

8 月利率 年利率÷100÷12(小数第 8位四捨五入) 

9 返済額 元金＋支払利息 

10 月末残高 月初残高－返済額 

②自動計算された元金返済額、支払利息を連続して修正したい場合は、［F7縦入力］ボタンをクリックし

ます。 

③「返済方法」が「元金均等」で、かつ、支払仕訳の計上を一度も行っていない借入金の場合、［元金変

更］ボタンが表示されます。当ボタンをクリックすると、

元金均等で初回又は最終回のみ元金の返済額が異なる返済

方法を入力できます。 

④すべての入力が終了したら、［更新］ボタンをクリックしま   

す。 

 

 

１．８ 「8 定期積金の登録」 

１．８．１ 概要 

定期積金を登録することにより、積立予定が支払予定表に反映されます。 
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１．８．２ 「定期積金一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①新たな定期積金の積立予定を登録するには［登録］ボタンをクリックします。登録済みの積立予定につ

いて修正または削除を行う場合は、積立予定を選択して［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

②定期積金を削除すると返済予定も同時に削除されます。 

③過去に入力した仕訳を基に定期積金を登録す 

る場合は、[仕訳参照]ボタンをクリックしま 

す。 

 前月の仕訳のうち、積金積立に該当する可能

性がある取引（借方科目の経営分析属性が

「定期性預金」の仕訳）が一覧表示されます。

定期積金として登録する仕訳をダブルクリ

ックまたはエンター・キーで選択します。 
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１．８．３ 「定期積金の登録」画面（「積立条件」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①金融機関名  定期積金の勘定科目コードを入力します。F2 キーを押下、ま

たは［F2 一覧］ボタンをクリックすると、一覧から選択でき

ます。 

②積立条件 

1)初回積立日  定期積金の初回積立日を入力します。 

2)１回の積立 

 額 

-99,999,999,999 

～ 

99,999,999,999 

定期積金の１回ごとの積立額を入力します。 

3)回数  定期積金の積立回数を入力します。 

4)年利率  定期積金の年利率を入力します。 

5)満期日  定期積金の満期日を入力します。 

③取崩予定日   

1)取崩予定日  当項目は、［積金取崩］ボタンをクリックすることにより有効

となります。定期積金を取り崩す場合は、取崩予定日を入力し

ます。 

2)取崩金額 -99,999,999,999 

～ 

99,999,999,999 

当項目は、［積金取崩］ボタンをクリックすることにより有効

となります。定期積金を取り崩す場合は、取崩金額を入力しま

す。 

 

 

１．８．４ 「定期積金の登録」画面（「仕訳情報」タブ） 

 

103



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

(1) 操作方法 

①積立時の仕訳を設定します。設定内容に基づき、支払仕訳が自動計上されます。 

②積金取崩については収支区分を入力することにより、資金繰り計画表に積金取崩額が表示されます。

ただし、積金取崩仕訳は自動計上されませんので、別途入力していただく必要があります。 

 

１．９ 「9 支払予定日未登録ﾃﾞｰﾀ補正」 

１．９．１ 概要 

支払管理科目が貸方の仕訳(ただし、相手科目が債権管理科目である場合を除く)の計上時に支払予 

定日の入力を省略した仕訳がある場合、当メニューで支払予定日を追加入力できます。 

 

１．９．２ 「支払予定日未登録ﾃﾞｰﾀ補正」画面 

 

(1) 操作方法 

①支払予定日の入力を省略した仕訳が一覧表示されます。 

 

②支払予定日を入力することにより、支払予定が作成され、支払予定カレンダー等へ反映されるよう 

 になります。 

③ [F5 分割支払]ボタンをクリックすることにより、右の画面が 

表示されます。予定日が複数の場合は当画面で入力します。 

 なお、複数の予定日を入力した場合、「支払予定日」欄に「分 

割支払」と表示されます。 

 

 

 

 

 

  

104



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

１．10 「10 定時払取引入力リスト印刷」 

１．10．１ 概要 

  メニュー「1 定時払取引（請求書）の入力」で登録した取引一覧を印刷できます。 

 

１．10．２ 「定時払取引入力リストの印刷指定」画面 

 

(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

 1)出力帳表 

出力する帳表を選択します。定時払取引（請求書）の入力リストを選択した場合、併せて「前月は 

取引があったが、当月は取引がない購入先」を印刷するかどうか指定できます。 

2)出力日付 

 出力する「請求発生年月」を選択します。 

 3)出力対象 

出力する取引を指定します。「すべての請求書種類」を選択した場合すべてのタブの取引を「個別指 

定」を選択した場合は、出力するタブを選択します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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１．11 「11 支払予定カレンダー」 

１．11．１ 概要 

月ごとの支払予定を支払方法別（現金支払、預金振込、自動引落、手形振出、電子記録債務振出、電子

記録債権譲渡、支払手形決済、電子記録債務決済）にカレンダー画面で表示します。また、ドリルダウ

ンして支払予定明細も確認できます。 

 

１．11．２ 「支払予定カレンダー」画面 

 

(1) 操作方法 

 ①支払予定がカレンダー画面で表示されます。 

②問合せ年月を変更するには［F8年月指定］ボタンをクリックします。当月から数えて最大 24か月先ま

での支払予定を確認できます。 

③支払額の確認を行う日をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択します。支払先別の支払予定一覧

が表示されます。 

④［銀行別］ボタンをクリックすると銀行別の支払予定カレンダーが表示されます。 

⑤左上のコンボボックスにより、表示する支払予定を以下の内容から選択可能です。 

1)すべての支払予定 

2)支払仕訳未計上の支払予定 

3)本日以降の支払予定 
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１．11．３ 「支払先別支払予定一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

 ①選択された日の支払予定が支払先、支払管理科目ごとに表示されます。 

 ②買掛金・未払金の支払予定をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択すると、支払予定明細の一覧 

が表示されます。 

③定期支払取引、随時支払取引から登録した支払予定、借入金の返済予定、定期積金の積立予定について

は、ダブルクリックまたは［Enter］キーで選択するとそれぞれの修正画面が表示されます。 

④［支払内訳］ボタンをクリックすると支払内訳、支払科目の

変更画面が表示されます（買掛金・未払金の支払予定のみ）。

支払内訳、支払科目と振込元、振込先の変更が可能です。［約

定により再計算］ボタンをクリックすると登録されている約

定に従い、支払内訳を再計算します。 

 なお、確定済みの支払予定は修正できません。 

 

 

 

 

 

⑤［随時登録］ボタンをクリックすると、随時の支払予定の

登録が可能です。 

⑥［条件検索］ボタンをクリックすると右の画面が表示され

一覧に表示する支払予定の検索が可能です。 
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１．11．４ 「支払予定明細一覧」画面 

  

 

(1) 操作方法 

①選択された支払先の支払予定明細が一覧表示されます。 

②選択された支払管理科目が取引先別残高管理を行っている場合 

 は元帳残高が表示されます。 

③支払予定明細をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択また 

は［相殺等入力］ボタンをクリックすると右の画面が表示され 

ます。 

 「売掛金相殺」「その他控除」「今回支払保留額」がある場合は、 

それぞれの欄に金額を入力します。 

 ［ＯＫ］ボタンをクリックすると、支払内訳変更画面が表示さ 

れます。支払予定額の補正後の支払内訳金額について確認、訂 

正を行ってください。なお、確定済みの支払予定は修正できま 

せん。 
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１．11．５ 「銀行別支払予定カレンダー」画面 

 

(1) 操作方法 

 ①銀行別（支払科目、口座）の支払予定がカレンダー形式で確認可能です。 

②支払額の確認を行う銀行および日をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択します。銀行別の支払

予定明細一覧を表示します。 

③支払内訳別のカレンダーに戻るには［F4 確認終了］ボタンをクリックします。 

 

１．11．６ 「銀行別支払予定明細一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

 ①銀行別に支払予定の明細を確認可能です。 

②F7 、F8 キーで前日、翌日の切り替えが可能です。 
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１．12 「12 支払先別支払予定の問合せ」 

１．12．１ 概要 

支払先、支払管理科目ごとの支払予定を確認できます。 

なお、画面の操作は「１．11．３ 「支払先別支払予定一覧」画面」と同様です。 

 

１．13 「13 支払額の確定処理」 

１．13．１ 概要 

  支払額の確定処理を行います。 

 

１．13．２ 「支払予定カレンダー」画面 

 

(1) 操作方法 

①当メニューの金額には買掛金・未払金の手形振出額は含まれていません。 

②［銀行別］ボタンをクリックすると、銀行別に支払予定額を表示できます。 

③支払予定日ごとに、すべての支払額が確定されている場合は支払確定の欄に○印が表示されます。一

部支払額が確定されている場合は△印が表示されます。空白の場合は、支払予定が確定されていませ

んので、確定処理を行ってください。 

④出納承認機能を利用している場合は、出納承認欄が表示されます。承認されている場合は○印が表示

されます。 

⑤年月日をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択すると支払先別の支払予定一覧を表示します。 
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１．13．３ 「支払額の確定処理」画面 

 

(1) 操作方法 

①支払予定データに対して、管理者（支払額の確定権者）が支払額の確定処理を行います。 

②年月日を選択すると支払先別の支払予定一覧を表示します。画面右側に確定のチェックボックスが表

示されますので、支払額を確定する場合は、ここにチェックをつけてください。表示されているすべて

の支払予定を確定する場合は、［一括確定］ボタンをクリックします。すべての支払予定の確定を取り

消す場合は、[一括解除]ボタンをクリックします。また、［F9 ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックすると、画面

表示直後の状態に戻すことができます。 

③入力内容に誤りがある場合は、支払先別の支払予定画面で、当該支払予定をダブルクリックします。修

正画面が表示されます。 

④確定されると、［F6 備考確認］ボタンが表示されます。補足事項があればこのボタンをクリックして、

内容を入力します。また、出納承認機能を利用している場合は、承認者からのメッセージが入力されて

いると備考欄に「有」と表示されています。［F6 備考確認］ボタンをクリックして内容を確認します。 
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１．14 「14 出納承認処理」 

１．14．１ 概要 

 メニュー「支払管理科目の設定」において、「出納承認機能を利用する」としている場合、当メニュー

で出納承認処理を行います。 

 

１．14．２ 「支払予定カレンダー」画面 

 

(1) 操作方法 

①月ごとの支払予定を支払方法別（現金、預金振込、自動引落、支払手形決済、電子記録債務決済）にカ

レンダー画面で表示します。 

②当メニューの金額には買掛金・未払金の手形・電子記録債務振出・電子債権譲渡額は含まれていませ 

ん。 

③［銀行別］ボタンをクリックすると、銀行別に支払予定額を表示できます。 

④支払確定されている場合は、支払確定の欄に○印が表示されます。空白の場合は、支払予定が確定され

ていませんので、確定処理を行ってください。 

⑤承認の欄には、承認処理を行っていない明細は空白になっています。承認されている場合は○印が表

示されます。 

⑥年月日をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択すると支払先別の支払予定一覧を表示します。 

⑦「支払方法」の「支払手形決済」欄に金額が表示されるのは、電子記録債権・手形管理システムを利用

しており、手形登録時に取引先を入力している場合です。 
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１．14．３ 「出納承認処理」画面 

 

(1) 操作方法 

①年月日を選択すると支払先別の支払予定一覧が表示されます。画面右側に承認欄が表示されますので、

承認する場合は、ここにチェックをつけてください。「業務範囲の設計」で、｢支払額の確定｣と「出納

の承認」の両方の権限が与えられている場合は、当画面で支払額の確定処理と出納承認処理が同時に

行えます。また、「出納の承認」の権限のみ与えられている場合は、支払額の確定処理は行えません。

支払額の確定処理が済んでいるものについてのみ、出納の承認処理が可能となります。表示されてい

るすべての支払予定を承認する場合は、［一括承認］ボタンをクリックします。［F9 ｷｬﾝｾﾙ］ボタンを

クリックすると、画面表示直後の状態に戻すことができます。 

②出納承認の対象となるのは、支払方法が「現金支払」、「預金振込」、「手形振出」、「電債振出」、「電債 

譲渡」の支払予定のみです。 

 支払方法が「自動引落」の支払予定は承認対象外となります。 

 画面左上のコンボボックスで「全支払予定の確認」を選択することにより、「自動引落」の支払予定も 

確認できます。 

③備考にメッセージを入力する場合は、［F6 備考入力］ボタンをクリックします。 

④［銀行別］ボタンをクリックすると、銀行別に支払予定を表示できます。銀行別の金額欄でダブルクリ

ックまたは［Enter］キーを押すと、支払先別銀行別の明細承認画面が表示されます。また、確定者か

らのメッセージが入力されていると備考欄に「有」と表示されています。［F5 備考確認］ボタンをクリ

ックして内容を確認します。 
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１．15 「15 ＩＢ／ＦＢ振込用ﾃﾞｰﾀ作成」 

１．15．１ 概要 

  総合振込依頼書の印刷及びＩＢ／ＦＢ振込用データの作成を行います。なお、ＩＢ／ＦＢ振込用デー 

タの作成は、インターネットオプションをご契約の場合に限り利用可能となります。 

 

１．15．２ 「振込予定データ一覧」画面 

 
(1) 操作方法 

①自社の取引口座の、支払予定日別の振込依頼額が一覧表示されますので、総合振込依頼書を作成する 

行を選択してダブルクリックまたは［Enter］キーを押します。振込依頼内容の確認画面が表示されま 

す。 

 ②作成対象となる明細の条件は以下のとおりです。 

1)振込元口座、振込先口座ともに登録されている。 

2)出納承認機能を利用している場合は、出納承認されている。出納承認機能を利用していない場合は、

支払確定されている。 

③振込依頼済みの内容を確認するには、直接タブをクリックし、表示内容を切り替えてください。 

④取引先コードは異なるものの、支払予定日、振込元口座、振込先口座が同一の振込依頼明細は１件 

に名寄せされカウントされます。名寄せを解除する場合は［名寄せ設定］ボタンをクリックします。 
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１．15．３ 「名寄せ設定」画面 

 

(1) 操作方法 

①当画面は、取引先コードは異なるものの、同一支払予定日に「振込元口座（銀行名、支店名、預金種目、

口座番号）」、「振込先口座（銀行名、支店名、預金種目、口座番号）」、「振込手数料負担」、「振

込手数料の計算方法」、「振込区分」のすべてが一致する複数の振込依頼データがある場合に表示され

ます。 

②「上記振込先口座への振込依頼データの名寄せ」欄で、名寄せするか否かを設定します。 

③設定した内容は、「振込元口座（銀行名、支店名、預金種目、口座番号）」、「振込先口座（銀行名、

支店名、預金種目、口座番号）」、「振込手数料負担」、「振込手数料の計算方法」、「振込区分」 

 の単位で保存され、次回以降の振込依頼データ作成時に適用されます。 

   

１．15．４ 「振込明細一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①選択した銀行（口座）に振込依頼する内容が表示されます。 

②インターネットオプションをご利用の場合は、[ＦＢ・ＩＢ振込用データ作成]ボタンが有効となり 
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ます。 

 ③送信予定日を入力後、[ＦＢ・ＩＢ振込用データ作成]ボタンをクリックすると、全銀 TCP/IP形式

のデータを作成できます。 

④［振込明細表等の印刷］ボタンをクリックすると、右の 

ウィンドウが表示されます。印刷する帳表を選択し、［印 

刷］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

⑤［総合振込依頼書印刷］ボタンをクリックすると、振込書の印刷 

指定画面が表示されます。以下の項目について設定を行 

い、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

1)出力帳表の印刷 

「総合振込依頼書」…総合振込依頼書を印刷します。 

「3枚セット」…依頼書・明細書・領収書を印刷します。 

2)振込区分・手数料の印字 

振込区分、手数料を印刷する・しないを選択します。 

3)振込先金融機関ごとの改ページ 

振込先金融機関ごとに帳表を分ける場合は、改ページするにチェックをつけます。 

 

１．16 「16 支払仕訳の計上」 

１．16．１ 概要 

支払予定日が「本日の日付」以前の支払予定明細について、仕訳を自動生成します。 

 

１．16．２ 「支払仕訳の計上」画面 

 

(1) 操作方法 

①当メニューを利用するためには、メニュー「1 開始時：支払管理科目設定」の「支払管理科目」タブ

で、支払仕訳の計上を「利用する」と設定しておく必要があります。 

②当メニューで計上対象となる仕訳は、当月の開始日～本日の日付までの支払仕訳です。 
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なお、出納承認対象となる支払予定(支払方法が「現金支払」「預金振込」「手形振出」「電債振出」

「電債譲渡」のいずれか)については、メニュー「14 出納承認処理」で承認を行ったものに限り仕

訳計上できます（「出納承認」機能未利用の場合はメニュー「13支払額の確定処理」で確定処理を

行ったもの）。出納承認（支払額の確定）を行っていない場合は、当メニューに表示されませんので

ご注意ください。 

また、出納承認対象外（支払額確定対象外）の支払予定(自動引落、支払手形決済)については、

支払日が到来すると自動的に当メニューに表示されます。 

 ③当メニューを選択すると、「計上日の指定」画面が表示さ 

れます。ここで、どの取引年月日までの仕訳を計上するか 

指定します。年月日を入力し［ＯＫ］ボタンをクリックす 

ると、対象となる支払仕訳がある場合は当該仕訳が一覧 

表示されます。 

必要な補正を行いながら、支払仕訳を計上します。 

なお、自動計上を取りやめる仕訳については、行を青反転させた上で、画面上部の[取消]ボタン 

をクリックします。 

④支払仕訳をダブルクリックまたは［Enter］キーで選択すると、ドリルダウンして伝票入力画面が 

表示されます。 

⑤すべての内容の確認が終了したら［F4一括更新］ボタンをクリックします。更新処理を開始します。 

⑥なお、当メニューで支払仕訳を計上後、支払予定データの作成漏れに気づき、同一取引年月日および取 

引先の支払予定データを作成した場合、計上済みの仕訳も含めた取引年月日および取引先別の仕訳が 

表示されます。 

 

１．17 「17 支払管理月報の印刷」 

１．17．１ 概要 

各種の支払予定表を印刷します。 

 

１．17．２ 「支払管理月報の印刷指定」画面（「支払予定表」タブ） 

 

(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

 1)買掛金・未払金支払予定表 

買掛・未払の支払予定を印刷します。 
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2)支払予定内訳明細書 

すべての支払予定を支払先ごとに印刷します。 

3)支払予定内訳明細書（５日報） 

すべての支払予定を支払先ごとに５日報形式で印刷します。 

4)支払予定カレンダー 

支払予定を月ごとにカレンダー形式で印刷します。 

5)銀行別支払予定カレンダー 

銀行を横並びにし、銀行ごとの支払予定を月ごとにカレンダー形式で印刷します。 

6)銀行別支払明細一覧表 

銀行（支払科目・口座）別に支払明細の一覧を印刷します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

１．17．２ 「支払管理月報の印刷指定」画面（「借入金残高推移表」タブ） 

 

 

(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

 1)出力科目 

   借入先ごと、取引先ごとのいずれで小計を取るかを指定します。 

2)出力日付 

   出力年月を指定します。登録されている借入金返済予定をもとに指定年月から先１年間の借入金の 

残高推移を印刷します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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３．手形管理 

３．１ 「41-1 開始時：手形の登録」 

３．１．１ 概要 

システム利用開始以前に発生している手形明細を登録します。 

 

３．１．２ 「手形の登録」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①手形の種類  登録する手形科目を選択します。 

②受入時の情報 

1)受入日（振 

出日） 

 受取手形の受入日（支払手形の場合は振出日）を入力します。 

2)手形番号 8桁の英数字 手形の手形番号を入力します。 

3)手形期日   手形の支払期日を入力します。 

4)手形金額 -99,999,999,999 

～99,999,999,999 

手形の手形金額を入力します。 

5)取引先 6桁の数字 手形を譲り受けた（または振り出した）取引先を選択します。 

6)支払人（振 

出人） 

6桁の数字 受け入れた手形の実際の支払いを行う取引先を選択します。 

7)支払場所 

 a.科目コー 

ド 

4桁の数字 当項目は支払手形の登録時にのみ入力可能です。 

手形の支払を行う口座を勘定科目で選択します。 

 b.補助コー 

ド 

3桁の英数字 科目を口座別管理している場合は、補助コードを入力しま 

す。 

 c.支払場所 全角 20文字 当項目は受取手形の登録時のみ有効となります。 

受け入れた手形の「支払場所」を入力します。 

③顛末情報 

1)手形区分  当項目は受取手形の登録時にのみ有効となります。 

受け入れた手形について割引、裏書、取立依頼等を行ってい 

る場合に該当する手形区分を選択します。 

2)取引日  割引、裏書、取立依頼等を行った年月日を入力します。 

3)手形管理科 

目 

 登録した手形区分を管理する手形科目を選択します。 
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4)銀行支店名 

（裏書先） 

 手形区分が「取立依頼」「割引手形」の場合は、銀行支店名 

を勘定科目コード及び補助コードで登録します。 

また、手形区分が「裏書手形」の場合は、裏書先の取引先コ 

ードを登録します。 

 

(2) 操作方法 

①登録されている手形が一覧に表示されます。 

②仕訳と連動しない手形明細を登録する場合、［登録］ボタンをクリックします。 

③手形を修正する場合は、修正・削除する手形を反転させ［修正］ボタンをクリックします。画面右側 

に詳細情報が表示されますのでここで修正します。 

④手形を削除する場合は、削除する手形を反転させ［削除］ボタンをクリックします。 

⑤支払手形、受取手形の表示の切替はそれぞれのタブをクリックします。 

⑥［F8 検索］ボタンをクリックすると、右のウィンド 

 ウが表示され、手形の検索が可能です。 

 

 

 

 

 

 

⑦［残高チェック］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表

示され、手形明細の合計金額と科目残高の金額のチェックが可能

です。 

 

 

 

 

 

⑧［ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをクリックすると当ウィンドウ 

 が表示されます。 

1)読込を行うファイルを指定して［開く］ボタンを 

クリックします。 

2)データの開始行を入力後、読込処理を開始します。 

なお、ファイル読込レイアウトにつきましては、 

システム解説書の巻末資料を参照してください。 

  

120



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

３．２ 「41-11 受取手形の受入」 

３．２．１ 概要 

受取手形の登録を行います。手形明細の登録に続き、受取手形の受入仕訳が自動計上されます。 

 

３．２．２ 「受取手形の受入」画面 

 

 

(1) 操作方法 

①受入科目を選択し、受入日等の項目を入力します。 

②一度に入力できる手形明細数は最大 999枚です。 

③すべての入力項目が終了したら、［F4 入力終了］ボタンをクリックします。 

④［F4 入力終了］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されま

  す。仕訳に起こす際の相手科目を指定し［ＯＫ］ボタンをクリックしま

  す。［ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックすると前の画面に戻ります。［一覧］ 

 ボタンをクリックすると勘定科目の一覧が表示されます。 

 

 

 

 ⑤［ＯＫ］ボタンをクリックすると取引の内容が会計伝

 票の形で表示されます。伝票番号、証憑書番号等の不

 足している項目の入力を行ってください。 

  科目、取引金額の修正は会計伝票では行えません。

 ［F4 戻る］ボタンをクリックして「受取手形の受入」 

画面に戻り入力し直します。 
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３．３ 「41-12 受取手形の顛末」 

３．３．１ 概要 

登録した受取手形について、割引、裏書、取立依頼、担保差入、不渡手形の回収、受取手形の書替の 

処理を行います。 

 

３．３．２ 「受取手形の顛末」画面 

 

 

(1) 操作方法 

①取引の種類を選択し、［明細表示］ボタンをクリックします。 

②画面上側に手形の一覧が表示されますので、処理の対象となる手形を［↓選択］ボタンで選択します。

選択された手形は、上の一覧から下の一覧に移ります。 

 なお、一度に選択できるのは、最大で 999枚までです。 

③［F4 選択終了］ボタンをクリックすると、割引、裏書、不渡手形の回収、受取手形の書替の場合、相

手科目の指定画面が表示され、会計伝票での確認になります。受取手形の書替処理の場合は手形の入

力を行います。 

④取立依頼、担保差入の場合は［F4 選択終了］ボタンをクリックする

と、右のウィンドウが表示されます。取立依頼銀行、または担保差入

銀行を入力し［ＯＫ］ボタンをクリックします。仕訳の入力は行いま

せん。 
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３．４ 「41-13 受取手形の決済」 

３．４．１ 概要 

登録した受取手形の決済の処理を行います。 

 

３．４．２ 「受取手形の決済」画面 

 

(1) 操作方法 

①取引の種類を選択し、［明細表示］ボタンをクリックします。 

②処理対象の手形を選択します。一度に選択できるのは、最大で 999枚までです。 

③［F4 選択終了］ボタンをクリックすると、相手科目の指定ウィンドウが表示され、会計伝票での確認 

を行います。 

④割引手形の決済については、仕訳による決済と、区分変更による決済があります。決済方法の変更は

「区分変更のみ」のチェックの付け外しで行ってください。 

 

３．５ 「41-14 支払手形の振出」 

３．５．１ 概要 

  振り出した支払手形の登録を行います。手形明細の登録に続き、支払手形の発生仕訳が自動計上され 

ます。 

 

３．５．２ 「支払手形の振出」画面 
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(1) 操作方法 

①振出科目を選択します。 

②振出日等の入力項目を入力します。 

③一度に登録できる手形は、最大で 999枚までです。 

④すべての入力項目が終了したら、［F4 入力終了］ボタンをクリックします。相手科目の指定ウィンド

ウが表示され、会計伝票での確認を行います。 

 

３．６ 「41-15 支払手形の回収」 

３．６．１ 概要 

支払手形の書替え処理を行います。 

 

３．６．２ 「支払手形の回収」画面 

 

(1) 操作方法 

①支払手形の書替え処理を行います。 

②［明細表示］ボタンをクリックし、支払手形を表示します。 

③書き替える支払手形を選択し、［F4 選択終了］ボタンをクリックします。一度に選択できるのは、最大

で 999枚までです。 

④新たに振出す支払手形の登録を行い、会計伝票の確認になります。 
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３．７ 「41-16 支払手形の決済」 

３．７．１ 概要 

登録した支払手形の決済の処理を行います。 

 

３．７．２ 「支払手形の決済」画面 

 

(1) 操作方法 

①［明細表示］ボタンをクリックして支払手形を表示します。 

②決済する手形を選択し、［F4 選択終了］ボタンをクリックします。一度に選択できるのは、最大で 999 

枚までです。 

③相手科目の指定ウィンドウが表示され、会計伝票の確認になります。 
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３．８ 「41-21 手形明細の問合せ」 

３．８．１ 概要 

  未決済の受取手形、支払手形をカレンダー形式で確認できます。また、ドリルダウンして登録済みの 

手形明細を確認することも可能です。 

 

３．８．２ 「手形カレンダーの確認」画面 

 

(1) 操作方法 

①支払手形および受取手形の日付ごとの決済予定がカレンダー形式で表示されます。 

②「最終期日」を変更して表示し直す場合は、[F1 最終期日]ボタンをクリックします。なお、「最 

終期日」には、予め手形期日が一番未来の手形の手形期日が設定されています。 

③手形明細の一覧表を表示する場合は、画面上部の[明細一覧]ボタンをクリックするか、行をダブル 

クリック、または行をクリックで選択しエンター・キーを押します。 

④手形区分を変更する場合は、画面上部の[区分変更]ボタンをクリックして行います。 

 

３．８．３ 「受取手形の区分変更」画面 
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(1) 操作方法 

①まず「変更する区分」を指定して、区分変更する手形の行をクリックします。 

②次に、[↓ 選択]ボタンをクリックして、選択します。 

③変更するすべての手形の選択が終了したら、[選択終了]ボタンをクリックします。 

 ④当画面での区分変更は、下記の変更のみ可能です。 

1) 手持   → 取立依頼 

2) 取立依頼 → 手持 

3) 裏書   → 決済 

4) 決済   → 裏書 

5) 手持   → 担保差入 

6) 担保差入 → 手持 

7) 割引   → 決済 

8) 決済   → 割引 

 

３．８．４ 「手形明細の一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①登録されているすべての支払手形および受取手形がタブ 

    ごとに表示されます。 

②条件を指定して一覧表示し直す場合は、画面上部の[F8検 

索]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

③ [F7]ボタンをクリックして、画面右側の表示を切り替えられます。 

1)「受取手形」タブの場合（[F7 支払人] [F7 受入日] [F7 取引先]） 

「支払人」「支払場所」表示→「受入日」「受入科目」表示→「取引先」「裏書先／銀行支店名」 

表示 

  2) [支払手形]タブの場合（[F7 振出人] [F7 振出日] [F7 取引先]） 
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   「振出人」「支払場所」表示→「振出日」「振出科目」→「取引先」「裏書先／銀行支店名」 

④[区分変更]ボタンで受取手形の区分を変更できます。詳細は第４章

 の「３．15．３ 「受取手形の区分変更」画面」をご参照ください。 

⑤［残高ﾁｪｯｸ］ボタンをクリックすると右の画面が表示され、受取手 

形、支払手形の科目残高と登録済みの手形明細合計額が一致してい 

るかを確認できます。 

 

 

 

３．９ 「41-22 未決済手形一覧表の印刷」 

３．９．１ 概要 

未決済手形一覧表を印刷します。 

 

３．９．２ 「未決済手形一覧表の印刷指定」画面（「未決済受取手形」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力対象・出力順 

出力する手形の区分及び出力順番を指定します。「個別指定」を選択した場合は、出力する手形の区

分を個別に指定します。 

2)出力条件 

出力する手形を「受入手形科目」、「取引先」、「取立銀行」、「割引銀行」、及び「裏書先」で絞り込む

ことができます。必要に応じて入力します。 

3)出力日付 

「手形期日」、「受入日」、「受入期間」のいずれかから選択します。それぞれの違いは次の通りです。 

a.「手形期日」  

  各手形明細の「手形期日」を絞り込みの条件として出力します。手形の区分（手持、割引等）は、

現時点の区分で出力します。  

b.「受入日」指定   

 各手形明細の「受入日」（「手持」以外の区分の場合は「取引日」）を絞り込みの条件として出力し

ます。手形の区分（手持、割引等）は、出力条件として指定した日付時点の区分で出力します。  

c．「受入期間」指定  
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  各手形明細の「受入日」（「手持」以外の区分の場合は「取引日」）を絞り込みの条件として出力し

ます。手形の区分（手持、割引等）は、出力条件として指定した終了日時点の区分で出力します。 

※b.c.の指定については、次のような場合に有効にご活用いただけます。  

（例）決算日：３月３１日、本日の日付：４月２０日のとき、４月１０日に決済された手形がある 

が、３月３１日時点の状態の手形明細一覧を出力したい場合 

   この場合、b．の「受入日」指定で３月３１日を指定し、未決済手形明細一覧を出力します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

３．９．３ 「未決済手形一覧表の印刷指定」画面（「未決済支払手形」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力対象・出力順 

出力する手形の出力順番を指定します。 

2)出力条件 

出力する手形を「振出手形科目」、「取引先」及び「支払銀行」で絞り込みすることができます。必要

に応じて入力します。 

3)出力日付 

「手形期日」、「振出日」、「振出期間」のいずれかから選択します。それぞれの違いは次の通りです。 

a.「手形期日」  

  各手形明細の「手形期日」を絞り込みの条件として出力します。手形の区分は、「本日の日付」時

点の区分で出力します。  

b.「振出日」指定   

 各手形明細の「振出日」を絞り込みの条件として出力します。手形の区分は、出力条件として指定

した日付時点の区分で出力します。  

c．「振出期間」指定  

  各手形明細の「振出日」を絞り込みの条件として出力します。手形の区分は、出力条件として指 

定した終了日時点の区分で出力します。 

※b.c.の指定については、次のような場合に有効にご活用いただけます。  

（例）決算日：３月３１日、本日の日付：４月２０日のとき、４月１０日に決済された手形がある 

が、３月３１日時点の状態の手形明細一覧を出力したい場合 
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   この場合、b．の「振出日」指定で３月３１日を指定し、未決済手形明細一覧を出力します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

３．９．４ 「未決済手形一覧表の印刷指定」画面（「手形モニター」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力帳表 

出力する帳表を選択します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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４．電子記録債権管理 

４．１ 「51-1 開始時：電子記録債権登録」 

４．１．１ 概要 

システム利用開始以前に発生している電子記録債権明細を登録します。 

 

４．１．２ 「電子記録債権の一覧」画面 

 

(2) 操作方法 

①登録されている電子記録債権が一覧に表示されます。 

②仕訳と連動しない電子記録債権明細を登録する場合、［登録］ボタンをクリックします。 

③電子記録債権を修正する場合は、修正する電子記録債権を反転させ［修正］ボタンをクリックします。 

画面右側に詳細情報が表示されますのでここで修正します。 

④電子記録債権を削除する場合は、削除する電子記録債権を反転させ［削除］ボタンをクリックします。 

⑤電子記録債務、電子記録債権の表示の切替はそれぞれのタブをクリックします。 

⑥［F8 検索］ボタンをクリックすると、右のウィン  

ドウが表示され、電子記録債権の検索が可能です。 

 

 

 

 

 

⑦［残高チェック］ボタンをクリックすると右のウィンド 

 ウが表示され、電子記録債権明細の合計金額と科目残高 

の金額のチェックが可能です。 
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⑧［ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをクリックすると右のウィンドウ 

 が表示されます。 

1)読込を行うファイルを指定して［開く］ボタンを 

クリックします。 

2)データの開始行を入力後、読込処理を開始します。 

なお、ファイル読込レイアウトにつきましては、 

システム解説書の巻末資料を参照してください。 

 

 

４．１．３ 「電子記録債権の登録」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①電債受入科目 

（電債振出科

目） 

 登録する電子記録債権・債務科目を選択します。 

②受入時の情報 

1)受入日（振 

出日） 

 電子記録債権の受入日（電子記録債務の場合は振出日）を入

力します。 

2)電子債権記

録番号 

20桁の英数字 電子記録債権・債務の電子債権記録番号を入力します。 

3)支払期日   電子記録債権・債務の支払期日を入力します。 

4)債権金額 -99,999,999,999 

～99,999,999,999 

電子記録債権・債務の債権金額を入力します。 

5)取引先 6桁の数字 電子記録債権を譲り受けた（または振り出した）取引先を選 

択します。 

6)支払人（振 

出人） 

6桁の数字 受け入れた電子記録債権・債務の実際の支払いを行う取引先 

を選択します。 

7)決済口座 

 a.科目コー 

ド 

4桁の数字 電子記録債権・債務を決済する自社の口座を勘定科目で入力 

します。 

 b.補助コー 

ド 

3桁の英数字 科目を口座別または部門別管理している場合は、電子記録債 

権・債務を決済する口座（部門）を入力します。 

8)電子記録債  当項目は備忘として入力します。登録する電子記録債権・債 
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権種別 務が「でんさい」かそれ以外かを選択します。 

9)譲渡制限  当項目は備忘として入力します。登録する電子記録債権・債 

務が「でんさい」の場合に、金融機関のみに譲渡を制限され 

た「でんさい」である場合は「あり」を選択します。 

③顛末情報 

1)電債区分  当項目は電子記録債権・債務の登録時にのみ有効となりま 

す。受け入れた電子記録債権・債務について割引、譲渡等を 

行っている場合に該当する電債区分を選択します。 

2)取引日  割引、譲渡等を行った年月日を入力します。 

3)銀行支店名 

（裏書先） 

 電債区分が「割引電子記録債権」の場合は、銀行支店名を勘 

定科目コード及び補助コードで登録します。また、電子記録 

債権区分が「譲渡電子記録債権」の場合は、譲渡先の取引先 

コードを登録します。 

4)電債管理科 

目 

 登録した電子記録債権区分を管理する電子記録債権科目を 

選択します。 

 

４．２ 「51-11 電子記録債権の受入」 

４．２．１ 概要 

電子記録債権の登録を行います。電子記録債権明細の登録に続き、電子記録債権の受入仕訳が自動計

上されます。 

 

４．２．２ 「電子記録債権の受入」画面 

 

(1) 操作方法 

①受入科目を選択し、受入日等の項目を入力します。 

②一度に入力できる電子記録債権明細数は最大 999枚です。 

③すべての入力項目が終了したら、［F4 入力終了］ボタンをクリックします。 

④［F4 入力終了］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されま

  す。仕訳に起こす際の相手科目を指定し［ＯＫ］ボタンをクリックし 

ます。［ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックすると前の画面に戻ります。［一覧］ 

ボタンをクリックすると勘定科目の一覧が表示されます。 
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 ⑤［ＯＫ］ボタンをクリックすると取引の内容

が会計伝票の形で表示されます。伝票番号、証

憑書番号等の不足している項目の入力を行って

ください。 

 科目、取引金額の修正は会計伝票では行えま

せん。［F4 戻る］ボタンをクリックして「電子

記録債権の受入」画面に戻り入力し直します。 

 

 

 

 

 

４．３ 「51-12 電子記録債権の顛末」 

４．３．１ 概要 

登録した電子記録債権について、割引、譲渡、担保差入、支払不能電子記録債権の決済、電子記録債権

の書替の処理を行います。 

 

４．３．２ 「電子記録債権の顛末」画面 

 

(1) 操作方法 

①取引の種類を選択し、［明細表示］ボタンをクリックします。 

②画面上側に電子記録債権の一覧が表示されますので、処理の対象となる電子記録債権を［↓選択］ボタ

ンで選択します。選択された電子記録債権は、上の一覧から下の一覧に移ります。 

 なお、一度に選択できるのは、最大で 999枚までです。 

③なお、取引の種類として「電子記録債権の割引」または「電子記録債権の譲渡」を選択した場合、分割

割引、分割譲渡が可能です。「分割割引」（分割譲渡）の下にあ

る［↓選択］ボタンをクリックすると、右の画面が表示されま

す。今回割引（譲渡）金額及び分割債権（子債権）の電子債権

記録番号を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。当画面で

入力した金額が自動的に原債権（親債権）から減額されます。 

④［F4 選択終了］ボタンをクリックすると、割引、譲渡、支払不能電子記録債権の決済、電子記録債権

の書替の場合、相手科目の指定画面が表示され、会計伝票での確認になります。電子記録債権の書替処

理の場合は電子記録債権の入力を行います。 
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④担保差入の場合は［F4 選択終了］ボタンをクリックすると、右の

ウィンドウが表示されます。取立依頼銀行、または担保差入銀行

を入力し［ＯＫ］ボタンをクリックします。仕訳の入力は行いま

せん。 

 

 

４．４ 「51-13 電子記録債権の決済」 

４．４．１ 概要 

登録した電子記録債権の決済の処理を行います。 

 

４．４．２ 「電子記録債権の決済」画面 

 

(1) 操作方法 

①取引の種類を選択し、［明細表示］ボタンをクリックします。 

②処理対象の電子記録債権を選択します。一度に選択できるのは、最大で 999枚までです。 

③［F4 選択終了］ボタンをクリックすると、相手科目の指定ウィンドウが表示され、会計伝票での確認 

を行います。 

④割引電子記録債権及び譲渡電子記録債権の決済については、仕訳による決済と、区分変更による決済

があります。決済方法の変更は「区分変更のみ」のチェックの付け外しで行ってください。 

 

４．５ 「51-14 電子記録債務の振出」 

４．５．１ 概要 

  振り出した電子記録債務の登録を行います。電子記録債務明細の登録に続き、電子記録債務の発生仕

訳が自動計上されます。 

 

  

135



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

４．５．２ 「電子記録債務の振出」画面 

 

(1) 操作方法 

①振出科目を選択します。 

②振出日等の入力項目を入力します。 

③一度に登録できる電子記録債権は、最大で 999枚までです。 

④すべての入力項目が終了したら、［F4 入力終了］ボタンをクリックします。相手科目の指定ウィンド

ウが表示され、会計伝票での確認を行います。 

 

４．６ 「51-15 電子記録債務の書替」 

４．６．１ 概要 

電子記録債務の書替え処理を行います。 

 

４．６．２ 「電子記録債務の回収」画面 

 

(1) 操作方法 

①電子記録債務の書替え処理を行います。 

②［明細表示］ボタンをクリックし、電子記録債務を表示します。 

③書き替える電子記録債務を選択し、［F4 選択終了］ボタンをクリックします。一度に選択できるのは、

最大で 999枚までです。 

④新たに振り出す電子記録債務の登録を行い、会計伝票の確認になります。 

136



ＦＸ４クラウド操作説明書から抜粋 

 

 

４．７ 「51-16 電子記録債務の決済」 

４．７．１ 概要 

登録した電子記録債務の決済の処理を行います。 

 

４．７．２ 「電子記録債務の決済」画面 

 

(1) 操作方法 

①［明細表示］ボタンをクリックして電子記録債務を表示します。 

②決済する電子記録債務を選択し、［F4 選択終了］ボタンをクリックします。一度に選択できるのは、 

最大で 999枚までです。 

③相手科目の指定ウィンドウが表示され、会計伝票の確認になります。 
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４．８ 「51-21 電子記録債権の問合せ」 

４．８．１ 概要 

  未決済の電子記録債権、電子記録債務をカレンダー形式で確認できます。また、ドリルダウンして登録

済みの電子記録債権明細を確認することも可能です。 

 

４．８．２ 「電子記録債権カレンダーの確認」画面 

 

(1) 操作方法 

①電子記録債務および電子記録債権の日付ごとの決済予定がカレンダー形式で表示されます。 

②「最終期日」を変更して表示し直す場合は、[F1 最終期日]ボタンをクリックします。なお、「最 

終期日」には、予め支払期日が一番未来の電子記録債権の支払期日が設定されています。 

③電子記録債権明細の一覧表を表示する場合は、画面上部の[明細一覧]ボタンをクリックするか、行

をダブルクリック、または行をクリックで選択しエンター・キーを押します。 

④電子記録債権区分を変更する場合は、画面上部の[区分変更]ボタンをクリックして行います。 

 

４．８．３ 「電子記録債権の区分変更」画面 

 
(1) 操作方法 

①まず「変更する区分」を指定して、区分変更する電子記録債権の行をクリックします。 

②次に、[↓ 選択]ボタンをクリックして、選択します。 
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③変更するすべての電子記録債権の選択が終了したら、[選択終了]ボタンをクリックします。 

 ④当画面での区分変更は、下記の変更のみ可能です。 

1) 譲渡   → 決済 

2) 決済   → 譲渡 

3) 手持   → 担保差入 

4) 担保差入 → 手持 

5) 割引   → 決済 

6) 決済   → 割引 

 

４．８．４ 「電子記録債権明細の一覧」画面 

 

(1) 操作方法 

①登録されているすべての電子記録債務および電子記録

  債権がタブごとに表示されます。 

②条件を指定して一覧表示し直す場合は、 [F8検索]ボ 

タンをクリックします。 

 

 

 

③ [F5]ボタンをクリックして、支払期日欄の表示を切り替えられます。 

1)「電子記録債権」タブの場合（[F5取引日] [F5 受入日]［F5支払期日］） 

2)「電子記録債務」タブの場合（[F5取引日] [F5 振出日]［F5支払期日］） 

④ [F7]ボタンをクリックして、画面の表示を切り替えられます。 

1)「電子記録債権」タブの場合（[F7 支払人] [F7 取引先]） 

「支払人」「決済口座」表示→「取引先」「譲渡先／銀行支店名」表示 

  2) 「電子記録債務」タブの場合（[F7 振出人] [F7 取引先]） 

   「振出人」「決済口座」表示→「取引先」「譲渡先／銀行支店名」 
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⑤[区分変更]ボタンで電子記録債権の区分を変更できます。詳細は「４．８．３ 「「電子記録債権の区

分変更」画面をご参照ください。 

⑥［残高ﾁｪｯｸ］ボタンをクリックすると右の画面が表示され、電 

 子記録債権、電子記録債務の科目残高と登録済みの電子記録債 

 権明細合計額が一致しているかを確認できます。 

 

 

 

 

４．９ 「51-22 未決済電子記録債権の印刷」 

４．９．１ 概要 

未決済電子記録債権一覧表を印刷します。 

 

４．９．２ 「未決済電子記録債権一覧表の印刷指定」画面（「未決済電子記録債権」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力対象・出力順 

出力する電子記録債権の区分及び出力順番を指定します。「個別指定」を選択した場合は、出力する

電子記録債権の区分を個別に指定します。 

2)出力条件 

出力する電子記録債権を「電債受入科目」、「取引先」、「割引銀行」、及び「譲渡先」で絞り込むこと

ができます。必要に応じて入力します。 

3)出力日付 

「支払期日」、「受入日」、「受入期間」のいずれかから選択します。それぞれの違いは次の通りです。 

a.「支払期日」  

  各電子記録債権明細の「支払期日」を絞り込みの条件として出力します。電子記録債権の区分（手

持、割引等）は、現時点の区分で出力します。  

b.「受入日」指定   

 各電子記録債権明細の「受入日」（「手持」以外の区分の場合は「取引日」）を絞り込みの条件とし

て出力します。電子記録債権の区分（手持、割引等）は、出力条件として指定した日付時点の区分

で出力します。  
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c．「受入期間」指定  

  各電子記録債権明細の「受入日」（「手持」以外の区分の場合は「取引日」）を絞り込みの条件とし

て出力します。電子記録債権の区分（手持、割引等）は、出力条件として指定した終了日時点の区

分で出力します。 

※b.c.の指定については、次のような場合に有効にご活用いただけます。  

（例）決算日：３月３１日、本日の日付：４月２０日のとき、４月１０日に決済された電子記録債権

があるが、３月３１日時点の状態の電子記録債権明細一覧を出力したい場合 

   この場合、b．の「受入日」指定で３月３１日を指定し、未決済電子記録債権明細一覧を出力し

ます。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

４．９．３ 「未決済電子記録債権一覧表の印刷指定」画面（「未決済電子記録債務」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力対象・出力順 

出力する電子記録債権の出力順番を指定します。 

2)出力条件 

出力する電子記録債権を「電債振出科目」、「取引先」及び「決済口座」で絞り込みすることができま

す。必要に応じて入力します。 

3)出力日付 

「支払期日」、「振出日」、「振出期間」のいずれかから選択します。それぞれの違いは次の通りです。 

a.「支払期日」  

  各電子記録債権明細の「支払期日」を絞り込みの条件として出力します。電子記録債権の区分は、

「本日の日付」時点の区分で出力します。  

b.「振出日」指定   

 各電子記録債権明細の「振出日」を絞り込みの条件として出力します。電子記録債権の区分は、出

力条件として指定した日付時点の区分で出力します。  

c．「振出期間」指定  

  各電子記録債権明細の「振出日」を絞り込みの条件として出力します。電子記録債権の区分は、

出力条件として指定した終了日時点の区分で出力します。 
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※b.c.の指定については、次のような場合に有効にご活用いただけます。  

（例）決算日：３月３１日、本日の日付：４月２０日のとき、４月１０日に決済された電子記録債

権があるが、３月３１日時点の状態の電子記録債権明細一覧を出力したい場合 

   この場合、b．の「振出日」指定で３月３１日を指定し、未決済電子記録債権明細一覧を出力

します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

４．９．４ 「未決済電子記録債権一覧表の印刷指定」画面（「電子記録債権モニター」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力帳表 

出力する帳表を選択します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

５．資金繰り計画 

５．１ 「61 資金繰り予定表（５日報）」 

５．１．１ 概要 

入金管理機能、支払管理機能、および電子記録債権・手形管理システムの情報に基づく実際の支払予

定、入金予定に基づいて、５日ごとの資金繰り予定が表示されます。 
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５．１．２ 「資金繰り予定表（５日報）」画面 

 

(1) 操作方法 

①［F5 詳細表示］をクリックすると、内訳区分別の金額も表示されます。［F5 要約表示］をクリックす

ると、元の表示に戻ります。 

②F7 キーを押すと、暦月表示（１～５、５～10･･･）と本日から（本日～５、５～10･･･）の表示を切り

替えることができます。 

③［F6 当初資金］ボタンをクリックすると、当初資金有り高を修正することができます。当初資金有 

り高を補正できます。補正されている場合は、[F1 再計算]ボタンにより現在の資金有り高から当初資 

金有り高が再計算されます。 

④表示される項目は資金繰り実績表と同一の項目です。 

⑤詳細確認、予定の変更等を行う場合は、該当行をダブルクリックします。 
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５．１．３ 「取引先別内訳明細の確認」画面 

 

(1) 操作方法 

①「資金繰り予定表(５日報)」画面で内訳区分のダブルクリックまたはエンター・キーで選択する 

と、当画面が表示され取引先ごとの入金予定、支払予定を確認できます。 

② 当画面で、取引先ごとの入金予定、支払予定の内容の確認、変更を行う場合は、該当行をダブル 

クリックまたはエンター・キーで選択してください。 

 

５．２ 「62 資金繰り計画表（６か月）」 

５．２．１ 概要 

入金管理機能、支払管理機能、および電子記録債権・手形管理システムの情報に基づく実際の支払予

定、入金予定に基づいて、向こう６か月の資金繰り予定が表示されます。 

 

４．２．２ 「資金繰り計画表（６か月）」画面 

 

(1) 操作方法 

①表示される項目は資金繰り実績表と同一です。 
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②[F5 詳細表示]ボタンをクリックすると、すべての収支区分について、内訳区分別の金額が表示され

ます。[F5 要約表示]ボタンをクリックすると、元の表示に戻ります。また、収支区分の行をダブル

クリックまたはエンター・キーで選択すると、当該収支区分の内訳区分の表示、非表示の切替が可

能です。 

③ [F6 月初資金]ボタンをクリックすると、月初資金有り高を補正できます。補正されている場合は、

「F1 再計算」ボタンにより現在の資金有り高から月初資金有り高が再計算されます。 

④ 内訳区分の行をダブルクリックまたはエンター・キーで選択するか、画面上部の[補正計上]ボタ 

ンをクリックすると、当該内訳区分の計画値を補正できます。 

 

４．２．３ 「補正計上」画面 

 

(1) 操作方法 

①選択された内訳区分の資金繰り計画値が計上元別に内訳表示されます。 

②計上元別の内訳を確認の上、補正額を入力します。補正入力されている内訳区分・月については、 

「資金繰り計画表(６か月)」画面で、計画値が青色表示されます。 

なお、入力値を確定させる場合は、必ず内訳区分ごとに[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

③会計伝票あるいは「資金管理」タブで登録した入金予定、支払予定と補正計上とで二重計上となら 

ないようご注意ください。 
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５．３ 「63 資金繰り計画表の印刷」 

５．３．１ 概要 

資金繰り計画表を印刷します。 

 

５．３．２ 「資金繰り計画表の印刷指定」画面 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)資金繰り予定表(5日報) 

資金繰り予定表(5日報)を出力する場合はチェックを付けます。 

a.「すべて」または「個別指定」により、「経常収支の内訳」、「財務等支出の内訳」、「財務等収入の 

内訳」のいずれを印刷するかを指定します。 

  b.「出力日付」で「向こう 1か月を出力する」か「暦月で出力する」かを選択します。 

2)資金繰り計画表(6か月) 

資金繰り予定表(6か月)を出力する場合はチェックを付けます。 

a.「すべて」または「個別指定」により、「経常収支の内訳」、「財務等支出の内訳」、「財務等収入の 

内訳」のいずれを印刷するかを指定します。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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６．資金管理 

６．１ 「71 資金繰り実績表」 

６．１．１ 概要 

  資金取引の入力の際、その収支区分と内訳科目を指定することにより、資金繰り実績表を作成できま

す。これにより資金の流れが、より明確に表示できるようになっています。また、資金の相手科目によっ

て収支区分とその内訳項目が確定できる場合は、あらかじめその区分に対応する相手科目コードを登録

しておくことができます。 

事前に「システム情報」で「資金収支の管理を行う」と設定する必要があります。 

 

６．１．２ 「資金繰り実績表」画面 

 

(1) 操作方法 

①指定された月の属する会計期間の期首からの実績を表示します。 

②［F5 詳細表示］ボタンをクリックすると、選択されている資金収支大分類の内訳（小分類）が確認で 

きます。再度クリックすると元の表示に戻ります。実績のない小分類は表示しません。 

③問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

④収支区分をダブルクリックするか、または［Enter］キーで選択すると取引先（口座）別の内訳画面を 

表示します。 
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６．１．３ 「取引先（口座）別内訳」画面 

 

(1) 操作方法 

①資金繰り実績表で選択された収支区分の取引先（口座）別の内訳金額を表示します。 

②F5キーで取引先別と口座別の切替表示ができます。 

③取引先（口座）を選択してダブルクリックするか、または［Enter］キーを押すと、取引明細の確認画 

面を表示します。 

 

６．２ 「72 金融機関別預貸率表」 

６．２．１ 概要 

金融機関との取引状況を、金融機関ごとの預貸率（借入金に対する預金の割合）により確認できます。 

 

６．２．２ 「金融機関別預貸率表」画面 

 

(1) 操作方法 

①問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 
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②列見出しをクリックして、表示順番を変更できます。 

 

６．３ 「73 資金管理報告書の印刷」 

６．３．１ 概要 

資金管理報告書を印刷します。 

 

６．３．２ 「資金管理報告書の印刷指定」画面（「資金繰り実績表」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力帳表 

出力帳表を選択します。 

2)出力日付 

出力年月を指定します。当期の５期前の期首月以降の指定が可能です。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

６．３．３ 「資金管理報告書の印刷指定」画面（「資金繰り実績表(内訳方式)」タブ） 
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(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力日付 

出力年月を指定します。当期の５期前の期首月以降の指定が可能です。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 

 

６．３．４ 「資金管理報告書の印刷指定」画面（「金融機関別預貸率表」タブ） 

 
(1) 操作方法 

 ①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。 

1)出力順番 

並べ替えの基準とする項目を選択します。さらに、その項目の表示順を「昇順（小さいものから大 

きいものへ）」「降順（大きいものから小さいものへ）」から選択します。 

2)出力日付 

出力年月を指定します。当期の５期前の期首月以降の指定が可能です。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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第１０章「会社情報」タブ 
 

１．基本情報の登録・修正 

１．３ 「3 システム情報」 

１．３．１ 概要 

  機能の利用有無、仕訳入力に関する設定、印刷に関する設定等、システムの利用に関する各種設定を 

行います。 
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１．３．２ 「システム情報」画面（「システム情報１」タブ） 

 
 

 

(1) 入力項目 

項目名 内 容 

①基本システム

利用開始日 

ＦＸ４クラウドの利用開始日が表示されます。 

当項目は変更できません。 

②変動損益計算

書の表示位置 

変動損益計算書において、当期実績値の右に「前期実績値／計画値」の順で表示す

るか、「計画値／前期実績値」の順で表示するかを設定します。 

③たな卸高・他

勘定振替高の固

変分解 

「変動損益計算書」に表示するたな卸高（「期首たな卸高」及び「期末たな卸高」）

及び他勘定振替高を、全額変動費とするか、または総製造費用の変動費割合を乗

じて固変分解（変動費と固定費への分解)するのかを設定します。 

④各部門の固変

分解 

当項目は、総製造費用の変動費割合で固変分解するとした場合のみ選択科目です。 

各部門のたな卸高の固変分解で使用する割合を選択します。 

「一律、全社の割合を使用」を選択した場合、各部門のたな卸高は、すべて「全

社」の割合を使用して固変分解がなされます。 

｢各部門の割合を使用｣を選択した場合、部門ごとに当該割合が計算され、この割

合を使用して固変分解がなされます。 

⑤部門別管理 

1)部門コード

省略値 

伝票入力時の部門明細の入力方法を「部門コード直接入力」としている場合に有

効になる設定です。直接入力する際に、部門コードの入力を省略した場合に自動

表示される部門コードを設定します。 

なお、部門コード省略値をユーザごとに設定することも可能です。この場合は、

「会社情報」タブの「ユーザ名情報」メニューで設定できます。 

2)共通費の配

賦方法 

部門共通費を各部門に配賦する方法を設定します。「簡易型」を選択した場合、変

動損益計算書の「共通原価配賦」「共通固定費配賦」行に表示する金額、または割

合を直接入力します。 

「詳細型」を選択すると、内訳項目（変動費、人件費、その他固定費、設備費）ご

とに、ウェイト配賦と実額入力が選択できます。 

ウェイト配賦とした場合、設定された基準（売上高、人件費、従事員数等）の割合

（ウェイト）で配賦額を自動計算し各部門に配賦されます。 

3)配賦額を部

門別損益計

算書等へ表

示する 

各部門に配賦された額を部門別損益計算書に表示するかどうかの設定です。「表

示する」とした場合、「経常利益」の下に「共通原価配賦」「共通固定費配賦」「配

賦後経常利益」が表示されます。 
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⑥資金管理 

 1)資金収支の

管理を行う 

資金収支の管理を行う場合、チェックをつけます。 

 

 2)管理項目 資金収支の管理を行う場合で、内訳管理を経常収入と経常支出のみ行うときはさ

らに「経常収支のみ内訳管理する」にチェックをつけます。経常収支のみにすると

他の項目（決済設備等支出、借入金返済など）の内訳はすべて「その他」になりま

す。 

⑦資金収支区分

の内訳数 

資金収支区分ごとに管理する内訳区分数を設定します。 

⑧支払・入金管

理 

支払管理機能、入金管理機能、資金繰り計画機能を利用する場合はチェックを付

けます。 

⑨手形管理 

 1)開始日 手形管理機能の利用開始年月日を入力します。当項目に年月日を入力することに

より、手形管理機能を利用できます。電子記録債権・手形管理システムをご利用の

場合のみ入力が可能です。 

 2)本日期日の

手形を表示 

チェックを付けると、本日期日を迎える受取手形、支払手形がある場合、システム

の起動時に、該当する手形枚数と金額が表示されます。 

 3)手形登録時

の金額をチ

ェック 

チェックを付けると、支払手形、受取手形の発生仕訳を入力した際に、選択した手

形明細の合計金額と取引金額が一致しているかどうかをチェックします。該当し

た場合は、取引金額と手形明細の合計額が一致しないと仕訳を更新できません。 

 4)手形決済時

の金額をチ

ェック 

チェックを付けると、支払手形、受取手形の決済仕訳を入力した際に、選択した手

形明細の合計金額と取引金額が一致しているかどうかをチェックします。該当し

た場合は、取引金額を訂正するか、手形明細を選択しないと仕訳を更新できませ

ん。 

⑩電子記録債権管理 

 1)開始日 電子記録債権管理機能の利用開始年月日を入力します。当項目に年月日を入力す

ることにより、電子記録債権管理機能を利用できます。電子記録債権・手形管理シ

ステムをご利用の場合のみ入力が可能です。 

 2)期日直前の

電債を表示 

チェックを付けると、期日直前の電子記録債務がある場合、システムの起動時に、

該当する電子記録債務の件数と金額が表示されます。 

 3)電債登録時

の金額をチ

ェック 

チェックを付けると、電子記録債務、電子記録債権の発生仕訳を入力した際に、選

択した電子記録債権明細の合計金額と取引金額が一致しているかどうかをチェッ

クします。該当した場合は、取引金額と電子記録債権明細の合計金額が一致しな

いと仕訳を更新できません。 

 4)電子記録債

権決済時の

金額をチェ

ック 

チェックを付けると、電子記録債務、電子記録債権の決済仕訳を入力した際に、選

択した電子記録諫件明細の合計金額と取引金額が一致しているかどうかをチェッ

クします。該当した場合は、取引金額を訂正するか、電子記録債権明細を選択しな

いと仕訳を更新できません。 

⑪プロジェクト

管理 

プロジェクト管理機能を利用する場合はチェックを付けます。 
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１．３．２ 「システム情報」画面（「システム情報２」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 内 容 

①仕訳の入力可

能月数 

当月（直近の月次決算が完了した月の翌月）から数えて何か月間、月次決算を行わ 

ずに伝票を入力できるかを設定します。１～４の入力が可能です。 

［例］３月まで月次決算が終了している状態で、「月次決算後の入力可能月数」を

４か月と設定している場合、伝票入力が可能な月は４～７月までです。 

②仕訳の承認 承認機能を利用する場合にチェックします。 

③前月追加仕訳

の入力禁止 

前月（直近の月次決算完了月）への追加仕訳計上を禁止するかどうかを設定しま

す。 

月次決算完了済みの月への誤った仕訳入力を防止できます。 

④複合仕訳辞書

の入力方法 

複合仕訳辞書の入力方法を選択します。 

①「複合仕訳型」 

  「日常業務」タブのメニュー「7 複合仕訳」の形式で登録する辞書です。 

  仕訳辞書の登録時、及び仕訳辞書からの入力時には諸口勘定を入力する必要

  はありません。仕訳の更新時に自動的に諸口勘定を使った単純仕訳に分解さ

  れます。 

②「５伝票型」 

  「日常業務」タブのメニュー「6 伝票（５伝票型）」の形式で登録する辞書

です。諸口勘定を使い、単純仕訳に分解した形で仕訳辞書の登録、及び仕訳辞

書からの入力を行います。 

⑤取引入力画面

の「取引年月

日」に初期表

示する年月日 

伝票入力画面の「取引年月日」に初期表示する年月日を指定します。先日付の伝票

を入力した場合、「本日の日付」も併せて進みます。このような場合に、当画面で

「本日の日付」としておくと、最後に伝票を入力した年月日が初期表示されます。

一方「パソコンの日付」としておくと、「本日の日付」に関係なく、パソコンの日

付が初期表示されます。 

⑥実績の問合

せ、印刷時に

初期表示する

年月 

パソコンの日付＜「本日の日付」の場合に、「日常業務」タブ、「最新業績」タブ

の問合せ、印刷メニューで初期表示する年月を指定します。 

⑦伝票(1 伝票

型)への内訳

参考表示 

当設定を利用するとした場合、「伝票（１伝票型）」をご利用の場合に、伝票画面

の下部にプロジェクトコード、内訳コード、受注番号、入金・支払予定日等の内訳

情報が表示されるようになります。伝票画面で［F8内訳入力］（または［F8内訳

確認］）ボタンをクリックせずに内訳情報を確認できます。 
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⑧銀行信販デー

タ受信機能 

銀行信販データ受信機能を利用するか否かを設定します。また、「利用する」とし

た場合、受信を許可する金融機関を併せて設定できます。「銀行」、「信販会社」、

「電子マネー」それぞれについて設定します。 

⑨ＴＫＣ証憑ス

トレージサー

ビスとのデー

タ連携機能 

ＴＫＣ証憑ストレージサービスとのデータ連携機能を利用するか否かを設定しま

す。なお、当機能の利用には「ＴＫＣ証憑ストレージサービス（ＦＸ４クラウド

用）」のセットアップライセンスが必要です。ライセンスがない場合、「利用す

る」に変更できません。 

⑩レジからのデ

ータ受信機能 

タブレットＰＯＳレジからのデータ受信機能を利用するか否かを設定します。ま

た、「利用する」とした場合、連携するタブレットＰＯＳレジの種類を、コンボボ

ックスで設定します。 

１．３．３ 「システム情報」画面（「システム情報３」タブ） 

 

(1) 入力項目 

項目名 内 容 

①伝票番号の入

力 

伝票番号の入力方法を設定します。 

①システムで自動付番する 

システムで自動的に更新した順番で伝票番号を振ります。伝票の入力時には伝

票番号の入力にはカーソルが止まりません。 

②担当者ごとに自動付番 

担当者（ユーザ）ごとに伝票番号を自動付番します。 

Ａさんは１０１、１０２、１０３・・、Ｂさんは２０１、２０２、２０３・・な

どの設定が可能です。 

なお、伝票番号の初期値は、「ユーザ登録」で行います。 

（注意）この設定は伝票番号の初期値を決めるための設定です。したがっ

て、ユーザごとに入力できる伝票番号は制限できません。 

③自動付番しない 

システムでの自動付番は一切行いません。 

②証憑書番号の

入力 

証憑書番号を文字列として入力するか、数字として入力するかを設定します。 

「文字入力」を選んだ場合、証憑書番号欄には英数字の入力が、「数字入力」を選

択した場合は数字のみの入力が可能となります。 

③科目別課税区

分一覧 

科目別課税区分一覧機能（勘定科目に応じてあらかじめ登録された「取引内容」

と「課税区分」が取引入力時に一覧表示される機能）を利用しない場合は、チェッ

クを付けます。 

④小切手番号の

入力 

伝票入力時の小切手番号の入力設定を行います。なお、下記の③～⑤を選んだ場

合は、「貸借の設定」を併せて行うことにより、指定科目を貸借いずれに入力した

場合でも入力可能とするか、貸方の場合のみ可能とするかを指定できます。 
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①入力しない 

小切手番号の入力は一切行いません。 

②全伝票入力 

すべての取引で小切手番号の入力を行います。 

③現金・流動性預金のみ入力 

現金、流動性預金の科目が入力された場合のみ小切手番号の入力を行います。 

④流動性預金のみ入力 

流動性預金の科目が入力された場合のみ小切手番号の入力を行います。 

⑤入力する科目を指定 

指定された科目が入力された場合のみ小切手番号を入力します。 

小切手番号を入力する科目を現金流動性預金の科目一覧から選択します。 

⑤受注番号の入

力 

伝票に受注番号を入力する場合、チェックします。 

[ご参考]「受注番号」は、仕訳入力と仕訳の条件検索でのみ利用可能です。 

⑥取引先一覧の

絞り込み 

仕訳入力時に表示される取引先一覧を絞り込み表示するための設定です。 

①仕訳別取引先一覧 

仕訳別取引先一覧とは入力された仕訳（貸借の科目）に従い、取引先を絞り込

んで表示する一覧です。仕訳入力時に、貸借科目の組み合わせに該当する取引

先のみが一覧表示されます。 

②科目別仕入先一覧 

課税区分［5］～[8]の入力済みデータを基に、科目別に取引先一覧を作成しま

す。 

 これにより、課税区分［5］～[8]の仕訳入力時に、入力した科目に該当する取引

先のみが一覧表示され、入力業務の効率化を図ることができます。 

③絞り込みをしない 

 常にすべての取引先が表示されます。 

⑦元帳摘要一覧

の初期値 

仕訳入力時の元帳摘要一覧に「専用摘要一覧」と「仕入れ資産等の総称一覧」のど

ちらを表示するかを設定します。 

「仕入れ資産等の総称一覧」を選択した場合は、課税区分[5]～[8]の仕訳を基に、

仕入先別の元帳摘要一覧」を「仕入資産の総称一覧」として自動作成します。 

なお、一覧が表示されてから切り替えることも可能です。 

⑧出納帳の利用 

1)科目の選択 ①現金科目にチェックを付けると、会計伝票入力に加えて、当該科目を「日常業

務」タブのメニュー「2 現金出納帳」で「現金出納帳」方式でも入力できるよ

うになります。 

②預金科目にチェックを付けると、会計伝票入力に加えて、当該科目を「日常業

務」タブのメニュー「3 預金出納帳」で「預金出納帳」方式でも入力できるよ

うになります。 

2)現預金出納

帳の仕訳番

号欄 

「現金出納帳」「預金出納帳」入力時に頁番号を入力するか仕訳番号を入力する

かを設定します。 

3)「伝票（元帳

型）」を利用

する 

チェックを付けると、現預金以外の科目を、会計伝票入力に加えて「日常業務」タ

ブのメニュー「3 預金出納帳」において、元帳形式での入力ができるようになり

ます。 
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１．３．４ 「システム情報」画面（「システム情報４」タブ） 

 

 

(1) 入力項目 

項目名 内 容 

①帳表の印鑑欄 帳表に印鑑欄を印刷する場合にチェックを付けます。 

②帳表のフッタ

ー 

これをチェックすると全帳表のフッターにシステム名・システム版数が印刷され

ます。 

③仕訳帳、元帳

印刷時の検索

条件 

これをチェックすると検索条件が印刷されます。 

④現金出納帳 

1)印刷区分 取引のない科目、口座について出納帳を出力しない場合はチェックします。 

 2)金種表 出納帳に金種表を印刷するかどうかの区分です。 

①印刷しない：一切、金種表を印刷しません。 

②取引のない日は印刷しない：取引のない日に印刷した出納帳には金種表を印 

 刷しません。 

③印刷する：金種表の印刷を行います。 

3)金種表の口

座別印刷 

金種表を口座別に印刷するか、科目ごとに印刷するかの区分です。 

 

⑤現金収支日報 

1)印刷区分 取引のない科目、口座について現金収支日報を出力しない場合はチェックします。 

2)口座別印刷 現金収支日報を口座別に印刷するか、科目ごとに印刷するかの区分です。 

⑥仕訳帳の出力 仕訳帳の印刷はここの設定に従い、出力する仕訳が限定されます。 
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３．勘定科目情報の登録・修正 

３．４ 「24 資金相手科目」 

３．４．１ 概要 

  ＦＸ４クラウドで資金繰り実績表を作成する場合、資金定義科目の仕訳入力時に、「収支区分」「内訳

区分」を入力します。当画面では、資金収支区分の選択を行いやすくするため、初期表示される「収支区

分」「内訳区分」の相手科目コードを登録します。 

 

３．４．２ 「資金相手科目」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①内訳区分 全角 8文字 内訳区分名を変更する場合はここで入力します。 

②科目 

1)科目コード  資金定義科目の相手科目として入力する科目コードのうち、選択

タブの「収支区分」、選択行の「内訳区分」を初期表示する科目

コードを入力します。 

2)補助コード

  

 入力した科目が口座別管理されている場合のみ入力可能です。入

力した科目で管理している補助コードを入力します。 

3)貸借区分  取引入力時に、登録した科目が貸借いずれに入力されたときに当

該「収支区分」「内訳区分」を初期表示するかを設定します。 

①D：借方に入力された場合 

②C：貸方に入力された場合 

③B：貸借両方に入力された場合 

(2) 操作方法 

①科目（口座）の入力後、借方、貸方、貸借両方の区分を入力します。項目名の修正を行う場合、直接入

力する項目をクリックします。 

②科目欄には同一科目コードを重複して設定することはできません。 

③補助コードは省略可能です。この場合、当該科目で登録した収支区分が全補助コードに適用されます。 
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４．マスター情報の登録・修正 

４．９ 「39 銀行・支店情報」 

４．９．１ 概要 

 「日常業務」タブでＩＢ等からのデータ読込機能を利用する場合、「資金管理」タブで総合振込依 

頼書を作成する場合、及びＴＫＣインターネットバンキング連動システムを使ってＩＢ／ＦＢ振込用デ 

ータを作成する場合に利用する銀行・支店情報を登録します。 

（ご注意）ＩＢ等からのデータ読込機能の利用には、インターネットオプションのご利用が必要です。 

 

４．９．２ 「銀行情報の登録」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①金融機関ｺｰﾄﾞ 4桁の数字 金融機関の金融機関コード（統一金融機関番号）を入力します。 

②銀行名 全角 10文字 銀行名を入力します。 

③銀行名ｶﾅ 半角 15文字 銀行名カナを入力します。 

(2) 操作方法 

①新規に銀行を登録する場合は［登録］ボタンをクリックします。 

②登録済みの銀行を修正・削除するには、銀行を選択して［修正］または［削除］ボタンをクリックし 

ます。 

③［ﾌｧｲﾙ切出］ボタンで登録済みの銀行・支店情報を切り出すことが可能です。 

④［ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをクリックすると当ウィンドウ 

 が表示されます。 

1)読込を行うファイルを指定して［開く］ボタンを 

クリックします。 

2)読込処理を開始します。 

3)既に登録済みのコードがテキストファイルに存在

した場合、先に登録されている銀行・支店情報を優

先するか、テキストファイルの内容で上書きする

かを選択できます。 

なお、ファイル読込レイアウトにつきましては、 

システム解説書の巻末資料を参照してください。 
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⑤支店情報を登録する場合は［支店情報］ボタンをクリックします。 

４．９．３ 「支店情報の登録」画面 

 

(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①支店ｺｰﾄﾞ 3桁の数字 支店コードを入力します。 

②支店名 全角 10文字 支店名を入力します。 

③支店名ｶﾅ 半角 15文字 支店名カナを入力します。 

(2) 操作方法 

①新規に支店を登録する場合は［登録］ボタンをクリックします。 

②登録済みの支店を修正・削除するには、支店を選択して［修正］または［削除］ボタンをクリックし 

ます。 
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４．10 「40 自社銀行口座情報」 

４．10．１ 概要 

 「日常業務」タブでＩＢ等からのデータ読込機能を利用する場合、「資金管理」タブで総合振込依 

頼書を作成する場合、及びＴＫＣインターネットバンキング連動システムを使ってＩＢ／ＦＢ振込用デ 

ータを作成する場合に、自社の銀行口座の情報を登録します。また、取引先ごとの約定の入金口座・振 

込元口座としても利用します。 

 また、「月次・年次決算」タブの「5 重要残高の確認」で表示される預金の口座番号は当画面で登録 

されたものが表示されます。 

（ご注意）ＩＢ等からのデータ読込機能の利用には、インターネットオプションのご利用が必要です。 

 

４．10．２ 「自社銀行口座情報」画面（「基本情報」タブ） 

 
(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①金融機関 4桁の数字 銀行口座を開設している金融機関の金融機関コード（統一金融機

関番号）を入力します。なお、金融機関コードの登録は、当欄で

［F2一覧］ボタンをクリックすると表示される銀行一覧画面で行

います（［登録］ボタン）。 

②支店 3桁の数字 銀行口座を開設している金融機関の支店コード（統一金融機関番

号）を入力します。なお、支店コードの登録は、当欄で［F2一覧］

ボタンをクリックすると表示される支店一覧画面で行います

（［登録］ボタン）。 

③預金種目  「当座預金」「普通預金」「貯蓄預金」「通常・振替貯金（総合

口座）」「振替貯金（振替口座）」「その他」から選択します。 

④口座番号 7桁の数字 口座番号を入力します。 

⑤口座名義 全角 16文字 口座の名義を入力します。 

⑥口座名義カナ 半角 40文字 口座名義カナを入力します。なお、口座名義カナについては、全 

国銀行協会指定のフォーマットに従って入力を行います。詳しく 

は、「口座名義カナ入力時の注意事項」（第１章 ３．１）をご参 

照ください。 

⑦取引開始年月 

日 

 取引開始日を備忘として入力します。 

⑧仕訳情報 

 1)勘定科目 4桁の数字 自社の銀行口座を管理している勘定科目を選択します。 

 2)口座 半角 3文字 自社の銀行口座を管理している口座を選択します。 
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 3)取引先コー

  ド 

 当口座の仕訳を計上する際に使用する取引先コードを入力しま

す。 

 4)取引先名  当口座の仕訳を計上する際に使用する取引先名(金融機関名)を

入力します。 

⑨備考  任意の入力項目です。 

 

４．10．３ 「自社銀行口座情報」画面（「ＩＢ等からのデータ読込」タブ） 

 
(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①ＩＢ等からの

データ読込機

能を利用する 

 当項目は、「基本情報」タブで、預金種目を「当座預金」または

「普通預金」と選択した場合にのみ選択可能です。 

当口座を「ＩＢ等からのデータ読込」機能で利用する場合は、当

項目にチェックを入れます。 

②読み込む明細

の種類 

 当項目は、「ＩＢ等からのデータ読込機能を利用する」にチェッ

クを付けた場合のみ選択可能です。入金明細と出金明細の両方を

読み込むか、入金明細だけを読み込むかを選択します。 

③ファイル選択

画面の表示設

定 

 当項目は、「ＩＢ等からのデータ読込機能を利用する」にチェッ

クを付けた場合のみ選択可能です。入出金明細データを選択する

画面において、画面に表示するファイルの種類を拡張子で指定し

ます。ダウンロードの都度、ファイルの種類が異なる場合は、拡

張子を「*」と指定してください。 

④インターネッ

トバンキング

のＵＲＬ 

 日常業務タブ「11 ＩＢ等ﾃﾞｰﾀ読込(全銀ﾌｧｲﾙ)」の「インターネ

ットバンキングの起動」画面で、ＩＢのログイン画面を呼び出す

ためのＵＲＬを入力します。 

(2) 操作方法 

①「ＩＢ等からのデータ読込機能を利用する」にチェックを入れると、当口座を「ＩＢ等からのデータ読

込」機能で利用できるようになります。ただし、「ＩＢ等からのデータ読込」機能は、預金種目が「当

座預金」または「普通預金」の預金口座でのみ利用できる機能です。「基本情報」タブの「預金種目」

欄が「貯蓄預金」等の預金口座では、チェックは入れられません。 

②預金通帳等の金融機関からの情報によらずに、自社内の証憑に基づいて出金の仕訳を計上している場

合、入出金明細データを仕訳として読み込んでしまうと出金明細分の仕訳が重複します。このため、

「読み込む明細の種類」欄では、入金明細だけを読み込む設定も可能です。 

③［ＩＢ起動］ボタンでは、「インターネットバンキングのＵＲＬ」欄に入力したＵＲＬが正しいかどう

かを検証できます。  
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４．10．４ 「自社銀行口座情報」画面（「総合振込」タブ） 

 
(1) 入力項目 

項目名 入力桁数 内 容 

①依頼人ｺｰﾄﾞ 10桁の数字 振込時に使用する依頼人ｺｰﾄﾞを入力します。 

(2) 操作方法 

①［全銀フォーマット情報］ボタンをクリックすると、銀行別のフォ

ーマット情報を登録するウィンドウガ開きます。設定された情報に

基づき、ＩＢ／ＦＢ用データを作成します。 

  なお、当情報の設定内容は金融機関によって異なります。事前に

振込元銀行にお問い合わせいただく必要があります。 

 1)レコード長 

  １レコードの長さを指定します。なお、「改行コード（CR-LF 

コード）」欄を「付ける」とした場合、改行コード２バイト 

を含んだバイト数を指定します。 

 2)改行コード（CR-LFコード） 

  「付ける／付けない」を選択します。 

 3)終了コード（EOFマーク） 

  「付ける／付けない」を選択します。 

 4)手形交換所番号 

  「スペース／0000」を選択します。 
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②［振込手数料情報］ボタンをクリックすると「振込手数

料登録」画面が開きます。当画面では、振込金額に対す

る振込手数料を登録します。振込金額の上限及び下限を

入力し、その金額に対する振込手数料を振込方法別（同

一店宛、同行他店宛、他行電信、他行文書）に入力しま

す。 

1)［同行他店宛の振込手数料を適用する他行］ボタン 

同一の金融グループ内の銀行間の振込では、他行への

 振込であるにもかかわらず、「同行他店宛」の振込手

 数料が適用される場合があります。このような場合は、振込元銀行ごとに、同行他店扱いとなる振 

込先銀行を登録します。 

2)［同行同一支店宛の振込手数料を適用する同行他店］ボタン 

合併等により同行同一支店扱いとなる同行他店間での振込の場合、「他店宛」の振込であっても、 

「同行同一支店宛」の振込手数料が適用されるケースがあります。このような場合は、振込元銀行・ 

支店ごとに、同行同一支店扱いとなる支店を登録します。 
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２．ＴＫＣシステムのレベルアップ内容の解説 
 ①ＦＸ４クラウドのレベルアップ内容 
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セミナー内容

１．ＦＸ４クラウドのシステム活用法
支払管理機能

２．ＴＫＣシステムのレベルアップ内容の解説
ＦＸ４クラウドのレベルアップ内容

３．税制改正・制度改正トピックス

©TKC 2020

TKC経理業務 効率化セミナー（2020夏）
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Ⅳ その他のレベルアップ
１．決算月の変更条件の緩和（仕訳未入力月→月次更新未了月）
２．｢任意指定順｣による口座の画面･帳表への出力
３．Excelからの仕訳計上後に実施した訂正･削除履歴の確認機能
４．取引先登録時の振込先情報の登録
５．部門階層変更時のメッセージ表示
６．部門の読込機能の改訂(部門階層情報の読込に対応)
７．読込機能の拡充（部門グループ、資金相手科目、プロジェクト）
８．消費税額試算表の計算式の改訂
９．過去仕訳の仕訳読込テンプレートの帳表出力
10. 自動ログアウト（１週間、利用実績のないＩＤ）
11. ユーザ利用状況の確認機能の強化（契約数及び利用台数等の表示）
12. データ復元機能の改訂（誤操作の回避）
13. 複数部門の予算一括読込時のタイトル行のスキップ
14. 令和２年版『ＴＫＣ経営指標（ＢＡＳＴ）』への対応

[2020年07月版]のレベルアップ内容

©TKC 2020 2

Ⅰ 仕訳入力機能の使い勝手の向上
１．Excelからの仕訳洗い替え計上
２．プロジェクト一覧、内訳一覧の検索機能
３．複合仕訳の仕訳辞書の複数タブへの対応
４．複合仕訳の仕訳辞書登録時の仕訳参照機能

Ⅱ 仕訳読込機能の使い勝手の向上
１．仕訳０件のファイルをエラーとせず、スキップ
２．整合性チェック結果の表示内容の改善
３．コード変換表の画面での編集
４．仕訳読込設定の基本情報等の印刷機能

Ⅲ 支払･入金管理機能の使い勝手の向上
１． ｢支払予定内訳明細表｣・｢入金予定内訳明細表｣の取引先
頭文字順での印刷

２．支払予定の問合せ画面・入金予定の問合せ画面の取引先頭
文字順での表示

[2020年07月版]のレベルアップ内容
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(1) Excelからの仕訳計上機能(2019年11月版で搭載)
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

Excelファイル(現金出納帳等)を元に仕訳入力している企業にお勧め

ここをクリック

計上元のExcelファイルを確認可能

入力業務の負担軽減
□ Excelの操作だけで仕訳計上可能
ー システムを起動すること無く

□ さようなら “別途入力”
ー Excelからの転記作業は不要

正確な記帳をサポート
□ 転記ミスの排除
ー Excelファイルが仕訳に直結

□ 検証も容易
ー Excelファイルも自動保存(仕訳と共に)

いつでも、誰でも、どこからでも
□ 社員全員が経理担当者
ー 必要なものはExcelとｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境

□ 工夫の余地は無限大
ー 関数、コメント、入力規則

©TKC 2020 4

Ⅰ 仕訳入力機能の使い勝手の向上
１．Excelからの仕訳洗い替え計上
２．プロジェクト一覧、内訳一覧の検索機能
３．複合仕訳の仕訳辞書の複数タブへの対応
４．複合仕訳の仕訳辞書登録時の仕訳参照機能

[2020年07月版]のレベルアップ内容
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(3) Excelからの仕訳計上機能のご要望
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

一括削除に対応してほしい

Excelファイルに誤りがあった場合の対応

仕訳読込テンプレートに誤りがあった場合の対応

＜背景＞

©TKC 2020 6

(2) Excelからの仕訳計上機能に対する高い評価
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

役立ちそう
62.6%

まあまあ
役立ちそう
31.5%

あまり
役立たない

5.8%

全く役立たない
0.1%

役立ちそう
62.6

まあまあ
役立ちそう

%
役立ちそう

94%

TKC経理業務 効率化セミナー(2020春)アンケート集計結果 821人

業務に役立ちそうですか？
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(5) Excelからの仕訳洗い替え計上機能の搭載
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

Excelファイルや仕訳読込テンプレートの修正後、より効率的に仕訳の洗い替
え（削除・再計上）をできるようにしました。手順は以下のとおりです。

Excelファイルに誤りがあった場合の対応

仕訳読込テンプレートに誤りがあった場合の対応

Excelファイルの誤りを修正

Excelから仕訳洗替計上(前回計上仕訳は自動削除)

FX4クラウドを起動

FX4クラウドで仕訳読込テンプレートを修正
Excelから仕訳洗替計上(前回計上仕訳は自動削除)

©TKC 2020 8

(4) 背景の分析
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

Excelファイルに誤りがあった場合の対応

仕訳読込テンプレートに誤りがあった場合の対応

仕訳読込機能と同様の一括削除機能を搭載した場合、Excelファイルや仕訳読
込テンプレートの修正を含め、以下の作業が必要です。これは非効率です。

Excelから仕訳再計上

FX4クラウドを起動

FX4クラウドで仕訳を削除
Excelファイルの誤りを修正

Excelから仕訳再計上

FX4クラウドを起動

FX4クラウドで仕訳読込テンプレートを修正
FX4クラウドで仕訳を削除
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(7) ご利用にあたって
１．Excelからの仕訳洗い替え計上

①洗替計上できるシートは、[2020年07月版]で仕訳計上したシートのみ
1)Excelからの洗替計上機能により洗替計上できるExcelシートは、[2020年

07月版]で仕訳計上したExcelシートに限ります。
2)これは、前回計上した仕訳の情報をExcelシートに保存する仕組みを採用してお
り、現行版で計上したExcelシートにはその情報が保存されていないためです。

3)なお、Excelシートには、直前に計上した仕訳の情報のみが保存されてい
ます。同じExcelシートで仕訳計上処理を複数回実施した後、洗替計上し
た場合、そのシートから最後に計上した仕訳が一括削除の対象となります。

②システムからダウンロードしたExcelシートからも洗替計上可能
1)クライアントPC上のExcelシートだけでなく、会計伝票画面からダウン
ロードしたExcelシートからも洗替計上可能です。

2)このため、Excelシートから計上した仕訳について、仕訳帳や元帳で誤り
を発見した場合、ドリルダウン後の会計伝票からダウンロードしExcel
シートから洗替計上できます。

3)なお、このとき、会計伝票画面で表示されている仕訳は削除済となります
が、その情報が会計伝票画面には即座に反映されませんのでご注意ください。

©TKC 2020 10

以下の条件を共に満たす場合、｢洗替計上｣ボタン(新規搭載)で計上済の仕訳の
一括削除及び再計上をできるようにしました。
条件１：当該シートから計上された仕訳が存在する場合
条件２：定義したセルに｢仕訳計上済｣と書き込まれている場合

なお、再計上予定の仕訳が0件の場合、確認メッセージを表示した上で、計上
済仕訳の一括削除処理のみ行えるようにしました。

(6) 機能概要
１．Excelからの仕訳洗い替え計上
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(2) ｢入力制御情報｣でプロジェクト一覧と内訳一覧の種類選択に対応。
２．プロジェクト一覧、内訳一覧の検索機能

｢入力制御情報｣で、他の項目と同様、プロジェクト一覧と内訳一覧の種類を選択で
きるようにしました。今回搭載した検索機能を利用する場合、一覧の種類を「検索型」
に変更してください。（今後追加するユーザの初期値は「検索型」です。）

レベルアップ直後は｢行選択型｣のままです。
｢検索型｣への変更をご検討ください。

©TKC 2020 12

(1) プロジェクトと内訳のコード･名称の横断検索に対応。
２．プロジェクト一覧、内訳一覧の検索機能

プロジェクト管理機能または内訳管理機能ユーザの記帳業務の効率化が見込め
ます。
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(2) 今回の対応は「複合仕訳型」の複合仕訳辞書が対象です。
３．複合仕訳の仕訳辞書の複数タブへの対応

①分類を選択できる「複合仕訳辞書」は、入力方法を「複合仕訳」と設定して
いる場合に限ります。「５伝票型」の複合仕訳辞書は従来どおりです。
②入力方法を「５伝票型」と設定している場合は、これまでどおり、タブ（仕
訳辞書の種類）は１種類のみとなります。

当欄が「５伝票型」の場合は、複合仕訳のタブ(仕訳
辞書の種類)は現状どおり１種類のみです。

©TKC 2020 14

(1) 複合仕訳の仕訳辞書のタブを複数登録できるようにしました。
３．複合仕訳の仕訳辞書の複数タブへの対応

①従来は、複合仕訳のタブは、１つのみ利用可能でした(追加等はできません。)。
②この複合仕訳のタブについて、｢分類｣を｢複合仕訳｣とし、複数のタブを登録
できるようにしました。
③複合仕訳の仕訳辞書を整理でき、仕訳入力時における仕訳辞書の選択が容易
になります。
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Ⅱ 仕訳読込機能の使い勝手の向上
１．仕訳０件のファイルをエラーとせず、スキップ
２．整合性チェック結果の表示内容の改善
３．コード変換表の画面での編集
４．仕訳読込設定の基本情報等の印刷機能

[2020年07月版]のレベルアップ内容
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(1) 複合仕訳の仕訳辞書についても、通常の仕訳辞書と同様、入力済の仕訳から
参照登録できるようにしました。

(2) ｢仕訳の種類｣欄へのフォーカス時に、｢参照入力｣ボタンから、入力済仕訳を
選択できるようにしました。選択した行を含む仕訳全体を複写するようにしま
した。

(3) これにより、複合仕訳の仕訳辞書の登録が、より便利になりました。

４.複合仕訳の仕訳辞書登録時の仕訳の参照機能
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１.仕訳０件のファイルをエラーとせず､スキップ
(3) 当版より、データ件数が0件のファイルについても、読込対象として扱いま
す。仕訳は計上しませんが、ファイルの拡張子を変更します。

仕訳ファイルが意図せず読み飛ばされること
のないよう、0件のファイルを選択した場合
は、このメッセージを表示します。
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１.仕訳０件のファイルをエラーとせず､スキップ
(1) 他社システム自動仕訳の読込機能では、データ件数が0件のファイルの場合、
整合性チェックでエラーとしていました。この仕様のため、以下のような手
間が発生していました。
①複数ファイルを一括して読み込む場合、データ件数が０件のファイルを、
読込対象から除外して読込処理を行う必要がありました。

②当該ファイルについて、拡張子の変更、またはファイルの削除を手動で行
う必要がありました。（当機能では、読込済のファイルが次回読込時の候
補として表示されないよう、読込完了時にファイルの拡張子を変更してい
ます。しかし、上記①のように読込対象から除外すると、拡張子が変更さ
れません｡)

(2) 業務システムによっては、対象の仕訳が無い場合でも、仕訳ファイルが自動
で作成される場合があり、上記現象が発生していました。
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２．整合性チェック結果の表示内容の改善
(2) また、ファイルが正常な場合（エラーが存在しなかった場合）、仕訳帳画面
を表示し、計上予定の仕訳の内容をより詳細に把握できるようにしました。

取引先名を、ボタンで表示を切り替える
ことなく、確認できるようになります。
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２．整合性チェック結果の表示内容の改善
(1) エラー発生時の整合性チェック結果画面を、以下のとおり改善しました。
①すべてのエラー箇所を表示(現状は、１仕訳につき１件のみエラーを表示）
②ファイルの値や列番号を可能な限り表示

エラー箇所をすべて表示すると共に、
その内容を、より詳細に確認できるよ
うになります。
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４．仕訳読込設定の基本情報等の印刷機能

メニュー｢ファイルレイアウト設定｣の
｢基本情報｣画面から帳表を出力できるように
しました。

©TKC 2020 22

３．コード変換表の画面での編集
(1) 従来、コード変換表を画面で入力することができませんでした。コード変換
表を修正する場合、一旦、CSVファイル等に切り出した後、当該ファイルを
修正し、読み込む必要がありました。
（例えば、取引先を１件追加する場合でもファイル読込が必要でした。）

(2) 今回、画面での登録･修正･削除に対応し、コード変換表のメンテナンスを容
易にできるようにしました。

当欄を直接修正可能
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１.｢支払予定内訳明細表｣･｢入金予定内訳明細表｣
の取引先頭文字順での出力

｢支払予定内訳明細表｣･｢入金予定内訳明細表｣で指定可能な出力順
現行 レベルアップ後

支払(入金)予定日／取引先順
取引先／支払(入金)予定日順
収支区分順

支払(入金)予定日／取引先コード順
支払(入金)予定日／取引先頭文字順
取引先コード／支払(入金)予定日順
取引先頭文字／支払(入金)予定日順
収支区分順

当欄の選択肢を追加 当欄の選択肢を追加
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Ⅲ 支払･入金管理機能の使い勝手の向上
１． ｢支払予定内訳明細表｣・｢入金予定内訳明

細表｣の取引先頭文字順での印刷
２．支払予定の問合せ画面・入金予定の問合

せ画面の取引先頭文字順での表示

[2020年07月版]のレベルアップ内容
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Ⅳ その他のレベルアップ
１．｢任意指定順｣による口座の画面･帳表への出力
２．取引先登録時の振込先情報の登録
３．部門階層変更時のメッセージ表示
４．部門の読込機能の改訂(部門階層情報の読込対応)
５．令和２年版『ＴＫＣ経営指標(ＢＡＳＴ)』対応

※上記以外のレベルアップ(９項目)は、別途システム改訂履歴で
ご確認ください。

[2020年07月版]のレベルアップ内容
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２.支払予定の問合せ画面･入金予定の問合せ
画面の取引先頭文字順での出力

支払予定の問合せ画面・入金予定の問合せ画面で指定可能な表示順
現行(F1キーでの指定) レベルアップ後(リストでの指定)

支払(入金)予定額順
支払(入金)予定日／取引先順
取引先／支払(入金)予定日順

支払(入金)予定額順
支払(入金)予定日／取引先コード順
支払(入金)予定日／取引先頭文字順
取引先コード／支払(入金)予定日順
取引先頭文字／支払(入金)予定日順

当欄で表示順を切り替え
(現行はF1キー)

当欄で表示順を切り替え
(現行はF1キー)
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取引先名の登録画面に｢F6 支払設定｣ボタンを設け、支払約定や
振込先等を登録できるようにしました。これにより、取引先の追加
の際、振込先情報をスムーズに登録できるようになりました。

２．取引先登録時の振込先情報の登録
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以下のメニューで、口座を｢任意指定順｣で出力可能になりました。
１.｢任意指定順｣による口座の画面･帳表への出力

タブ メニュー 行 画面・タブ等 対 応
日常業務 B  報告書の印刷

21 現預金出納帳 １ （すべてのタブ） A：口座を任意指定順で出力(ページ順の変更)
24 総勘定元帳 ２ （すべてのタブ） A：口座を任意指定順で出力(ページ順の変更)
25 現預金残高報告書 ３ （すべてのタブ） B：出力順の選択欄を追加
26 科目残高一覧表 ４ （すべてのタブ） C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
27 勘定科目残高推移表 ５ 勘定科目残高推移表(6か月)タブ等 B：出力順の選択欄を追加

６ 口座／取引先別残高発生額一覧表タブ C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
28 部門別科目残高一覧表 ７ 勘定科目残高一覧表タブ C：出力順の選択肢に任意指定順を追加

８ 口座／取引先別残高一覧表タブ B：出力順の選択欄を追加
29 部門別科目残高推移表 ９ （すべてのタブ） B：出力順の選択欄を追加

C 取引問合せ
43 総勘定元帳 10 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力
44 部門別取引 11 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力
45 勘定科目残高 12 口座別残高画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
46 勘定科目残高推移表 13 口座別残高推移表画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
47 部門別科目残高 14 口座別残高画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
48 部門別科目残高推移表 15 口座別残高推移表画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
58 プロジェクト別残高 16 プロジェクト別残高画面 A：口座を任意指定順で出力
62 取引明細書 17 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力
64 取引明細書の印刷 18 取引明細書タブ A：口座を任意指定順で出力(ページ順の変更)

仕訳連携 B  業務システム別仕訳合計表
11 業務システム別仕訳合計表 19 口座別業務システム別取引合計額画面 A：口座を任意指定順で出力

月次・年次決算 A 月次決算
7 月次締切業務 1 残高・仕訳等自動チェック 20 残高がマイナスの科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力

21 貸借区分と異なる側に発生のある科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力
11 総勘定元帳 22 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力
12 勘定科目残高 23 口座別残高画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加

B  期末整理仕訳の入力
16 精算表問合せ 24 口座別残高画面及び帳表 C：出力順の選択肢に任意指定順を追加
19 精算表印刷 25 精算表の印刷タブ C：出力順の選択肢に任意指定順を追加

会社情報 C  勘定科目情報の登録・修正
23 科目別課税区分一覧 26 科目別課税区分一覧画面及び帳表 A:口座を任意指定順で出力
25 預貸管理科目 27 帳表及び金融機関別預貸管理科目の選択画面 A:口座を任意指定順で出力

E  一覧表の印刷
51 一覧表の印刷 28 帳表「科目別課税区分一覧」 A:口座を任意指定順で出力

F  データ切り出し
61 勘定科目情報の切り出し 29 勘定科目情報タブ B:出力順の選択欄を追加

上記の画面と同じ画面を採用している他のメニューも同様に対応します。
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部門階層変更時のメッセージ表示に伴い、操作性の悪化が懸念さ
れました。これを踏まえ、部門の読込機能を改訂し、部門階層情報
についても、CSVファイル等から更新できるようにしました。

４．部門の読込機能の改訂

順 列 名
１ 部門コード
２ 部門名
３ 部門略称
４ 部門責任者コード
５ 部門責任者名
６ 部門グループコード１
７ 部門グループコード２

・・・
16 部門グループコード１１
17 ﾌﾘｶﾞﾅ
18 集計先の部門ｺｰﾄﾞ

＜部門の読込レイアウト＞

今回追加

①｢集計先の部門ｺｰﾄﾞ」列を追加しました。
当列には、部門階層上の直属の合計部門を
指定します。

②読み込むファイルにおいて当列自体を省略
した場合は、部門階層は更新されません。
（この場合で、新規追加する部門は、全社
の直属部門となります。）

③当列の値を空欄(列自体は存在)にした場合
も、当該部門は全社の直属部門となります。

©TKC 2020 30

ドラッグ＆ドロップで設定可能な部門階層について、マウスでの
操作中に、意図せず部門階層が変更されるとの声を頂戴していまし
た。これを踏まえ、マウスでの部門階層変更時に、メッセージを表
示し、その旨を確認できるようにしました。

３．部門階層変更時のメッセージ表示
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[2020年07月版]
今回搭載･改訂した機能を、
是非ご活用ください。

[2020年07月版]
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同業他社比較で使用する、ＴＫＣ経営指標(ＢＡＳＴ)の値を最新
版の数値に更新しました。

５.令和2年版『ＴＫＣ経営指標(ＢＡＳＴ)』対応

これらの機能も是非ご活用ください。

＜経営分析表＞ ＜経営分析報告書＞
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おかげさまで はNo.１は
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ＦＸ４クラウドシステム改訂履歴から転載 

 

【［2020年 07月版］のレベルアップ内容】 

１．仕訳入力機能の使い勝手向上 

(1) Excelからの仕訳洗い替え計上機能の搭載 

①ＦＸ４クラウドの Excelアドインに「洗替計上」ボタンを設け、当ボタンのクリックに

より、当該 Excelシートから前回計上した仕訳を自動削除し、Excelシートの内容から

新たに仕訳計上できるようにしました。 

②仕訳の洗い替え計上は、以下の３つの条件をすべて満たす Excel シートの場合に利用

可能です。 

＜条件＞ 

1)[2020 年 07月版]以降で仕訳計上した Excel シートであること 

2)当該シートから前回計上された仕訳が存在すること 

  3)｢仕訳計上済｣の文字をセットするよう定義したセルに文字が書き込まれていること 

③この Excel からの仕訳洗い替え計上機能を利用することで、Excelから計上した仕訳に

誤りを発見した際に、ＦＸ４クラウドを起動することなく Excelでの操作により、前回

計上した仕訳を自動削除し、新たに仕訳を計上できます。 

④また、ＦＸ４クラウドの仕訳帳や元帳等の確認中に、Excelから計上した仕訳に誤りを

発見した場合、自動保存されている Excel ファイルをダウンロードし、その Excelファ

イルを修正し洗い替え計上することもできます。 

(2) プロジェクト一覧および内訳管理一覧でのコード・名称の横断検索機能の搭載 

 ①会計伝票画面等から表示可能なプロジェクト一覧および内訳管理一覧画面について、

｢検索型｣に対応し、コードおよび名称による横断検索をできるようにしました。 

  （取引先や勘定科目等と異なり、フリガナでの検索はできません。） 

 ②メニュー｢入力制御情報｣および｢ユーザ名情報｣で、他の一覧と同様、プロジェクト一覧

および内訳一覧について、「検索型」または「行選択型」のいずれを採用するかを選択

できるようにしました。 

 ③なお、レベルアップ直後のプロジェクト一覧および内訳管理一覧の設定は、いずれのユ

ーザも「行選択型」となっています。検索機能をご利用になる場合は、「入力制御情報」

または「ユーザ名情報」で「検索型」への変更が必要です。 

(3) 複合仕訳の仕訳辞書の複数タブへの対応 

 ①これまでは１つのみ利用可能だった (追加等ができませんでした)、複合仕訳のタブに

ついて、複数登録できるようにしました。 

②今回の改訂により、複合仕訳の仕訳辞書を整理でき、仕訳入力時における仕訳辞書の選

択が容易になりました。 

 ③なお、メニュー「システム情報」で、「複合仕訳辞書の入力方法」を「５伝票型」と設

定している場合は、利用可能な複合仕訳辞書は１種類のみとなります。 

(4) 複合仕訳の仕訳辞書登録時の仕訳の参照機能 
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①複合仕訳の仕訳辞書についても、通常の仕訳辞書と同様、入力済の仕訳から参照登録で

きるようにしました。 

②複合仕訳の仕訳辞書の登録の際、 ｢仕訳の種類｣欄へのフォーカス時に｢参照入力｣ボタ

ンをクリックすることで、入力済仕訳を選択できるようにしました。入力済仕訳の行を

選択すると、選択した行を含む仕訳全体を複写するようにしました。 

 

２．仕訳読込機能の使い勝手向上 

(1) 仕訳０件のファイルをエラーとせず、スキップするように改訂 

 ①これまで、他社システム自動仕訳の読込機能では、データ件数が０件のファイルの場合、

整合性チェックでエラーとしていました。このため、データ件数が０件のファイルが存

在する場合、以下のような手間が発生していました。 

  1)複数ファイルを一括して読み込む場合、データ件数が０件のファイルを、読込対象か

ら除外して読込処理を行う必要がありました。 

  2)当該ファイルについて、ファイルの拡張子の変更またはファイルの削除を手動で行

う必要がありました。（現在も、読込済のファイルが次回読込時の候補として表示さ

れないよう、読込完了時にファイルの拡張子を変更しています。しかし、上記 1）の

ように読込対象から除外すると、ファイルの拡張子は変更されません。） 

②これを踏まえ、データ件数が０件のファイルについても、読込対象として扱うようにし、

仕訳自体は計上しませんが、ファイルの拡張子の変更のみ行うようにしました。 

(2) 整合性チェック結果の表示内容の改善 

①エラー発生時の整合性チェック結果画面を、以下のとおり改善しました。 

  1)これまでの整合性チェック結果画面には、以下の問題がありました。 

   a.１つの仕訳にエラーが複数あった場合でも、１つしかエラーを確認できない。 

   b.エラーになった項目は確認できるが、ファイル上の行・列が分からない。 

  2)上記 1)を踏まえ、エラー箇所のすべてを表示すると共に、ファイルの値や列番号等

を可能な限り表示するようにしました。 

 ②また、ファイルが正常な場合（エラーが存在しなかった場合）、仕訳帳画面(複合仕訳の

場合は、複合仕訳の仕訳一覧表画面)を表示し、計上予定の仕訳の内容をより詳細に把

握できるようにしました。 

(3) コード変換表の画面での編集 

①コード変換表機能は、ファイル切出・読込機能による登録･修正のみに対応しており、

画面上での直接修正等はできませんでした。このため、取引先を１件追加する場合でも、

ファイル読込が必要でした。 

②これを踏まえ、画面での登録･修正･削除に対応し、コード変換表をより簡単に編集でき

るようにしました。 

(4) 仕訳読込設定の基本情報等の印刷機能 
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 ①メニュー｢ファイルレイアウト設定｣の｢基本情報｣画面から帳表を出力できるようにし

ました。 

 

３．支払・入金管理機能の使い勝手向上 

(1) 帳表｢支払予定内訳明細表｣の取引先頭文字順での出力 

メニュー「支払管理月報の印刷」から印刷可能な帳表「支払予定内訳明細表」について、

指定可能な出力順を以下のとおり改訂しました。 

 ①これまで指定可能だった出力順 

  1)支払予定日／取引先順 

  2)取引先／支払予定日順 

  3)収支区分順 

 ②[2020年 07 月版]で指定可能な出力順 

  1)支払予定日／取引先コード順 

  2)支払予定日／取引先頭文字順 

  3)取引先コード／支払予定日順 

  4)取引先頭文字／支払予定日順 

  5)収支区分順 

(2) 帳表｢入金予定内訳明細表｣の取引先頭文字順での出力 

  帳表｢支払予定内訳明細表｣と同様、メニュー｢入金管理月報の印刷｣から印刷可能な帳

表｢入金予定内訳明細表｣についても、指定可能な出力順を以下のとおり改訂しました。 

①これまで指定可能だった出力順 

1)入金予定日／取引先順 

2)取引先／入金予定日順 

3)収支区分順 

②[2020年 07月版]で指定可能な出力順 

1)入金予定日／取引先コード順 

2)入金予定日／取引先頭文字順 

3)取引先コード／入金予定日順 

4)取引先頭文字／入金予定日順 

5)収支区分順 

(3) 支払予定の問合せ画面における取引先頭文字順での表示 

  支払予定の問合せ画面で指定可能な表示順について、以下のとおり改訂しました。 

 ①これまで指定可能だった表示順 

  [F1]キーにより、以下の順番で表示可能でした。 

  1)支払予定額順 

  2)支払予定日／取引先順 
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  3)取引先／支払予定日順 

 ②[2020年 07 月版]で指定可能な表示順 

  画面左上部に設けたリストにより、以下の順番で表示できるようにしました。 

  1)支払予定額順 

  2)支払予定日／取引先コード順 

3)支払予定日／取引先頭文字順 

4)取引先コード／支払予定日順 

5)取引先頭文字／支払予定日順 

(4) 入金予定の問合せ画面における取引先頭文字順での表示 

  支払予定の問合せ画面と同様、入金予定の問合せ画面で指定可能な表示順についても、

以下のとおり改訂しました。 

 ①これまで指定可能だった表示順 

  [F1]キーにより、以下の順番で表示可能でした。 

  1)入金予定額順 

  2)入金予定日／取引先順 

  3)取引先／入金予定日順 

 ②[2020年 07 月版]で指定可能な表示順 

  画面左上部に設けたリストにより、以下の順番で表示できるようにしました。 

  1)入金予定額順 

  2)入金予定日／取引先コード順 

3)入金予定日／取引先頭文字順 

4)取引先コード／入金予定日順 

5)取引先頭文字／入金予定日順 

 

４．その他のレベルアップ 

(1) 決算月変更可能月の条件緩和 

 ①これまでは、変更後の決算月が、期首月から１２か月以内の場合で、かつ仕訳未入力月

の場合に限り決算月を変更可能でした。  

②これを、下記 1)～3)の場合を除き、変更後の決算月が、期首月から１２か月以内の場

合で、かつ月次更新未了月の場合であれば、決算月を変更できるようにしました。 

  1)変更後の決算月が仕訳入力済の月の場合で、かつ決算月と通常月で、財務締日が異な

る場合は、決算月変更はできません。 

   これは、各月の残高･発生額に影響があることと、「月またぎの仕訳訂正」となる仕訳

訂正が存在する可能性があるためです。 

2)月次更新後に訂正･削除した仕訳のうち、今回の決算月変更により決算月を超えた訂

正･削除となる仕訳が存在する場合は、決算月変更はできません。 
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 訂正･削除履歴は事業年度単位で保存する必要があり、決算月を超えた訂正･削除の

履歴は複数事業年度にまたがることになるためです。 

3)実際の仕入れ年月日(期間指定の場合は終了月日)が変更予定の決算月の翌月以降と

なる仕訳が、月次更新未了月に存在する場合は、決算月変更はできません。 

 これは、翌期の課税仕入れが、その前期に混入することとなるためです。なお、当条

件に該当した場合、該当の仕訳を一覧表示するようにしました。 

(2) Excelから仕訳計上後に実施した訂正･削除履歴の確認機能 

「会計事務所専用」タブ（会計事務所のユーザのみ利用可能）に、メニュー「Excelか

らの仕訳計上後に実施した訂正･削除履歴」を新規搭載しました。 

当メニューでは、Excel から計上した後にＦＸ４クラウドで直接訂正した仕訳の訂正･

削除の履歴を確認できます。 

(3) 「任意表示順」による口座の画面･帳表の出力 

  以下のメニューについて、口座を任意に指定した表示順で表示できるようにしました。 

メニュー 対応方法 

日常業務タブ 

 B 報告書の印刷 

 21 現預金出納帳 （すべてのタブ） A：口座を任意指定順で出力(ページ順の

変更) 

24 総勘定元帳 （すべてのタブ） A：口座を任意指定順で出力(ページ順の

変更) 

25 現預金残高報告書 （すべてのタブ） B：出力順の選択欄を追加 

26 科目残高一覧表 （すべてのタブ） C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

27 勘定科目残高推移表 勘定科目残高推移表(6

か月)タブ等 

B：出力順の選択欄を追加 

 
口座／取引先別残高発

生額一覧表タブ 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

28 部門別科目残高一覧表 勘定科目残高一覧表タ

ブ 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

口座／取引先別残高一

覧表タブ 

B：出力順の選択欄を追加 

29 部門別科目残高推移表 （すべてのタブ） B：出力順の選択欄を追加 

C  取引問合せ 

 43 総勘定元帳 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力 

44 部門別取引 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力 

45 勘定科目残高 口座別残高画面及び帳

表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 
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46 勘定科目残高推移表 口座別残高推移表画面

及び帳表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

47 部門別科目残高 口座別残高画面及び帳

表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

48 部門別科目残高推移表 口座別残高推移表画面

及び帳表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

58 プロジェクト別残高 プロジェクト別残高画

面 

A：口座を任意指定順で出力 

62 取引明細書 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力 

64 取引明細書の印刷 取引明細書タブ A：口座を任意指定順で出力(ページ順の

変更) 

仕訳連携 

 B  業務システム別仕訳合計表 

  11 業務システム別仕訳合計表 口座別業務システム別

取引合計額画面 

A：口座を任意指定順で出力 

月次・年次決算 

 A  月次決算 

 7 月次締切業務 

／1 残高・仕訳等自動チェック 

残高がマイナスの科目

の選択画面 

A：口座を任意指定順で出力 

貸借区分と異なる側に

発生のある科目の選択

画面 

A：口座を任意指定順で出力 

／11 総勘定元帳 科目の選択画面 A：口座を任意指定順で出力 

／12 勘定科目残高 口座別残高画面及び帳

表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

B  期末整理仕訳の入力 

 16 精算表問合せ 口座別残高画面及び帳

表 

C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

精算表の印刷タブ C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

19 精算表印刷 精算表の印刷タブ C：出力順の選択肢に任意指定順を追加 

会社情報 

 C  勘定科目情報の登録・修正 

 23 科目別課税区分一覧 科目別課税区分一覧画

面及び帳表 

A:口座を任意指定順で出力 

25 預貸管理科目 帳表及び金融機関別預 A:口座を任意指定順で出力 
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貸管理科目の選択画面 

E  一覧表の印刷 

 51 一覧表の印刷 帳表「科目別課税区分一

覧」 

A:口座を任意指定順で出力 

F  データ切り出し 

 61 勘定科目情報の切り出し 勘定科目情報タブ B:出力順の選択欄を追加 

 ※上記の画面と同じ画面を採用している他のメニューも同様に対応しました。 

 

(4) 消費税額試算表の計算式の改訂 

①国税庁ＨＰ（令和元年１２月２３日）で「旧税率が適用された取引がない場合の地方消

費税額の計算方法」（法令解釈通達）が公表されました。 

 当通達で、消費税申告書の付表１－１と付表４－１に注意書きが追加され、旧税率（消

費税率 10.0%、軽減税率 8.0%以外）が適用された取引の有無により、異なる方法で地方

消費税額の計算を行うこととされました。 

②これを踏まえ、帳表「消費税額試算表」を改訂し、旧税率が適用された取引がない場合

で、かつ「地方消費税の課税標準額」がプラスの場合は、「地方消費税額の課税標準額」

の 100円未満の端数を切り捨てた金額をもとに、「譲渡割額」を計算するようにしまし

た。 

(5) 「ＴＫＣ経営指標（ＢＡＳＴ）」の令和２年版への更新 

  以下のメニューで表示しているＢＡＳＴ値を、令和２年版に更新しました。 

 ①メニュー「経営分析表」（「最新業績」タブ） 

 ②メニュー「「経営分析報告書の印刷」（「月次･年次決算」タブ） 

(6) 複数部門の予算一括読込時のタイトル行のスキップ 

部門別予算の読込時に表示される「予算(計画)登録」画面に「データの開始行」欄を設

け、当該行以降のデータを読み込むようにしました。 

(7) Excelからの仕訳計上機能の改訂 

Excelからの仕訳計上時に表示される確認画面に会社名を表示するようにしました。 

(8) 過去仕訳の帳表「仕訳読込テンプレート設計確認表」の出力 

｢仕訳連携｣タブのメニュー｢ファイルレイアウト設定｣と同様、メニュー｢過去仕訳読込

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ登録｣の仕訳読込ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの設計画面で、帳表「仕訳読込ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設計確認表」を出

力できるようにしました。 

(9) 部門階層の変更時の確認ダイアログ画面の表示 

メニュー「部門名」で、画面左部の部門階層をマウスのドラッグ＆ドロップで変更した

際、部門階層を変更する旨のメッセージを表示するようにしました。 

これにより、マウスの誤操作により、意図せず部門階層が修正されるリスクを軽減しま

した。 
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(10)部門階層情報を含む部門読込機能の搭載 

  部門のファイル読込レイアウトに、「集計先の部門コード」列を末尾に追加しました。

部門階層においてその直属となる部門のコードを「集計先の部門コード」列にセットする

ことで、当該情報が部門階層に反映されます。なお、「集計先の部門コード」列を省略し

た場合は、これまでと同様、部門階層に関係なく、部門の読込が可能です。 

(11)取引先別残高（取引先別管理開始時残高）の読込機能の搭載 

メニュー「勘定科目情報」での取引先別残高の登録画面(初期表示される画面から｢F6 

取引先別｣ボタンを押下後に表示される画面)に「ﾌｧｲﾙ読込」ボタンを設け、テキストまた

はＣＳＶファイルから取引先別残高を読み込めるようにしました。 

(12)資金相手科目の読込機能の搭載 

メニュー「資金相手科目」に「ﾌｧｲﾙ読込」ボタンを設け、テキストまたはＣＳＶファイ

ルから資金相手科目を読み込めるようにしました。 

(13)取引先登録時の振込先情報等の登録 

メニュー「取引先名」に「F6 支払設定」ボタンを設け、メニュー「開始時残高：支払

先の約定登録」と同じ画面を起動できるようにしました。これにより、取引先の登録後、

振込先等の支払に関する情報も登録できるようにしました。 

(14)部門グループの読込機能の搭載 

メニュー「部門グループ」に「ﾌｧｲﾙ読込」ボタンを設け、テキストまたはＣＳＶファイ

ルから部門グループを読み込めるようにしました。 

(15)プロジェクトの読込機能の搭載 

メニュー「プロジェクト」に｢ﾌｧｲﾙ読込｣ボタンを設け、テキストまたはＣＳＶファイル

からプロジェクトを読み込めるようにしました。 

(16)自動ログアウト（１週間、利用実績のないＩＤ） 

これまで、実際には利用していないにも関わらずログイン状態になっているユーザＩ

Ｄ（ログイン後に異常終了したユーザＩＤ）が原因でレベルアップ処理ができないといっ

た問合せを頂戴していました。これをふまえ、１週間、利用実績のないユーザＩＤについ

ては、自動的にログアウト状態とするようにしました。 

(17)ユーザ利用状況の確認機能の強化 

同時接続ＰＣ台数およびモニター専用ライセンス数について、契約数および現在の利

用件数を確認できるようにしました。 

(18)復元機能の誤操作の回避 

復元機能について、「ＦＸ４クラウドバックアップデータの復元」画面にチェックボッ

クス「既存のデータは不要」を設け、当欄にチェックを付けられた場合に限り、復元処理

を行えるようにしました。 

(19)ユーザ情報一覧表の改訂 

管理者メニューのメニュー「ユーザの登録」から出力可能な帳表「ユーザ情報一覧表」
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ＦＸ４クラウドシステム改訂履歴から転載 

 

で、「連絡先」として設定されている情報（通知の受け取りの有無や、名前、メールアド

レス等）を確認できるようにしました。 

(20)ＦＸ２（従来版）・ＦＸ３からの移行機能の廃止 

  ＦＸ２（従来版）およびＦＸ３からの移行機能を廃止しました。 

(21)契約書改定時に表示する確認画面の文言修正 

契約書改定時に表示する確認画面に表示している文言を一部改定しました。なお、画面

遷移等に変更はありません。 

(22)仕訳読込機能および Excelからの仕訳計上機能の期末整理仕訳のチェック強化 

仕訳読込機能および Excel からの仕訳計上機能で期末整理仕訳を計上する際、取引年

月日に財務締日以外の日付を指定された場合は、エラーとするようにしました。 
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キット 

 

 

 

 

 

３．税制改正・制度改正トピックス  
 ①ＴＫＣ電子納税かんたんキット 
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経理担当
者の「働き方改革」

源泉所得税 国税

地方税

個人住民税

法人税・消費税

法人住民税
（都道府県民税等）

eLTAX

A市

B市

C町

税務署
e-Tax※1

※2

TKC電子納税
かんたんキット

納付税額の手計算や転記は不要

貴社
貴社

TKC会員事務所

※1：e-Taxは、国税庁が運営するシステムの呼称です。国税に関する各種の手続きを、インターネットを利用して電子的に行えます。
※2：eLTAXは、地方税共同機構が運営する地方税ポータルシステムの呼称です。地方税における手続きを、インターネットを利用して電子的に行えます。

給与計算
システム

TKCの

電子納税はじめませんか？
経理担当者にとって手間のかかる納付事務。「銀行の待ち

時間が長い」「納付書の手書きが面倒」といった経験は

ありませんか？ 特に、毎月納める個人住民税や源泉所得税は、

経理担当者の大きな負担となります。

TKC電子納税かんたんキットを使えば、職場や自宅の

パソコンから簡単に納税できるため、納付事務にかかる

手間を省力化できます。

源泉所得税、法人税、消費税及び地方消費税、申告所得税、酒税、印紙税 等
※相続税、贈与税を除くすべての税目に対応しています。

国 税

法人都道府県民税、法人事業税、特別法人事業税（地方法人特別税）
法人市町村民税、個人住民税（特別徴収分）地方税

電 子 納 税
できる税目

源泉所得税、個人住民税、法人税、消費税などのデータを、TKC電子納税かんたんキットに連携できま

す。そのため、手計算や転記によるミスを防止できます。わかりやすい業務フローで事前準備から

電子納税までをご支援します。
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銀行窓口へ行かずにかんたん納税
職場や自宅のパソコンから納税できるため、金融機関の

窓口に納付書を持参する必要がなく、納付事務にかかる

手間を省力化できます。

納付書への手書きは不要
源泉所得税、個人住民税、法人税、消費税などのデータを

TKC電子納税かんたんキットに連携できるため、納付書

を手書きする必要はありません。

電子納税の履歴をいつでも確認可能
電子納税の結果はシステムにデータ保存されますので、

いつでも履歴を確認できます。

振込手数料はゼロ
電子納税では、振込手数料は無料です。また、口座引き落

とし（ダイレクト納付）を利用する場合、インターネットバン

キング契約も不要です。

Before After

Before After

Before After

円0振込
手数料

窓口

オフィス

給与計算
システム

TKCの

TKC電子納税
かんたんキット

複数の市区町村へ一括納税
一度の手続きで、複数の市区町村への電子納税を完結

できます。

TKC電子納税かんたんキットのご利用には、下記システムのうち、いずれか1つ以上をご利用いただく必要があります。

●FXシリーズ（FX2, FX4クラウド, DAIC2, MX2, 社会福祉法人会計DB, 公益法人会計DB, FX農業会計　等）
●PXシリーズ　●SXシリーズ　●e21まいスター

◉記載事項は、予告無く変更することがありますのであらかじめご了承下さい。 ◉記載の社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 ◉無断転載・複製・複写を禁じます。

※ダイレクト納付は、事前に登録した金融機関口座から、口座引き落としにより直接税金を納付する方式です。

※TKCの給与計算システムやTKCの税務システムで作成した、納付税額データを連携します。

TKC電子納税かんたんキットを活用して
納付事務にかかる手間を省力化できます

A市

B市

C町
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当マニュアルでは、TKC自計化システムご利用企業におけるTKC電子納税かんたんキットの事前準備を説明します。

Ⅰ 基本情報の確認
会社（納税者）情報の確認

②会社（納税者）の基本情報を確認します。
必要に応じて追加・修正を行ってください。

③税務署から送付される
「給与計算・退職者等の所得税徴収高計算書」
の継続送付の要否を設定します。

「利用者識別番号」等の確認
［133「利用者識別番号」等の入力］

国税の利用者識別番号等と地方税の利用者ID等の確認
を行います。
メールアドレスは、電子申告開始届出の際に登録した
メールアドレスを入力します。

①TKC電子納税かんたんキット
ー［事前準備］タブ
ー［131会社（納税者）情報の登録］
をクリックします。

［会社(納税者)情報の基本情報］

1

［所得税徴収高計算書用紙の送付］

経理担当者
のための

TKC電子納税かんたんキット
“かんたんマニュアル”事前準備編

法人等の名称、事業所住所、代表者氏名が未入力の
場合は、電子納税等のデータが作成されませんので
ご注意ください。

所得税徴収高計算の結果は、給与計算システムでも
確認できます。
社内手続きとして問題なければ「送付不要」を選択
してください。

要注意

ワンポイント

利用者識別番号と利用者IDを忘れずに入力してくだ
さい。

要注意

ダイレクト納付

インターネット
バンキング

1

2
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１．国税のダイレクト納付利用届出

ダイレクト納付（預金口座からの振替）を利用する場合、事前に所轄税務署へ「ダイレクト納付利用届出書」
の提出が必要です。
インターネットバンキングによる電子納税を利用される場合は、当手順は不要です。

ダイレクト納付利用可能金融機関の確認

①［電子申告等の届出］タブ
ー［5.国税のダイレクト納付利用届出

地方税のダイレクト納付利用届出］
をクリックします。

［251利用可能金融機関の確認］ ②［251利用可能金融機関の確認］をクリックし、
納付に使用する口座が、ダイレクト納付に対応し
ているか確認します。

ダイレクト納付利用届出書の作成
［252利用届出書(PDF)の作成・提出］ 国税庁HPの、「ダイレクト納付利用届出書(PDF)」

が表示されます。
PDFファイルに直接必要事項を入力し、印刷します。
印刷後、以下の３つを記名・捺印します。

① 氏名(法人名および代表者氏名)欄への押印
② 指定預金口座の法人名および代表者名を記入
③ 金融機関お届け印への押印

2

口座ごとにダイレクト納付利用届出書を提出する
ことで、複数の口座を登録できます。

複数の口座を登録する場合、登録する口座ごとに
作成してください。

ワンポイント

ワンポイント

Ⅱ ダイレクト納付利用届出

要注意
ダイレクト納付利用届出書提出後、ダイレクト納付を利用できるようになるまで

概ね1カ月程度かかります。余裕をもって手続きを進めてください。

ダイレクト納付

1

2

［ 5.国税のダイレクト納付利用届出地方税のダイレクト納付利用届出］
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経理担当者
のための
ダイレクト納付利用届出書の提出

［メッセージボックスの確認］

のための
で作成した「ダイレクト納付利用届出書」を

書面で所轄税務署へ提出します。

ダイレクト納付が利用可能となったタイミングで、国税受付システムに登録したメールアドレス宛に
「お知らせ」メールが届きます。国税メッセージボックスへ「ダイレクト納付登録完了通知」が格納され
ますので、必ずメッセージボックスの内容をご確認ください。

①「メッセージボックスの確認」をクリックすると、
国税受付システムへのログイン画面が表示されます。
独自の暗証番号を入力し、「ログイン」をクリック
します。

画面上部［メッセージボックスの確認］

ダイレクト納付完了通知の確認

②国税メッセージボックス一覧から、手続き名
「ダイレクト納付登録完了通知」をダブルクリック
して、内容を確認します。

3

要注意
ダイレクト納付利用届出書提出後、
ダイレクト納付を利用できるようになるまで概ね
1カ月程度かかります。

3

4

2
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２．地方税のダイレクト納付利用届出

口座情報の登録とダイレクト納付口座振替依頼書の作成
［254地方税eLTAXへの口座情報の登録と口座振替依頼書の作成・提出］

［253利用金融機関の確認］
ダイレクト納付利用可能金融機関の確認

ダイレクト納付口座振替依頼書の提出
PCdesk(WEB版)で作成したダイレクト納付口座振
替依頼書を印刷し、利用金融機関に提出します。

「口座登録通知(審査結果)」の確認

画面上部の［メッセージボックスの確認］から
地方税ポータルシステムへログインし、メッセージ
ボックスに格納された「口座登録通知（審査結果）」
をダブルクリックして内容を確認します。

4

［電子申告等の届出］タブ
ー［5.国税のダイレクト納付利用届出

地方税のダイレクト納付利用届出］
をクリックします。
［253利用金融機関の確認］をクリックし、使用する
口座の金融機関がダイレクト納付に対応しているか
確認します。

口座ごとにダイレクト納付口座振替依頼書を提出す
ることで、複数の口座を登録できます。
eLTAXの口座登録と口座振込依頼書の印刷は、
地方税eLTAXのPCdesk(WEB版)から行います。
「口座情報の登録と口座振替依頼書の作成手順
(PDF)」に従い、実施してください。

口座ごとにダイレクト納付口座振替依頼書を提出
することで、複数の口座を登録できます。

ダイレクト納付口座振替依頼書提出後、
ダイレクト納付を利用できるようになるまで概ね
1カ月程度かかります。

ワンポイント

要注意

［メッセージボックスの確認］

ダイレクト納付が利用可能となったタイミングで、地方税ポータルシステムに登録したメールアドレス宛に
「お知らせ」メールが届きます。地方税メッセージボックスへ「口座登録通知（審査結果）」が格納されま
すので、必ずメッセージボックスの内容をご確認ください。

1

2

3

4
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経理担当者
のための

TKC電子納税かんたんキット
“かんたんマニュアル”日常業務編

1

Ⅰ 源泉所得税・個人住民税の電子納税

同一のPCで
PX等とTKC電子納税かんたんキットを

ご利用の場合

別々のPCで
PX等とTKC電子納税かんたんキットを

ご利用の場合

例：給与計算も振込処理も同じ担当者が
同じPCで処理する場合

例：給与計算と振込処理の担当者が異なり、
それぞれ別々のPCで処理する場合

国税受付システムへの送信

受信通知の確認

ダイレクト納付（口座振替）

受信通知（納付済）確認

ダイレクト納付完了通知の確認

個 人 住 民 税

地方税ポータルシステムへの送信

納付情報の確認

ダイレクト納付（口座振替）

納付情報（納付済）の確認

納付結果通知の確認

ダイレクト納付完了報告書の印刷

TKC給与計算システムからTKC電子納税かんたんキットへ、電子納税データを連動できます。

当マニュアルでは、同一のPCでシステムをご利用の場合を説明します。

当マニュアルでは、TKC電子納税かんたんキットを使った電子納税の日常業務を説明します。
詳細な手順は、システム内 をご確認ください。

源 泉 所 得 税

PX かんたん
キット PX かんたん

キット

電子納税データの作成 電子納税データ作成後USBメモリ等へ切り出し

電子納税データの読み込み・確認電子納税データの確認

ダイレクト
納付

ダイレクト納付完了報告書の印刷
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経理担当者
のための

1． 源泉所得税・個人住民税データの作成

＜ PX ＞
［給与タブ］

－［51 電子納税データの作成］

＜ あんしん給与 ＞
［給与タブ］
－［所得税・住民税納付書転記資料］
－［電子納税データの作成］

■ 電子納税データの作成

①今回作成するデータを選択します。

・所得税データのみ
・住民税データのみ
・所得税データと住民税データの両方

当マニュアルでは、「所得税データと住民税デ
ータの両方」を作成するパターンを説明します。

②作成する電子納税データを確認し、必要に応じて
修正します。内容を確認後、

［TKC電子納税かんたんキットへ］をクリックしま
す。

2

ご利用のTKC給与計算システムを起動します。

1

（注）ＴＫＣ電⼦納税かんたんキットは、ＰＸ４クラウドの「給与」タブおよび「賞与」タブから直接起動できません。
   ＴＫＣ戦略経営者システムの追加システムから起動し、ＰＸ４クラウドで作成（ドライブ指定）したデータを、
   以降の⼿順にある電⼦納税するメニューで選択して読み込んでください。
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PX・あんしん給与で作成した電子納税データの確認

①［１．徴収高計算書データの確認］をクリックしま
す。

［１．徴収高計算書データの確認］

2．源泉所得税の納付

3

②次の画面が表示されます。
内容に問題がなければ、［F3次処理へ］をクリック
します。

［給与所得・退職所得等の所得税徴収高計算書(一般)］

ワンポイント
0円納付のデータも作成できます。

1

「PXデータを読み込みます」メッセージが表示され
ます。［OK］をクリックします。

【複数の納税者情報を登録している場合のみ】
代表者個人など、複数の納税者情報がある場合は、

「法人・納税者の選択／納税者の登録」画面が表示さ
れます。今回電子納税データを作成した法人名・納税
者をクリックし、［OK］をクリックします。

国税電子納税タブ
ー［521PX・あんしん給与連動：一般・納期特例］

をクリックします。

2

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読み込み
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国税受付システムへの送信
［ 徴収高計算書データ送信(即時通知の確認)］

①「独自の暗証番号」を入力し、
［徴収高計算書データの送信と即時通知の確認］
をクリックします。

②［即時通知の確認］が表示されます。
正常 … ［F3次処理へ］

エラー… エラー情報を確認し、エラーを修正後、
再送信してください。

［受信通知］
③［受信通知］が表示されます。

正常 … ［F3次処理へ］

エラー… ［「受信通知」エラーの解説］で
エラー情報を確認し、修正後、必ず
再送信してください。

［ダイレクト納付］
ダイレクト納付

4

［即時通知の確認］

3

4

［今すぐに納付される方］
…金融機関の口座から即座に振替えられます。

［納付日を指定される方］
…金融機関の口座から、指定した日の朝に
振替えられます。

当マニュアルでは、［納付日を指定される方］
を選択した場合の説明をします。

①ダイレクト納付画面が表示されます。
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［ダイレクト納付登録口座一覧］
②複数口座を登録している場合、国税受付シス
テムからダイレクト納付情報が受信され、
引き落とし口座の選択画面が表示されます。
引き落とし口座を選択し、［OK］をクリック
します。

届出している口座が１つの場合は、この画面は
表示されません。
次の③の画面が表示されます。

③税目、納付金額等の納付内容と、引き落とし
口座を確認します。 内容に間違いがなければ、
納付日を指定します。
納付内容および納付日に問題がなければ
［上記内容でダイレクト納付する］をクリック
します。
指定した納付日の朝に引き落としが行われます。

［ダイレクト納付内容確認］

［受信通知（納付済み）の確認］
受信通知を確認します。

正常 …［F3 次処理へ］

エラー…［「受信通知」エラーの解説］
をクリックして、エラーの内容を確認
してください

受信通知(納付済み)の確認5

≪残高不足等でダイレクト納付ができなかった場合≫

残高不足等の理由により、ダイレクト納付できな
かった場合は、国税のメッセージボックスに「ダ
イレクト納付エラー通知」が格納されます。また、
システムでメッセージを表示します。
メッセージボックスで「ダイレクト納付エラー通

知」を確認の上、現金納付等で納付を完了してく
ださい。なお、残高不足によるエラーの場合は、
不足分の納税資金を引き落とし口座に入金した上
で、再度ダイレクト納付の指示を行うことも可能
です。

ワンポイント
納付日に、休日、祝日及び12月29日～1月3日
は指定できません。
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ダイレクト納付完了通知の確認
［ダイレクト納付完了通知の確認］

①［ダイレクト納付完了通知の確認］画面に、
「国税メッセージボックス」に格納された
メッセージの一覧が表示されます。
一覧から該当の「ダイレクト納付完了通知」を
ダブルクリックします。

6

［ダイレクト納付完了通知の確認］
②「ダイレクト納付完了通知」が表示されます。
内容を確認し、［F3次処理へ］をクリック
します。

［ダイレクト納付完了報告書の印刷］ 「報告先」と「担当者」を入力します。
［印刷］をクリックして「ダイレクト納付完了
報告書」を印刷します。

ダイレクト納付完了報告書の印刷7
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ワンポイント

経理担当者
のための

3．個人住民税の納付

PX・あんしん給与で源泉所得税と一緒に個人住民税
の両方のデータを一緒に作成している場合、源泉所得
税の電子納税データ読込後、メニュー終了時に確認
メッセージが表示されます。
個人住民税の納付処理を続けて行う場合は［はい(Y)］
を選択します。読み込みメッセージが表示されますの
で［OK］をクリックし、「(2)PX・あんしん給与で作
成した電子納税データの確認」に進みます。

後から個人住民税の納付処理を行う場合は、
［いいえ(N)］をクリックして画面を閉じます。
個人住民税の納付処理を行う際には、
［地方税電子納税］タブ
ー［611PX・あんしん連動］ をクリックします。

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読込

①［１納付データの確認］ をクリックし、PX・
あんしん給与で作成した電子納税データを確認
します。

［地方税電子納税タブ］

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読み込み確認

7

②納付データの作成画面が表示されます。

③明細一覧をダブルクリックすると、納付先ごとの
明細情報を入力(確認)できます。
内容に問題が無ければ、［F4入力終了］をクリック
し、②の画面に戻り、［F3次処理へ］をクリックし
ます。

「指定番号」に、電子納税で利用できない文字が
含まれていた場合、「指定番号」は空欄にして
納付データを作成します。
なお、「指定番号」は空欄のままでも電子納税は
可能です。

［納付データの作成］

利用者名カナ、利用者名、住所は、文字数や文字の
種類に制限があります。画面の「解説」ボタンで使
用可能な文字を確認できます。

ワンポイント

1

2
［1.納付データの確認］

206



©TKC 2020

納付データ送信後、地方税ポータルシステムで発行
された納付情報を確認します。

「収納機関番号」
「納付番号」
「確認番号」

エラーがなく、内容に誤りがない場合は
［F3次処理へ］をクリックします。
エラーがある場合は、内容を確認し修正後再送信しま
す。

［納付情報の確認］
納付情報の確認

地方税ポータルサイトへの送信
［納付データの送信］

納付データの送信画面が表示されます。
「独自の暗証番号」を入力し、「納付データの送信」
をクリックします。

8

ダイレクト納付
［ダイレクト納付］

3

4

5

①ダイレクト納付画面が表示されます。
［今すぐに納付される方］
…金融機関の口座から即座に振替えられます。

［納付日を指定される方］
…金融機関の口座から、指定した日の朝に
振替えられます。

当マニュアルでは、［納付日を指定される方］
を選択した場合の説明をします。

［ダイレクト納付引き落とし口座の選択］
②複数口座を登録している場合、地方税ポータル
システムからダイレクト納付情報が受信され、
引き落とし口座の選択画面が表示されます。
引き落とし口座を選択し、［OK］をクリック
します。

届出している口座が１つの場合は、この画面は
表示されません。
次の③の画面が表示されます。
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［ダイレクト納付内容確認］

納付情報(納付済)の確認
［納付情報(納付済)の確認］

［納付情報(納付済)の確認］画面が表示されます。
納付情報が「納付済」になったことを確認し
［F3次処理へ］をクリックします。

6

ダイレクト納付完了報告書の印刷
［ダイレクト納付完了報告書の印刷］

「報告先」と「担当者」を入力します。
［印刷］をクリックして「ダイレクト納付完了
報告書」を印刷します。

納付結果通知(納付完了)の確認
［納付結果通知（納付完了）の確認］ メッセージボックスに格納された「納付結果

通知」を確認します。
［F3次処理へ］を選択します。

7

8

③税目、納付金額等の納付内容と、引き落とし
口座を確認します。 内容に間違いがなければ、
納付日を指定します。
納付内容および納付日に問題がなければ
［上記内容でダイレクト納付する］をクリック
します。
指定した納付日の朝に引き落としが行われます。

ワンポイント
納付日に、休日、祝日及び12月29日～1月3日
は指定できません。
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Ⅱ 法人税・消費税等の電子納税
会計事務所で作成した、法人税・消費税等の納付書データを読み込んで電子納税を行います。

会計事務所で電子納税データを作成

国税 (法人税、消費税等 )

電子納税データの確認

申告データの受信通知の確認

ダイレクト納付（口座振替）

受信通知（納付済み）の確認

ダイレクト納付完了通知の確認

地方税 (都道府県民税等 )

納付情報の確認

ダイレクト納付（口座振替）

納付情報(納付済)の確認

納付結果通知の印刷

ダイレクト納付完了報告書の印刷

TKCデータセンター USBフラッシュメモリ等

当マニュアルでは、TKCデータセンターからデータを読み込む場合の手順をご説明します。

10

かんたん
キット

法人税
消費税

電子納税かんたんキットで電子納税データ読み込み

地方税ポータルシステムへの送信
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経理担当者
のための

１．国税(法人税、消費税等)のダイレクト納付
ダイレクト納付データの読み込み

①電子納税かんたんキットを起動します。
TKCデータセンターにダイレクト納付データが届い
ている場合、下のお知らせが表示されますので、

［OK］をクリックします。

電子納税を行う法人もしくは納税者を選択し、
［OK］をクリックします。

②TKCデータセンターにダイレクト納付データが
届いている場合、下のお知らせが表示されますの
で、［OK］をクリックします。

［541消費税・法人税・地方法人税・復興特例
法人税］をクリックします。

［国税電子納税タブ］

③TKCデータセンターにダイレクト納付データが届い
ている場合、左のお知らせメッセージが表示されま
す。［OK］をクリックし、ダイレクト納付データ
を読み込みます。
読み込んだダイレクト納付データが税目ごとに分か
れて一覧表示されます。ダイレクト納付する税目行
を選択し、［OK］をクリックします。

［541消費税・法人税・地方法人税・ 復興特例法人税］

11

要注意
前回データが「未納付」のままである場合には、
そのデータが完了するか、履歴から削除されるまで
自動読み込みされません。

①ダイレクト納付のプロセス画面が表示されます。
［1. 申告データの受信通知の確認］ をクリック
します。

ダイレクト納付データの確認（法人税のダイレクト納付を例に説明します。)
［法人税・地方税のダイレクト納付］

②独自の暗証番号を入力し、国税受付システムに
ログインします。
申告データの受信通知を確認します。

この後のダイレクト納付処理からは、P.4～6をご参照ください。

1

2

210



©TKC 202012

経理担当者
のための

２．地方税(都道府県民税等)のダイレクト納付
ダイレクト納付データの読み込み

［地方税電子納税］タブ
① ［621法人都道府県民税・事業税等、法人市町
村民税］をクリックします。
TKCデータセンターにダイレクト納付データが
届いている場合、お知らせメッセージが表示され
ます。［OK］をクリックし、ダイレクト納付デー
タを読み込みます。

［621法人都道府県民税・事業税等、法人市町村民税］

②読み込んだダイレクト納付データが税目ごとに
分かれて一覧表示されます。
税目ごとにダイレクト納付を行います。
ダイレクト納付する税目行を選択し、［OK］を
クリックします。

［法人都道府県民税・事業税等の納付］

①［１．納付データの確認］をクリックし、ダイレク
ト納付データを確認します。

ダイレクト納付データの確認（法人都道府県民税・事業税等を例に説明します。）

この後の地方税ポータルシステムへの送信処理からは、P.7~8 をご参照ください。

要注意
前回データが「未納付」のままである場合には、
そのデータが完了するか、履歴から削除されるまで
自動読み込みされません。

1

2

②納付データの確認を行います。

③「納付データの確認」の明細一覧をダブルクリック
すると、納付先ごとの明細情報を確認できます。
確認後、②の画面に戻り、［F3次処理へ］を
クリックします。

［納付データの確認］
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経理担当者
のための

TKC電子納税かんたんキット
“かんたんマニュアル”日常業務編

1

Ⅰ 源泉所得税・個人住民税の電子納税

同一のPCで
PX等とTKC電子納税かんたんキットを

ご利用の場合

別々のPCで
PX等とTKC電子納税かんたんキットを

ご利用の場合

例：給与計算も振込処理も同じ担当者が
同じPCで処理する場合

例：給与計算と振込処理の担当者が異なり、
それぞれ別々のPCで処理する場合

国税受付システムへの送信

納付区分番号通知の確認

インターネットバンキング納付

納付済メッセージの確認

電子納税完了報告書の印刷

個 人 住 民 税

地方税ポータルシステムへの送信

納付情報の確認

インターネットバンキング納付

納付情報（納付済）の確認

納付結果通知の確認

電子納税完了報告書の印刷

TKC給与計算システムからTKC電子納税かんたんキットへ、電子納税データを連動できます。

当マニュアルでは、同一のPCでシステムをご利用の場合を説明します。

当マニュアルでは、TKC電子納税かんたんキットを使った電子納税の日常業務を説明します。
詳細な手順は、システム内 をご確認ください。

源 泉 所 得 税

PX かんたん
キット PX かんたん

キット

電子納税データの作成 電子納税データ作成後USBメモリ等へ切り出し

電子納税データの読み込み・確認電子納税データの確認

インターネット
バンキング
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経理担当者
のための

1． 源泉所得税・個人住民税データの作成

＜ PX ＞
［給与タブ］

－［51 電子納税データの作成］

＜ あんしん給与 ＞
［給与タブ］

－［所得税・住民税納付書転記資料］
－［電子納税データの作成］

■ 電子納税データの作成

①今回作成するデータを選択します。

・所得税データのみ
・住民税データのみ
・所得税データと住民税データの両方

当マニュアルでは、「所得税データと住民税デー
タの両方」を作成するパターンを説明します。

②作成する電子納税データを確認し、必要に応じて
修正します。内容を確認後、

［TKC電子納税かんたんキットへ］をクリックしま
す。

2

ご利用のTKC給与計算システムを起動します。

1

（注）ＴＫＣ電⼦納税かんたんキットは、ＰＸ４クラウドの「給与」タブおよび「賞与」タブから直接起動できません。
   ＴＫＣ戦略経営者システムの追加システムから起動し、ＰＸ４クラウドで作成（ドライブ指定）したデータを、
   以降の⼿順にある電⼦納税するメニューで選択して読み込んでください。
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PX・あんしん給与で作成した電子納税データの確認

①［１．徴収高計算書データの確認］をクリックしま
す。

［１．徴収高計算書データの確認］

2．源泉所得税の納付

3

②次の画面が表示されます。
内容に問題がなければ、［F3次処理へ］をクリック
します。

［給与所得・退職所得等の所得税徴収高計算書(一般)］

ワンポイント
0円納付のデータも作成できます。

1

「PXデータを読み込みます」メッセージが表示され
ます。[OK]をクリックします。

【複数の納税者情報を登録している場合のみ】
代表者個人など、複数の納税者情報がある場合は、

「法人・納税者の選択／納税者の登録」画面が表示
されます。今回電子納税データを作成した法人名・
納税者をクリックし、[OK]をクリックします。

国税電子納税タブ
ー［521PX・あんしん給与連動：一般・納期特例］
をクリックします。

2

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読み込み
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国税受付システムへの送信
［ 徴収高計算書データ送信(即時通知の確認)］

①「独自の暗証番号」を入力し、
［徴収高計算書データの送信と即時通知の確認］
をクリックします。

②［即時通知の確認］が表示されます。
正常 … ［F3次処理へ］

エラー… エラー情報を確認し、エラーを
修正後、再送信してください。

［納付区分番号通知の確認］
③［納付区分番号通知(受信通知)］が表示されます。

正常 … ［F3次処理へ］

エラー… ［「納付区分番号通知」エラーの
解説］でエラー情報を確認し、
修正後、必ず再送信してください。

［インターネットバンキングで納付］
①［インターネットバンキングで納付(ブラウザ)］
をクリックします。

インターネットバンキング納付

4

［即時通知の確認］

ワンポイント
インターネットバンキングを利用せずに、
ATM等で納付する場合は、［「納付区分番号通知」
の印刷(ブラウザで印刷)］から、当メッセージを
印刷します。

インターネットバンキングを利用せずに、
ATM等で納付する場合は、当プロセスは省略します。
［F4処理メニュー］を選択し、処理メニューに戻り
ます。

ワンポイント

3

4
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［インターネットバンキングへのリンク画面］

②［インターネットバンキング］を１回だけクリック
します。

1)金融機関の選択画面が表示されますので、ご利用
の金融機関を選択します。

2)選択した金融機関のインターネットバンキングの
画面で、振込等で利用する利用者IDやパスワード
等を入力して、ログインします。

3)国税受付システムへ送信済みの納付書データまた
は徴収高計算書データの内容が表示されます。

4)内容を確認し、支払いを行います。

［納付済メッセージの確認］

［インターネットバンキングで納付］もしくは
［5.納付済メッセージの確認］

納付済みメッセージの確認
①納付終了後、［インターネットバンキングで納付］
画面に戻り、［F3次処理へ］ をクリックします。

画面を閉じてしまった場合は、
［521PX・あんしん給与連動：一般・納期特例］の
［5.納付済メッセージの確認］をクリックします。

②納付済メッセージを確認します。

電子納税完了報告書の印刷

「報告先書提出先」と「担当者」を入力します。
［印刷］をクリックして「電子納税完了報告書」
を印刷します。

5

5

6
［電子納税完了報告書の印刷］

納付完了 …［F3次処理へ］をクリック

エラー … ［「納付済メッセージ」エラー
の解説］ をクリックして、エラー
内容を確認してください。
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ワンポイント

経理担当者
のための

3．個人住民税の納付

源泉所得税の電子納税データ読込後、メニュー終了時
に確認メッセージが表示されます。
個人住民税の納付処理を続けて行う場合は［はい(Y)］
を選択します。
読み込みメッセージが表示されますので[OK]をクリッ
クし、「(2)PX・あんしん給与で作成した電子納税デ
ータの確認」に進みます。

後から個人住民税の納付処理を行う場合は、
［いいえ(N)］をクリックして画面を閉じます。
個人住民税の納付処理を行う際には、
［地方税電子納税］タブ

ー［611PX・あんしん連動］ をクリックします。

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読込

①［１納付データの確認］ をクリックし、PX・
あんしん給与で作成した電子納税データを確認
します。

［地方税電子納税］タブ

PX・あんしん給与で作成した電子納税データの読み込み確認

6

②納付データの作成画面が表示されます。

③明細一覧をダブルクリックすると、納付先ごとの
明細情報を入力(確認)できます。
内容に問題が無ければ、［F4入力終了］をクリック
し、②の画面に戻り、［F3次処理へ］をクリックし
ます。

「指定番号」に、電子納税で利用できない文字が
含まれていた場合、「指定番号」は空欄にして
納付データを作成します。
なお、「指定番号」は空欄のままでも電子納税は
可能です。

［納付データの作成］

利用者名カナ、利用者名、住所は、文字数や文字の
種類に制限があります。
画面の「解説」ボタンで使用可能な文字を確認でき
ます。

ワンポイント

1

2
［1.納付データの確認］
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納付データ送信後、地方税ポータルシステムで発行
された納付情報を確認します。

「収納機関番号」
「納付番号」
「確認番号」

エラーがなく、内容に誤りがない場合は
［F3次処理へ］をクリックします。
エラーがある場合は、内容を確認し修正後再送信しま
す。

［納付情報の確認］
納付情報の確認

地方税ポータルサイトへの送信
［納付データの送信］

納付データの送信画面が表示されます。
「独自の暗証番号」を入力し、「納付データの送信」
をクリックします。

7

インターネットバンキング納付
［インターネットバンキング納付］

①［インターネットバンキング納付(ブラウザ)］
をクリックします。

［インターネットバンキングへのリンク画面］
②［インターネットバンキング］を１回だけクリック
します。

1)金融機関の選択画面が表示されますので、
ご利用の金融機関を選択します。

2)選択した金融機関のインターネットバンキングの
画面で、振込等で利用する利用者IDやパスワード
等を入力して、ログインします。

3)地方税ポータルシステムへ送信済みの納付データ
の内容が表示されます。

4)内容を確認し、支払いを行います。

3

4

5

218



©TKC 2020

［納付情報(納付済)の確認］

② ［納付情報(納付済)の確認］が表示されます。
納付情報が「納付済」になったことを確認し
［F3次処理へ］をクリックします。

納付情報(納付済)の確認
①納付終了後、［インターネットバンキング納付］
画面で［F3次処理へ］をクリックします。

画面を閉じてしまった場合は、
［611PX・あんしん給与連動］の
［5. 納付情報(納付済)の確認］をクリックします。

8

納付結果通知(納付完了)の確認
［納付結果通知（納付完了）の確認］

メッセージボックスに格納された「納付結果通知」を
確認します。
［F3次処理へ］をクリックします。

電子納税完了報告書の印刷
［電子納税完了報告書の印刷］

「報告書提出先」と「担当者」を入力します。
［印刷］をクリックして「電子納税完了報告書」を
印刷します。

［インターネットバンキングで納付］もしくは
［5.納付情報（納付済）の確認］

6

7

8
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Ⅱ 法人税・消費税等の電子納税
会計事務所で作成した、法人税・消費税等の納付書データを読み込んで電子納税を行います。

会計事務所で電子納税データを作成

国税 (法人税、消費税等 )

電子納税データの確認

国税受付システムへの送信

納付区分番号通知の確認

インターネットバンキングで納付

納付済みメッセージの確認

電子納税完了報告書の印刷

地方税 (都道府県民税等 )
地方税ポータルシステムへの送信

納付情報の確認

インターネットバンキングで納付

納付情報(納付済)の確認

納付結果通知の印刷

電子納税完了報告書の印刷

TKCデータセンター USBフラッシュメモリ等

当マニュアルでは、TKCデータセンターからデータを読み込む場合の手順をご説明します。

9

かんたん
キット

法人税
消費税

電子納税かんたんキットで電子納税データ読み込み
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経理担当者
のための

１．国税(法人税、消費税等)の電子納税
電子納税データの読み込み

①電子納税かんたんキットを起動します。
TKCデータセンターに電子納税データが届いている
場合、下のお知らせが表示されますので［OK］を
クリックします。

電子納税を行う法人もしくは納税者を選択し、
［OK］をクリックします。

②TKCデータセンターに電子納税データが届いてい
る場合下のお知らせが表示されますので、［OK］
をクリックします。

［541消費税・法人税・地方法人税・復興特例法人税］
をクリックします。

［国税電子納税タブ］

③TKCデータセンターに電子納税データが届いている
場合、左のお知らせメッセージが表示されますので、

［OK］をクリックし、電子納税データを読み込みま
す。
読み込んだ電子納税データが税目ごとに分かれて
一覧表示されます。電子納税する税目行を選択し、
［OK］をクリックします。

［541消費税・法人税・地方法人税・ 復興特例法人税］

10

①電子納税プロセス画面が表示されます。
［1.法人税の納付書データの確認］ をクリック
します。

電子納税データの確認（法人税の電子納税を例に説明します。)
［法人税の電子納税］

②法人税の納付書が表示されます。
確認後［F3次処理へ］をクリックします。

この後の国税受付システムへの送信処理からは、P.4～5 をご参照ください。

1

2

前回データが「未納付」のままである場合には、
そのデータの納付が完了するか、履歴から削除さ
れるまで自動読み込みされません。

要注意
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経理担当者
のための

２．地方税(都道府県民税等)の電子納税
電子納税データの読み込み

［地方税電子納税］タブ
① ［621法人都道府県民税・事業税等、法人市町村
民税］をクリックします。
TKCデータセンターに電子納税データが届いている
場合、お知らせメッセージが表示されます。
［OK］をクリックし、電子納税データを読み込み
ます。

［621法人都道府県民税・事業税等、法人市町村民税］

②読み込んだ電子納税データが税目ごとに分かれて
一覧表示されます。
税目ごとに電子納税を行います。
電子納税する税目行を選択し、［OK］をクリック
します。

［法人都道府県民税・事業税等の納付］

①［１．納付データの確認］をクリックし、電子納税
データを確認します。

電子納税データの確認（法人都道府県民税・事業税等を例に説明します。）

②納付データの確認を行います。

③「納付データの確認」の明細一覧をダブルクリック
すると、納付先ごとの明細情報を確認できます。
確認後、②の画面に戻り、 ［F3次処理へ］
をクリックします。

この後の地方税ポータルシステムの送信処理からは、P7.～8 をご参照ください。

要注意
前回データが「未納付」のままである場合には、
そのデータの納付が完了するか、履歴から削除され
るまで自動読み込みされません。

［納付データの作成］

1

2
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◆◇◆ 電子納税かんたんキット よくあるQ&A ◆◇◆

Q. 誤ってデータを作成してしまいました。誤って作成した未納付のデータを削除するにはどうしたら
よいでしょうか。

A. データを削除することはできませんが、非表示にすることはできます。
「電子納税の履歴」を開きます。電子納税を行っていない、納付が「未」となっている行をクリッ
クします。［F5申告納税中止］ボタンをクリックして、一覧から非表示にできます。
非表示とした場合でも検索等で確認ができます。

Q. TKC電子納税かんたんキットの画面には納付欄が「未」と表示されますが、通帳のコピー等を確認
すると、納税は完了しております。なぜ「未」と表示されるのでしょうか。

A. 電子納税のプロセスの「５．納付済メッセージの確認」（納付結果を確認するメニュー）を開き、
納付済みメッセージを受信することで、システム上の表示が「納付済」となります。
なお、納付処理後120日以上経過した場合は、メッセージを受信できなくなり(※)、システム上
の表示を「納付済」にできなくなりますのでご注意ください。
※国税は120日経過でメッセージが過去分に移動されます。また、地方税は120日経過でメッセ

ージが削除されます。

Q. 源泉所得税の徴収高計算書を「納付額０円」で作成・送信できますか？

A. できます。なお、所得税徴収高計算書を「納付額０円」で作成した場合、以下となります。
１．納付書データ送信後の納付区分番号通知（受信通知）で「納税不要」な旨が通知されます。
２．納税不要なので、インターネットバンキングやダイレクト納付の画面へは進みません。
３．電子納税完了報告書／ダイレクト納付完了報告書の印刷は可能です。

Q. 電子納税に電子証明書は必要ですか？

A. 国税の電子納税、地方税の電子納税ともに、電子証明書は不要です。
ＴＫＣ電子納税かんたんキットでは、印紙税の電子申告や、納税証明書の交付請求手続きを行う
場合に限り、電子証明書および電子証明書の事前登録が必要です。

システムのお問い合わせは
「TKCシステムまいサポート」

をご利用ください。
TKCの専門スタッフが
直接お答えします！
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